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生徒と創る学びの情景

教師と生徒全員で創る授業
高知県立高知国際中学校・高校　德橋佑哉　先生
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とくはし・ゆうや　同校に赴任して５年目。高校１学年主任。企画研修部。理科（化学）。
高知県立高知国際中学校・高校　2018（平成30）年設立／全日制／普通科、グローバル科／共学／１
学年約280人／2025 年度卒業生進路実績　国公立大は、東京外国語大、神戸大、高知大、九州大
などに120人が合格。私立大は、同志社大、立命館大などに延べ187人が合格。海外大進学2名。

　国際バカロレア認定校として掲げる学校教育目標「国際社会の発展に貢献する
人材の育成」に向けて、自分の考えや思いを伝える対話力を重視する德橋先生。
担当する化学では毎授業、２人の生徒がクラス全員の前で、事前に調べてきた授
業の学習内容について発表する。「授業前に発表者が発表内容について相談に来る
こともありますが、その際は私の考えにはめず、生徒一人ひとりの着眼点や表現の
仕方の違いを大切にし、生徒と一緒に授業を創る気持ちで接しています」と語る
德橋先生。浸透圧を担当した生徒は、きゅうりを持参し、塩の量による水分の抜け
方の違いを実演。生徒たちの記憶に残る学びとなった。「先生が『実演するのは面白
いね』と背中を押してくれたので、思い切って発表できました」と、生徒は振り返る。
　発表後は発表者と德橋先生を含むクラス全員で質疑応答を行う。その場で答え
る緊張感や考えを巡らせる間が、対話力を鍛える。発表者が想定外の質問に詰
まっていると、周りの生徒が調べて助け船を出す。「誰もが発表者になるからこそ、
全員で協働して学びを創り上げるという意識で授業に臨んでいます」と話す生徒
たち。伝え合い、協働する学びは、生徒が世界へと羽ばたくための礎を築いていく。

お 客 様 サ ービ スセンター『VIEW next』高校版に関するお問い合わせは

右記の２次元コード、または下記ＵＲＬから
お問い合わせフォームにアクセスいただき、お問い合わせください。

https://benesse-hs.jp/nm2gq
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受性がとても豊かな面と繊細すぎる面を持ち合わせて

いるＡさんと出会ったのは、私がまだ若手と呼ばれる

年齢の時でした。Ａさんの保護者は、中学校時代は欠席しがち

だったＡさんが毎日高校に通えるのか、随分心配しているよう

でした。また、些細なことで感情的になり、反抗的な態度を取

ることもあるＡさんに手を焼いている様子もうかがえました。

しかし、そうした保護者や担任の私の不安をよそに、Ａさんは

順調に登校を続け、極めて優秀な成績で１年次を終えました。

　ところが２年次の夏季休業明けから、Ａさんは無断欠席を繰

り返すようになりました。Ａさんが登校した時には、私は朝の

ＳＨＲの後や下校前の掃除の時間などに、何気ない口調で「ど

うしたの？」「大丈夫？」などと声をかけました。しかしその

度に、Ａさんは私と目を合わせようとせず、追い詰められた表

情で「自分のことが嫌だ」とつぶやき、涙ぐむのでした。「自

分は見た目が悪い」「字も汚い」「自分には価値がない」。そう

した自己否定の言葉を口にするＡさんに私は、「そんなことは

ないよ」と伝えました。「あなたの笑顔はとても魅力的」「字

だって私よりも上手」。そして、「１年生の時に頑張って登校を

続けたことは本当に立派だった」「勉強だってできる。あなた

には誇れるところがたくさんあるよ」などとＡさんのよいとこ

ろを挙げて励ましました。しかし、そういった言葉がＡさんの

心に響いているという手応えはありませんでした。結局Ａさん

は、自身の希望で２年次修了後に通信制課程の高校に転学しま

した。

の後、様々な生徒と接して教師としての経験を積む中

で、次第に私は、Ａさんがどのような生きづらさを抱

えていたのか、本人の言葉に十分に耳を傾けられていなかっ

たことに気づき、後悔するようになりました。「成績はよいし、

励ませば学校に戻ってくる」。そのように、教師の自分にとっ

て都合のよい未来を描くことが「生徒を信じること」だと私は

勘違いしていたのです。

　あの時、Ａさんの苦悩をまずはそのまま受け止めていたらど

うなっていたのだろうか。苦しみを抱える自分をそのまま認め

てくれて、まとまらない自分の言葉にじっと耳を傾けてくれる

人が近くにいることで、Ａさんは救われたかもしれない。Ａさ

んへの申し訳なさを抱えたまま、多様な生徒を「信じる」とは

どういうことなのか、今も考え続けています。

生徒を信じること、生徒に寄り添うことについて考え続
けた山下先生。ウェブオリジナル記事では、様々な生徒
との出会いを通して気づき、深められた自身のあり方を
語っています。ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article38161/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

「
自
分
に
は
価
値
が
な
い
」。
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やました・ともみ ● 同校に赴任して10 年目。
福祉健康系列主任。福祉科。「産業社会と人間」において

企業見学を実施するなど、生徒の進路意識の向上に
力を入れてきた。学習状況や進路観、発達面などで

生徒の多様化が進む中、生徒について教師間で対話する
重要性が一層増してきていると考えている。

青森県立七
しちのへ

戸高校

山下友美

先生なら、
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編集部からのお知らせ

 高校版
オンラインセミナー開催のご案内

次期学習指導要領
「答申」を解説

生成AI時代　生徒の
思考をどう深めるか？

プログラム1 ● 特別企画連動 プログラム２ ● 特集テーマ連動

https://benesse-hs.jp/nm2gq
お急ぎの場合は、お電話もご利用いただけます。
株式会社ベネッセコーポレーション　お客様サービスセンター　TEL：0120–350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8:00 ～18:00 ／土 8:00 ～17:00 （祝日、夏季休業、年末・年始を除く）

開催日時	 2027年1月14日（木）　16：00〜17：30
形式　オンライン（ZOOM 配信）　　参加費　無料

※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。　※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。
※一部時間帯の視聴も可能です。　※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

● プログラムの内容　2024 年 12 月の文部科学大臣からの
次期学習指導要領に関する諮問「初等中等教育における教

育課程の基準等の在り方について」に対して、26 年冬に、

中央教育審議会が答申する見通しです。管理職が次期学習

指導要領に向けて押さえておきたい答申のポイントと今から

着手しておきたいことについて、文部科

学省の栗山和大教育課程企画室長が解

説します。

● プログラムの内容　本誌10月号・特集「生成 AI 時代　生
徒の思考をどう深めるか？」を振り返った上で、読者から寄

せられた質問に対して、教育の情報化に関する研究に従事

する東京学芸大学の高橋純教授と編集部が回答します。ご

質問は、本セミナー申し込みフォームで受けつけています。

お問い合わせは
こちら

文部科学省初等中等教育局
教育課程課教育課程企画室長

栗山和
か ず

大
ひ ろ

東京学芸大学
教育学部　教授

高橋 純

右記の２次元コード、または下記 URL からお申し込みください。
https://benesse-hs.jp/VIEW2631

４月号 特集テーマ連動
「なぜ、あの学校は人が動くのか？」

講師　
帝京大学大学院教職研究科准教授
町
ちょう

支
し

大
だ い

祐
す け

https://benesse-hs.jp/VIEW2612

「教師が主体的に動く学校に共通するリーダーのあり方」や「高校の特色化・魅力化を進める上で管理
職に求められる視点や役割」について深めました。

７月号 特集テーマ連動
「どう進める？　高校の特色化・魅力化」

講師　
全国普通科高等学校長会事務局長　佐藤 到

いたる

長崎県立佐世保南高校校長　舟越 裕
ひろし

https://benesse-hs.jp/VIEW2622_2

過去の
オンラインセミナーは
こちらから
ご覧いただけます

視聴無料
※登録が必要です

参加申し込み方法

参加申し込み締め切り日
2027 年１月13日（水）
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指導変革の軌跡24

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

	 	 静岡県・静岡市立清水桜が丘高校
	 	 学校の特色化・魅力化

シリーズ高×大・専・社接続の視点で考える28

	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

	 	 キーワード　非認知能力
	 	 学校事例	 宮城県・
	 	 	 私立東北学院中学校・高校

特集6

先生なら、どうしますか？	巻頭

「自分には価値がない」。自己否定をする生徒の苦悩を
受け止め切れなかった担任としての後悔
青森県立七

しちのへ
戸高校　山下友美

	 8	 課題整理　東京学芸大学	教育学部	教授	高橋	純
	 12	 事例 1　山形県立酒田光陵高校
	 15	 事例 2　埼玉県立大宮高校
	 18	 事例 3　滋賀県・私立立命館守山中学校・高校
	 21	 本特集を振り返って　国立教育政策研究所	初等中等教育研究部	部長	白

しろ う ず

水	始
はじめ

ウェブ連載記事　ダイジェスト32
 

Reader’s VIEW40

「主体的・対話的で深い学び」を
実装する授業デザイン

歴史総合
福井県立若狭高校　松村一太朗
物理
大阪府・私立追

おう
手
て
門
もん
学院中・高校　土谷啓介

管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

「やらされ探究」から「マイ探究」へ！

長野県松本県
あがた

ケ
が

丘
おか

高校
静岡県立駿河総合高校

管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

そうだったのか！　教育課程

管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

特別企画	 2

次期学習指導要領「審議まとめ」の重要点と、今から取り組めること
文部科学省　初等中等教育局　教育課程課　教育課程企画室長　栗山和

かずひろ

大

生成ＡＩ時代
生徒の思考をどう深めるか？

https://view-next.benesse.jp/
本誌記事は、ウェブサイト でもご覧いただけます。

印刷製本／株式会社協同プレス　編集協力／有限会社ペンダコ　撮影協力／加藤　武、岸　隆子、
ヤマグチイッキ　イラスト協力／カモ
※本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます。
※本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます。©Benesse Corporation 2026
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柏
木
　
ま
ず
は
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け

た
検
討
の
基
盤
と
な
る
考
え
方
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

栗
山
　
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
検
討

は
次
の
３
つ
の
方
向
性
を
基
に
進
め
て
い
ま

す（
図
１
）。
１
つ
め
は
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
装
」
で
す
。
現
行
の
学
習

指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
そ
の
視
点
か
ら
の
授

業
改
善
に
、
多
く
の
学
校
・
教
師
が
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
は

ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
浸
透
を

始
め
と
す
る
社
会
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、

「
深
い
学
び
」の
重
要
性
が
よ
り
一
層
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

　
２
つ
め
は
「
多
様
性
の
包
摂
」
で
す
。
不

登
校
や
外
国
籍
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る
な

ど
、
多
様
な
背
景
を
有
す
る
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
「
深
い
学
び
」
を
保
障
す
る
と
い

う
視
点
で
す
。
同
時
に
、
そ
う
し
た
多
様
な

子
ど
も
た
ち
が
集
う
学
校
で
の
学
び
の
価
値

に
着
目
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
特
性
、

背
景
を
踏
ま
え
た
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目

指
す
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
ま
す
。 

　
３
つ
め
は
「
実
現
可
能
性
の
確
保
」
で

す
。「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
装
」

や
「
多
様
性
の
包
摂
」
に
学
校
が
無
理
な
く

取
り
組
め
る
よ
う
、
時
間
的
な
「
余
白
」
を

教
師
や
子
ど
も
に
創
出
す
る
た
め
の
制
度
や

環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。 

　
そ
れ
ら
を
三
位
一
体
で
具
現
化
す
る
こ
と

で
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
す
べ
て
の
子
ど

も
が
「
自
ら
の
人
生
を
舵
取
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
　
民
主
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
」
と
な
っ
て
い
く
教
育
の
実
現
を
目
指

す
の
が
次
期
学
習
指
導
要
領
で
す
。

柏
木
　「『
好
き（
興
味・関
心
）』を
育
み
、『
得

意
』を
伸
ば
す
」と「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、

自
分
の
意
見
を
形
成
し
、
対
話
と
合
意
が
で

き
る
」
も
次
期
学
習
指
導
要
領
の
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
と
「
自
ら
の

人
生
を
舵
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
　
民
主

的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」
は
、
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

栗
山
　
社
会
の
変
化
が
激
し
い
時
代
に
お
い

て
、そ
れ
に
適
応
し
続
け
る
に
は
人
生
を
主

体
的
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る「
自
ら
の
人
生

を
舵
取
り
す
る
力
」
が
不
可
欠
で
す
。
た
だ
、

自
ら
の
人
生
を
舵
取
り
す
る
こ
と
は
１
人
で

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、自
ら
の
人
生
は
社

会
の
一
員
と
し
て
他
者
と
か
か
わ
り
な
が
ら

切
り
開
い
て
い
く
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

「
民
主
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」を

育
成
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
必
要
な
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
が
、「『
好
き

次期学習指導要領「審議まとめ」の
重要点と、今から取り組めること

2026年10月、「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ」（以下、審議まとめ）が
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において報告された。

高校の次期学習指導要領は 29 年度からの先行実施を経て、
32年度の入学生から順次実施される予定だ。

「審議まとめ」でつかんでおきたい次期学習指導要領の重要点と、
高校現場が今から取り組めることについて、

文部科学省の栗山和
かずひろ

大教育課程企画室長に話を聞いた。

 
編集部 

統括責任者

柏木 崇

文部科学省
初等中等教育局
教育課程課
教育課程企画室長

栗山和
か ず ひ ろ

大

特別企画

多
様
な
子
ど
も
た
ち
の

「
深
い
学
び
」を
確
か
な
も
の
に

「
好
き
」を
育
み
、「
得
意
」を
伸
ば
し
、

「
対
話
と
合
意
」の
力
を
高
め
る

聞き手
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（
興
味
・
関
心
）』を
育
み
、『
得
意
』を
伸
ば

す
」こ
と
と
、「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、自
分

の
意
見
を
形
成
し
、
対
話
と
合
意
が
で
き
る
」

こ
と
で
す
。
自
分
の「
好
き
」や「
得
意
」が

明
確
に
な
れ
ば
、
各
自
の
違
い
が
自
然
と
現

れ
、
そ
れ
が
他
者
と
の
対
話
や
合
意
形
成
の

契
機
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
対
話
や
合
意
形

成
を
行
う
に
は
、自
分
な
り
の
意
見
や
主
張

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、そ
れ
ら
は「
好

き
」や「
得
意
」に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
も

の
で
す
。し
た
が
っ
て
、個
性
の
伸
長
と
対
話・

合
意
形
成
は
互
い
を
支
え
合
い
、
高
め
合
う

相
補
的
な
関
係
に
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

柏
木
　「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
装
」
に
お
い
て
、「
深
い
学
び
」
が
強
調

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

栗
山
　
授
業
改
善
の
視
点
と
し
て
「
主
体
的・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
一
体
的
に
捉
え
る

と
い
う
大
前
提
は
現
行
の
学
習
指
導
要
領
と

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、「
主
体
的
な

学
び
」「
対
話
的
な
学
び
」
に
比
べ
て
「
深

い
学
び
」
は
、
現
場
の
先
生
方
が
そ
の
イ
メ

ー
ジ
を
つ
か
み
取
り
に
く
い
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
浸
透
に

伴
い
、
子
ど
も
が
自
ら
考
え
て
深
く
学
ぶ
こ

と
の
重
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
次
期
学
習
指
導
要

領
で
は
全
教
科
・
科
目
に
お
い
て
、「
深
い
学

び
」を「
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
統
合
的
な

理
解（
以
下
、
統
合
的
な
理
解
）」
と
「
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の
総
合
的
な
発
揮

（
以
下
、総
合
的
な
発
揮
）」に
よ
っ
て
構
造
化

し
て
示
す
こ
と
に
し
ま
し
た
（
Ｐ
．４
図
２
）。

「
深
い
学
び
」
の
解
像
度
を
上
げ
、
先
生
方

が
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
授
業
づ
く
り
を

具
現
化
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

柏
木
　「
審
議
ま
と
め
」の
第
３
部
に
は
、
各

教
科
の
目
標
や
見
方
・
考
え
方
、
そ
し
て
校

種
ご
と
の
「
統
合
的
な
理
解
」
と
「
総
合
的

な
発
揮
」
の
案
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
授
業
で
実
現
で
き
て
い
る
教
師
が
自
然
と

志
向
し
て
い
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

栗
山
　「
統
合
的
な
理
解
」
や
「
総
合
的
な
発

揮
」は
難
し
く
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、全
く

く
り
や
ま
・
か
ず
ひ
ろ
　
２
０
０
６
年
度
、
文
部
科

学
省
に
入
省
。京
都
府
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
、

初
等
中
等
教
育
局
財
務
課
課
長
補
佐
等
を
経
て
、
24

年
度
か
ら
現
職
。

※中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ」を基に編集部で作成。

次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え方〜あらゆる方策を活用し、三位一体で具現化〜図１

「
深
い
学
び
」を
構
造
化
し
、

教
師
の
授
業
づ
く
り
を
支
援

実現可能性の確保実現可能性の確保
3

主体的・対話的で
深い学びの実装深い学びの実装

1
多様性の包摂多様性の包摂

2

生成ＡＩが社会に浸透しつつある中、よ
り一層「深い学び」の重要性が高まっ
ている。教師がそのイメージをつかみ
取り、授業づくりに生かしやすい学習
指導要領とし、「主体的・対話的で深い
学び」の実装を図る。

すべての子どもたちに「深い学び」に
よる資質・能力の育成を図る必要があ
る一方、子どもたちの多様性は格段に
顕在化。子どもの実態や課題に応じた
教育課程・学習指導を充実・可能とす
ることで、すべての子どもたちを包摂し、
必要な資質・能力を育成する。その際、
民主的で持続可能な社会の創り手を育
てる上で、多様な他者と学ぶ学校が大
きな役割を果たす。

①②の実現・両立は容易ではなく、教育課程の
実施に伴う負担への指摘に真摯に向き合い、実
現可能性を確保する必要。教育課程において教
師と子どもに「余白」（多様な子どもたちの深い
学びを実現するための時間的余裕）を創出し、
豊かな学びにつなげる。

生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、
自らの人生を舵取りすることができる　民主的で持続可能な社会の創り手自らの人生を舵取りすることができる　民主的で持続可能な社会の創り手をみんなで育む

学びをデザインする高度専門職としての教師、デジタル学習基盤を始めとする基盤整備、総合的な勤務環境整備

多様な子どもたちの「深い学び」を確かなものに多様な子どもたちの「深い学び」を確かなものに

「好き（興味・関心）」を育み、「得意」を伸ばす 当事者意識を持って、自分の意見を形成し、
対話と合意ができる
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新
し
い
考
え
方
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
資
質
・
能
力
の
深
ま
り
」
と

「
資
質
・
能
力
の
一
体
的
育
成
」
を
可
視
化
し
、

す
べ
て
の
教
師
の
共
有
財
産
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

柏
木
　
学
校
現
場
で
は
様
々
な
環
境
の
変
化

に
伴
い
、
教
師
間
で
学
び
合
う
機
会
が
以
前

よ
り
減
り
、
指
導
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
資
質
・
能
力
の
関

係
性
の
理
解
や
、
そ
れ
ら
の
一
体
的
育
成
の

た
め
に
、「
統
合
的
な
理
解
」と「
総
合
的
な

発
揮
」
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

栗
山
　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
資
質
・
能

力
の
３
つ
の
柱
が
示
さ
れ
、そ
の
育
成
の
重

要
性
が
浸
透
し
た
か
ら
こ
そ
、「
資
質
・
能
力

の
深
ま
り
」や「
資
質・能
力
の
一
体
的
育
成
」

に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
点
か
ら
も
、
次

期
学
習
指
導
要
領
は
現
行
の
学
習
指
導
要
領

を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

柏
木
　
授
業
づ
く
り
や
教
師
間
の
指
導
の
継

承
が
し
や
す
く
な
る
半
面
、
例
え
ば
「
学
習

指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
『
統
合
的
な
理
解
』

と
『
総
合
的
な
発
揮
』
を
そ
の
ま
ま
生
徒
に

教
え
れ
ば
よ
い
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
授
業

や
指
導
の
形
式
化
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。

栗
山
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
学
習
指
導

要
領
の
構
造
化
は
、
資
質
・
能
力
の
関
係
性

の
理
解
や
、
そ
の
一
体
的
育
成
に
向
け
た
単

元
構
成
、
授
業
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
に
「
主
体
的・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
授
業
づ

く
り
の
価
値
は
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
先

生
方
に
は
、
本
質
的
な
授
業
改
善
に
向
き
合

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柏
木
　「
審
議
ま
と
め
」
は
膨
大
な
ペ
ー
ジ

数
に
上
り
ま
す
。
ど
こ
に
着
目
し
て
理
解
を

深
め
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

栗
山
　
ま
ず
は「
審
議
ま
と
め
」の
目
次
を
見

て
、ご
自
身
の
立
場
や
関
心
、抱
え
て
い
る
課

題
に
関
係
し
て
い
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。「
審
議
ま
と
め
」
は

ス
ラ
イ
ド
の
形
で
作
成
し
、
第
１
部
・
第
２

部
の
内
容
は
第
３
部
で
図
解
し
て
い
ま
す
。

そ
の
図
解
で
全
体
像
を
つ
か
ん
で
か
ら
第
１

部
・
第
２
部
を
読
む
と
、
次
期
学
習
指
導
要

領
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　「
審
議
ま
と
め
」
の
全
ペ
ー
ジ
を
読
め
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
第
１
部
に
は

教
育
課
程
の
仕
組
み
と
指
導
の
あ
り
方
を
一

体
的
に
改
革
す
る
と
い
う
次
期
学
習
指
導
要

領
の
根
幹
と
な
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る

た
め
、
す
べ
て
の
先
生
方
に
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
現
場
の
先
生
方
に
は
、
第
２
部

第
２
章
や
第
３
部
の
ご
自
身
の
担
当
教
科
・

知識及び技能に関する統合的な理解

（例）関数を使えば未知の状況を予測できる

個別の知識や技能が相互に関連づけられて一般化され、
統合的な理解となった姿

個別の知識や技能
知識① 知識② 知識③ 知識④

個別の思考力、判断力、表現力等

（例）比例・反比例の理解／１次方程式の解き方　等 （例）２つの数量の変化・対応関係を見つけて式やグラフを用いて考察する　等

思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮

（例）現実の事象を数式でモデル化し、未知の状況を予測して、
具体的な解決策を選択する

複雑な課題の解決に向けて、個別の思考力、判断力、表現
力等を組み合わせたり、選んだりして総合的に働かせた姿

生きて働く 知識及び技能
他の学習や生活の場面でも活用できる

未知の状況にも対応できる 思考力、判断力、表現力等
知識・技能を活用しながら、未知の場面でも課題を解決できる

資質・能力の「深まり」の可視化 資質・能力の「深まり」の可視化

資質・能力の
「一体的育成」

の可視化

個別の資質・能力
の獲得や発揮の
方向性を示す目標
の性質

単元等における
達成の目標の性質

「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」の可視化による「深い学び」の実現図２

※中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ」を基に編集部で作成。

•知識の理解も、情報の丸暗記にとどまらない概念としての習得や深い意味理解が重要。思考力、判断力、表現力等も、社会や生活で直面する未知の
状況でも身につけた力を総動員して課題解決につなげていけるよう「質」を高めることが重要（資質・能力の「深まり」）。

•ある程度の知識・技能なしに思考・判断・表現することは難しいし、思考・判断・表現を伴う学習活動なしに、知識の深い理解と技能の確かな定着
は難しい（資質・能力の「一体的育成」）。

→そうした「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」を学習指導要領上で可視化し、資質・能力の関係性の理解や、それらを一体的に育
成するための教師の単元・授業づくりを助け、「深い学び」（＊）を授業で具現化しやすくする。

＊次期学習指導要領における「深い学び」は、「個別の『知識及び技能』、個別の『思考力、判断力、表現力等』について、一体的に育成しつつ、それら
の統合的な理解や総合的な発揮を促す学びのプロセス」といえる。

次期学習指導要領「審議まとめ」の重要点と、今から取り組めること

授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

各
教
科
・
科
目
の
改
訂
案
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科
目
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
第
１
部
に
戻
る

と
、
次
期
学
習
指
導
要
領
に
通
底
す
る
考
え

方
の
理
解
が
よ
り
進
む
は
ず
で
す
。

柏
木
　「
審
議
ま
と
め
」に
は
、先
生
方
が
日

頃
取
り
組
ん
で
い
る
授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
が

詰
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

栗
山
　
個
に
応
じ
た
学
習
過
程
を
充
実
さ
せ

る
自
己
調
整
の
促
進
や
学
習
方
略
の
例
な

ど
、
明
日
か
ら
の
授
業
づ
く
り
に
も
生
か
せ

る
内
容
が
「
審
議
ま
と
め
」
に
は
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す（
＊
）。そ
う
し
た
も
の
は
次
期

学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
待
た
ず
に
ど
ん
ど

ん
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
授
業
改
善
を
図

っ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
高
校
の
管
理
職
の
先
生
方
が
着
目
す

べ
き
点
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

栗
山
　
高
校
に
お
い
て
は
、
第
１
部
第
１
〜

３
章
に
加
え
て
、
第
４
章（
３
）「
高
等
学
校

段
階
に
お
け
る
単
位
制
の
柔
軟
化
等
」
や
第

８
章（
２
）「
高
等
学
校
の
教
科
・
科
目
構
成

と
標
準
単
位
数
の
在
り
方
」
が
極
め
て
重
要

で
す
。
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
教
科
・
科

目
の
組
み
替
え
や
減
単
・
増
単
、
履
修
免
除

な
ど
が
弾
力
的
な
仕
組
み
と
な
る
こ
と
で
、

教
育
課
程
の
柔
軟
な
編
成
が
可
能
に
な
る
見

通
し
で
す（
図
３
）。
学
校
の
統
廃
合
や
生
徒

の
多
様
化
、
さ
ら
に
は
産
業
構
造
が
変
化
す

る
中
で
、教
育
課
程
は
自
校
の
強
み
や
特
色

を
打
ち
出
す
柱
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、教

育
課
程
の
編
成
は
容
易
に
結
論
が
出
せ
る
も

の
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
編
成
に
関
す
る

知
見
や
構
想
を
蓄
積
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
早
い
段
階
で
校
長
が
副
校
長
や
教
頭
、

教
務
主
任
と
の
議
論
を
始
め
、29
年
度
か
ら

予
定
さ
れ
て
い
る
先
行
実
施
に
備
え
る
こ
と

が
未
来
の
学
校
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

柏
木
　
弊
誌
で
も
、
教
育
課
程
の
柔
軟
化
に

向
け
た
検
討
を
各
校
が
い
つ
で
も
始
め
ら
れ

る
よ
う
、
関
連
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
連
載
し
て

い
ま
す（
Ｐ
．35
参
照
）。
こ
れ
ま
で
は
理
想

の
生
徒
像
や
学
校
像
が
あ
っ
て
も
、
制
度
上

の
制
約
で
実
現
が
難
し
い
面
が
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
次
期
学
習
指
導
要
領

で
は
そ
う
し
た
思
い
を
実
現
さ
せ
る
仕
組
み

や
選
択
肢
が
整
い
ま
す
。

栗
山
　
ま
さ
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
質
化
し
、
目
指
す
学
校
像
を
実
現

で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
次
期

学
習
指
導
要
領
を
学
校
や
授
業
を
変
え
る
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
管
理
職
の
先
生
方

に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
今
か
ら

動
き
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
自
校
や
自
身
の
課
題
に
引
き
つ
け
な

が
ら「
審
議
ま
と
め
」を
読
み
解
け
ば
、各
校・

各
教
師
は
今
で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊　中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ」の第３部 P.449 ～ 452。

高校の教育課程の柔軟化の仕組みの方向性（イメージ）図３

※中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ」を基に編集部で作成。

減単 減単 減単

科目Ｅ 科目Ｆ 科目Ｇ

１新単位
（17単位時間の学習）

必履修教科・科目

組み替え後
科目

組み替え後
科目選択科目 学校設定

教科・科目

免除・振り替え

週あたり授業時数の標準は示さない（現在週あたり30コマが標準）

柔軟な組み替えを可能に

科目の履修免除や要件のポイント

組み替えの要件のポイント

履修免除の対象科目

科目の内容の取り扱い１単位の計算

減単の考え方

学校設定教科・科目の
単位数の上限

必要な改善・質確保の
ための仕組み

1

4

2

3

5

6

「各科目内容の一部または
全部について他科目への
移行・統合」し、科目の
柔軟な組み替えを可能に

❶ 社会的信頼性が確立した外部試験によ
り、免除科目の知識・技能の習得がおお
むね判断可能
❷ 振り替え科目等の履修により、免除科
目の資質・能力を発展的に育成可能で、
総合的な代替性がある
❸ 生徒の実態・希望を踏まえ、資質・能力
の育成に大きく上回る成果が期待できる

❶ 元の教科・科目の目標の
趣旨を損なわない
❷ 教育課程全体として、組
み替え前と同様の成果が期
待される
❸ カリキュラム・ポリシー
との関連で、変更の趣旨・
内容を公表し、生徒・保護
者等に説明する

• 外国語・数学を対象に制
度運用を開始していくこと
を念頭に検討
• 具体的な外部試験の種類
や、履修免除に必要な級の
水準等については、外国語
及び算数・数学の方向性を
踏まえ解説で具体的に記載

• 従前同様、生徒の実態を
踏まえ、特に必要な場合は
「基礎的・基本的な」事項
に重点を置くなど、内容を
選択して扱うことが可能
• その上で、「発展的・探
究的な」事項に重点を置い
た選択的な取り扱いも可能
とする

50 分 ×17 コマ
で１単位を標準

（新しい算定に
よる単位を便宜
的に「新単位」
という）

• 「一定の限度の下で減単可」
という考え方が基本
• 現在減単できない標準が２単
位の必履修科目についても、１
新単位の範囲内で減単を認める
• 各必履修「教科」に係る科目
の履修単位数の合計が３新単位
以下となる減単は不可

卒業単位に含められる学校
設定科目の単位数上限につ
いて
•普通科→56新単位
•その他普通教育を主とす
る学科→70新単位
に増加させる

それらの仕組みの不適切
な運用を防ぎ、国・都道
府県等・各学校が必要に
応じて改善を図り、質を
確保できるようそれぞれ
の役割を整理

科目 A 科目 B

特別企画 次期学習指導要領「審議まとめ」の重要点と、今から取り組めること

自
校
の
教
育
課
程
の
見
直
し
を

今
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
大
事
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　2022年11月にOpenＡＩがChatGPTを公開して以降、生成ＡＩは急速に進化し、社会に大きな影響をも
たらしています。その１つが産業・就業構造の変化です。経済産業省が示した推計（＊１）によると、生成ＡＩ・
ロボットによる自動化等の影響で、2040年には事務職に約440万人の余剰が生じる一方で、専門的・技術
的職業のうちＡＩ・ロボット等の活用を担う人材が約340万人不足するという、人材需給のミスマッチの可能
性が指摘されています。また、生成ＡＩによって大量に生み出された偽・誤情報がＳＮＳ等を通じて拡散され、
いわゆる「フィルターバブル」や「エコーチェンバー」などによって人々の価値観の偏りが助長されることで、
民主主義社会の分断が進むことも懸念されています。そうした生成ＡＩ時代を生きていく高校生の間にも、生
成ＡＩは浸透してきています。ベネッセ教育総合研究所の25年実施の調査（＊２）によると、学習で生成ＡＩ
を使うことがある高校生は57.7%、学習以外（遊びなど）で生成ＡＩを使う高校生は48.7%に上りました。
　学習における生成ＡＩの利活用においても正負の両面があります。すなわち、生成ＡＩを活用することで、生
徒が自らの考えを広げたり、深めたりすることが期待される一方で、生成ＡＩにすぐに答えを求めるなど、必
要な学習過程や思考のプロセスが省略されるような活用に対する懸念も指摘されています。そこで本特集では、
そうした正負の側面を踏まえながら、生成ＡＩ時代に生徒自身が思考することにはどのような意義があるのか、
教師はどのようにして生徒の思考を深めることができるのかについて、考えてまいります。

 編集部　統括責任者　柏木　崇

©Chong Kee Siong

P. 8 	 課題整理　
	 	 生成ＡＩ時代だからこそ、
	 	「深く思考する」教育活動の充実を
  東京学芸大学　教育学部　教授　高橋　純
P. 12		 事例 1
	 	 入学直後に生成ＡＩの使い方を学び、
	 	 学校全体で情報教育を推進
  山形県立酒田光陵高校
P. 15		 事例 2　
	 	「思考する喜び」を実感できるよう、
	 	 生成ＡＩを活用した授業改善に挑む
  埼玉県立大宮高校

P. 18		 事例 3
	 	 生成ＡＩが生徒の学びに適切な負荷をかけ、
	 	 教科学習・探究学習を深める
  滋賀県・私立立命館守山中学校・高校
P. 21 	 本特集を振り返って　
	 	 生成ＡＩを学びのパートナーとし、
	 	 人生のオーナーシップを育む
  国立教育政策研究所　初等中等教育研究部　部長
  教育データサイエンスセンター　副センター長　白

しろうず

水　始
はじめ

特集

生成 時代
生徒の思考を
どう深めるか？

＊１　2026 年３月５日産業構造審議会経済産業政策新機軸部会「2040 年の就業構造推計（改訂版）について」。
＊２　ベネッセ教育総合研究所「子どもの生活と学びに関する親子調査 2025」（2025 年７～９月に実施。高１～３生 1,927 人の回答結果）。
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誌の読者コミュニティーアンケートの回答（上記）
には、生徒が自身の考えを深めるための壁打ちの相

手に生成ＡＩがなっていることから、生成ＡＩの価値を認め
る教師の声がある一方で、創作や志望理由書の作成といっ
た場面で生徒が自分で考えず、生成ＡＩが出力した結果を
そのまま自分の成果物としてしまう事態への危機感を示す
教師の声も多く見られた。そして、同アンケートの声にも

あるように、学校現場における生成ＡＩの活用は、もはや
その導入の是非ではなく、「どのように活用するか」へと
論点が移っている。
 そこで今号では、生成ＡＩの活用時における課題を整理し
た上で、生成ＡＩ時代に生徒自身が思考することにはどの
ような意義があるのか、教師はどのようにして生徒の思考
を深めることができるのかについて、考えていく。

生成ＡＩ時代に
生徒自身が思考することにはどのような意義があるのか。
教師はどのようにして生徒の思考を深めることができるのか。

先生方とともに
考えたい「問い」

本

＊　ベネッセが提供する、進路・探究・表現学習を統合的に支援するデジタル教材。
※『VIEW next』高校版　読者コミュニティ―アンケート結果より（アンケートは 2026 年４、５月にウェブで実施）。

生徒が生成ＡＩを利用して志望理由書や履歴書を作成すると、
本人のスキル以上の文章に仕上がる傾向がある。美辞麗句を連
ねた文章を基に面接試験に挑むと、書いてある文章と実際に面
接で語る内容とに大きな乖離が生じ、それが理由となって不合
格となる事例が散見される。不合格にならずとも、志望理由書
に書いたこと以外のことに対する質問が多くなり、面接のハー
ドルが極端に上がるという皮肉が生じている。　三重県・公立

音楽の授業の創作の場面では、「イメージや
発想を基に音楽を考えること」が本質的で
真正な学びの姿だが、そのプロセスや苦労
から逃れるために、生成ＡＩに全面的に任せ
てうまくいかない生徒がいる。その生徒に
対して、教師である私はどのような言葉が
けをしたらよいか悩む。生成ＡＩを活用する
こと自体は問題ではないが、人間がかかわ
るべき部分や、思考・判断・表現すべき部
分の大切さをどのように説いていけばよい
のか、教師としての資質・能力が求められ
ていることを痛感している。  北海道・公立

要領のよい生徒は、作文
の課題を、教師の様子を
うかがいながら生成ＡＩ
に任せてしまうこともあ
り、課題の出し方を迷う
ことが増えた。

東京都・私立

生成ＡＩを教育に取り込むことの是非が論じ
られていたのはつい３、４年前のことだっ
たと思うが、今やどのように使うかという
視点での議論だと思う。現在、希望者に対
しての探究ゼミ活動を行っており、その際、
生成ＡＩが搭載された教材「キャリアナビ」

（＊）を使用している。志望理由書の壁打ち
を行うことにより、生徒の考えの深まりを
感じており、とても役に立っている。ただ、
どのように使うのかについて、教師のアド
バイスがあるかどうかで随分効果に差があ
るとも感じている。　　　　　三重県・私立 

生成 の利活用に関して
高校現場で生じている問題・課題
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河
野
　
生
徒
の
学
び
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
調
べ
学
習
が
効
率
よ

く
で
き
た
り
、
英
会
話
の
練
習
に
気
兼
ね
な

く
取
り
組
め
た
り
す
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
生
成

物
を
そ
の
ま
ま
自
分
の
成
果
物
と
し
た
り
、

誤
情
報
・
偽
情
報
を
う
の
み
に
し
た
り
す
る

な
ど
、
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
橋
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も

の
を
変
え
つ
つ
あ
る
ツ
ー
ル
で
す
。
表
面
化

し
て
い
る
課
題
に
の
み
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
を
前
提
と
し
て
学

び
の
あ
り
方
を
再
構
築
す
る
時
が
来
て
い
る

と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
以
前
の
学
校
教
育
で
は
、個
別
の
知
識
の

理
解
・
習
得
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
現
在
、個

別
の
知
識
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
瞬
時
に
供
給
し
て

く
れ
ま
す
。
今
後
の
学
校
教
育
に
一
層
求
め

ら
れ
る
の
は
、個
別
の
知
識（
第
１
形
態
）
を

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
関
連
づ
け
ら
れ

た
知
識（
第
２
形
態
）に
し
、そ
れ
ら
を
構
造

化
・
抽
象
化
・
一
般
化
し
て
概
念
的
理
解
（
第

３
形
態
）へ
と
高
め
る
学
び
で
す
（
図
１
）。

　
つ
ま
り
、
個
別
の
知
識
を
習
得
し
て
、
そ

れ
を
単
に
再
生
す
る
こ
と
が
学
び
の
最
終
目

標
で
は
な
い
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
す
べ
き

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

「
深
く
思
考
す
る
」教
育
活
動
の
充
実
を

東
京
学
芸
大
学
　教
育
学
部
　教
授 

高
橋 

純

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
っ
て
容
易
に
知
識
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
知
識
を
多
角
的
に
吟

味
し
、生
き
て
働
く
も
の
と
し
て
獲
得
し
づ
ら
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
課
題
の
本
質
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
そ
の
も
の
で
は
な
く
、個
別
の
知
識
の
習
得
を
概
念
的
理
解
へ
と
高
め
る「
思

考
を
深
め
る
学
び
」
を
念
頭
に
教
育
活
動
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
と
、
中

央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
特
別
委
員
会
委
員
長
代
理
等
を
務

め
る
東
京
学
芸
大
学
の
高
橋
純
教
授
は
指
摘
す
る
。

たかはし・じゅん　横浜国立大学大
学院教育学研究科修士課程修了、富
山大学大学院理工学研究科博士後期
課程修了。博士（工学）。富山大学人
間発達科学部准教授等を経て、現職。
専門は教育工学、教育方法学。日本
教育工学協会会長。中央教育審議会
初等中等教育分科会デジタル学習基
盤特別委員会委員長代理等も務める。
近著に『情報活用能力をどう育てるか
探究的な学びの基礎を養うためのカリ
キュラムと実践』（共編著、教育出版）。

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
視
点
で

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
を
考
え
る

課
題
整
理
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だ
と
思
い
ま
す
。
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向

け
た
検
討
の
基
盤
と
な
る
考
え
方
の
1
つ
で

あ
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実

装
」、
す
な
わ
ち
、
個
別
の
知
識
・
技
能
を

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
と
一
体
的
に

育
成
し
つ
つ
、
概
念
的
理
解
へ
と
高
め
、
さ

ら
に
は
多
様
な
概
念
的
理
解
を
統
合
・
再
構

成
し
な
が
ら
、
そ
の
人
ら
し
い
個
性
や
人
格

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
学
び
の
最
終

目
標
と
な
り
ま
す
（
図
２
）。
　

　
そ
れ
は
決
し
て
新
し
い
目
標
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
育
基
本
法
の
第
１
条
に
は
「
教
育

は
、
人
格
の
完
成
を
目
指
し
、（
以
下
略
）」、

第
２
条
に
は
「
幅
広
い
知
識
と
教
養
を
身
に

付
け
、
真
理
を
求
め
る
態
度
を
養
い
、（
以

下
略
）」
と
あ
り
ま
す
。
日
本
の
教
育
が
掲

げ
て
い
る
、
そ
う
し
た
本
質
的
な
目
標
を
、

今
こ
そ
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

河
野
　
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
上
の
問
題
に
と

ど
め
ず
、
学
び
の
目
標
そ
の
も
の
に
立
ち
返

り
、
生
徒
の
思
考
を
ど
の
よ
う
に
深
め
て
い

く
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活

用
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

高
橋
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
培
う
た
め
に
こ
そ
、
教

育
活
動
の
中
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

河
野
　
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
、「
個
別

の
知
識
」
か
ら
「
関
連
づ
け
ら
れ
た
知
識
」、

さ
ら
に
「
概
念
的
理
解
」
へ
と
生
徒
の
思
考

を
深
め
る
た
め
に
、
教
師
に
は
ど
の
よ
う
な

指
導
・
支
援
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
　
学
習
に
お
け
る
知
識
・
情
報
は
、「
届

思考深度のフレームワーク〜思考形態の質的転換を捉える〜図１

※高橋教授の提供資料を基に編集部で作成。

ＡＩ時代の資質・能力の構造〜個別の知識から、関連づけられた知識・概念的理解へ〜図２

注１）　　　 右向き＝統合、左向き＝形成された概念的理解が次の知識の見え方を変える。
注２）生成ＡＩが①個別の知識を供給し、②関連づけられた知識、③概念的理解の操作も代行しうる領域。つまり、「たたき台は生成ＡＩ、決めるのは人」である。

※高橋教授の提供資料を基に編集部で作成。

第１形態

第２形態

第３形態

事実の抽出や説明、
個別の知識

簡易に見方・考え方を働かせ、
関連づけられた知識へ

複数の見方・考え方を働かせ、
構造化・抽象化・一般化し、

概念的理解（実行可能な知識）へ

例：これとこれは
同じだ

例：この考えと
この考えは同じだ。
だから私は……

❹概念的理解の
　統合・再構成
教科・生活を超えた転移、
知の一貫性、生き方への浸透

Ａ言語

Ｂ数理

Ｃ自然

Ｄ社会・
　人間

Ｅ学び方

生成ＡＩや
ＩＣＴが支援
できること

知識の供給
（検索・要約・

解説）

関連づけの
たたき台

問い返し・
他者参照

来歴の記録・想起
（記録と想起までが生成ＡＩ。

編み出すのは本人）

語句、
事実の読み取り

計算・公式

観察した事実

出来事・用語

覚え方

文章同士の
比較・要約

図と式の
関連づけ

条件と結果の
関連

因果・比較

学習方略の
使い分け

あなたはどう考え、どう使う？
自己著述―知の主語

その人らしい
個性・人格
人格の完成を
目指して

❸概念的理解

見方・考え方が
深まった状態

つまり何が言える？
自己決定―考えの主語

第３形態

❷関連づけられた知識

見方・考え方を働かせ、
関連づけられた知識

どこが同じ？どこが違う？
自己調整―学び方の主語

第２形態

❶個別の知識

一つひとつの
事実・用語・手順

何と書いてある？
自発性―知る主語

第１形態

比
較
・
分
類
・

関
連
づ
け
・
言
語
化
・

共
有

並
べ
て
み
る
と

つ
な
が
り
が

見
え
て
く
る

構
造
化
・
抽
象
化
・

一
般
化
、
見
方
・

考
え
方
の
自
覚

考
え
同
士
を

突
き
合
わ
せ
、

説
明
で
き
る
形
に

統
合
・
再
構
成

筋道を立てて
論じる

一般化・証明

法則・モデル

概念
（民主主義など）

自分の学び方の
理論

問い
主語

V
I
E
W 

n
e
x
t

編
集
部

高
校
領
域
担
当
責
任
者

河
野
仙
一 

こ
う
の
・
せ
ん
い
ち

聞き手

知
識
の
概
念
化
に
は
、自
分
の
経
験
の

参
照
と
、
他
者
と
の
対
話
が
必
要

生成ＡＩ時代　生徒の思考をどう深めるか？特集
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く
→
読
め
る
→
分
か
る
→
使
え
る
→
わ
き
ま

え
る
」
の
５
層
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
図
３
）。
生
成
Ａ
Ｉ
が
供
給
で
き
る
の
は「
読

め
る
」
様
態
ま
で
で
す
。
そ
こ
か
ら
「
分

か
る
」「
使
え
る
」
様
態
へ
と
高
め
る
に
は
、

知
識
・
情
報
の
意
味
を
、
生
徒
が
自
分
の
身

体
・
知
覚
に
よ
る
経
験
と
結
び
つ
け
て
捉
え

た
り
、
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
確
か
め
た

り
す
る
こ
と
で
し
か
実
現
で
き
ま
せ
ん
（
図

３
の
相
互
矢
印
の
部
分
）。
そ
も
そ
も
「
分

か
る
」
も
「
使
え
る
」
も
生
徒
の
行
為
で
す

か
ら
、
そ
う
し
た
意
味
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
が
代

替
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
冒
頭
で
河
野
さ
ん
が
挙
げ
ら
れ
た
「
生
成

Ａ
Ｉ
の
生
成
物
を
そ
の
ま
ま
自
分
の
成
果
物

に
す
る
」「
誤
情
報
・
偽
情
報
を
う
の
み
に

す
る
」
と
い
っ
た
事
象
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
か

ら
供
給
さ
れ
た
「
読
め
る
」
様
態
の
知
識
・

情
報
を
、
自
分
が
「
分
か
る
」「
使
え
る
」

様
態
だ
と
錯
覚
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
自
分

の
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
り
、
他
者
と
対

話
し
た
り
し
て
理
解
す
る
過
程
を
省
い
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。

河
野
　
そ
う
し
た
錯
覚
や
理
解
の
過
程
の
省

略
を
せ
ず
、生
徒
が
自
分
で
考
え
て「
概
念
的

理
解
」に
た
ど
り
着
く
た
め
に
は
、教
師
は
生

徒
に
ど
う
か
か
わ
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
　「
概
念
」
は
学
び
の
過
程
に
お
け
る

試
行
錯
誤
な
ど
を
通
じ
て
帰
納
的
に
理
解

さ
れ
る
も
の
で
す
。「
何
が
同
じ
で
、
何
が

違
う
の
か
」「
つ
ま
り
、
何
が
言
え
る
の
か
」

な
ど
と
教
師
が
生
徒
に
問
い
か
け
る
こ
と

で
、
生
徒
が
自
分
の
中
に
あ
る
個
別
の
知
識

を
関
連
づ
け
、概
念
化
し
て
い
く
た
め
の
「
足

場
か
け
」
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
（
Ｐ
．9

図
２
の
赤
字
「
問
い
」
の
部
分
）。

河
野
　
現
場
の
先
生
方
か
ら
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
利
活
用
に
関
し
て
高
校
現
場
で
生
じ
て
い

る
問
題
・
課
題
（
Ｐ
．７
）
と
し
て
、
生
成
Ａ

Ｉ
が
作
成
し
た
志
望
理
由
書
を
そ
の
ま
ま
志

望
先
に
提
出
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
の
面
接

で
苦
労
し
た
生
徒
の
事
例
や
、
音
楽
の
授
業

に
お
い
て
創
作
活
動
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
す
べ
て

委
ね
た
結
果
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
生
徒

の
事
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
　
私
は
、
現
場
の
先
生
方
が
教
育
活
動

の
目
的
に
適
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
の
方

法
を
検
討
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
国
内
外
の

学
校
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
事
例
を

分
析
し
、「
参
照
型
／
応
答
型
」
と
「
考
え
・

作
品
を
扱
う
／
事
実
を
扱
う
」
の
２
軸
で
整

理
し
た
「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
ま
し
た
（
図
４
）。

　
例
え
ば
、
志
望
理
由
書
の
作
成
に
お
け

る
、
望
ま
し
い
活
用
は
、
図
4
①
の
「
応
答

型
×
考
え
・
作
品
を
扱
う
」
の
象
限
に
位
置

づ
く
方
法
で
あ
る
、
生
成
Ａ
Ｉ
で
考
え
を
鍛

え
る
こ
と
で
す
。
生
徒
は
ま
ず
、
自
分
の
進

路
観
や
価
値
観
を
外
化
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
か
ら

の
問
い
を
受
け
て
自
分
の
考
え
を
整
理
し
て

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
志
望
理
由
書
に

も
そ
れ
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、

先
ほ
ど
の
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
志
望
理

由
書
を
そ
の
ま
ま
志
望
先
に
提
出
し
て
し
ま

い
、
そ
の
後
の
面
接
で
苦
労
し
た
生
徒
の
事

例
は
、
図
4
①
の
「
参
照
型
×
考
え
・
作
品

を
扱
う
」
の
象
限
に
位
置
づ
く
方
法
で
あ
る
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
考
え
を
聞
く
こ
と
に
あ
た
り
ま

す
。
自
身
の
進
路
観
や
価
値
観
と
い
っ
た
思

考
を
言
語
化
す
る
過
程
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
委
ね

て
し
ま
っ
て
は
、
生
徒
の
思
考
は
深
ま
り
ま

せ
ん
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
自
体
は

生成ＡＩ活用マップ図４

学習における知識・情報の存在様態　５層モデル図３

❶ 頼みごとは、知識・情報を調べたいのか（Ａ２）、文章を添削してほ
しいのか（Ｂ１）など、生成ＡＩ活用の目的であり、❷ 仕立ては、生成
ＡＩに頼んだことをどのような形で返答させるかの指示の例。
※高橋教授の提供資料を基に編集部で作成。

※高橋教授の提供資料を基に編集部で作成。

❶ 頼みごと：生成 AI に何を頼むか

❷ 仕立て：生成 AI にどう返答させるか

表し方
（形式）

イラストで

水準
（難しさ）

10 歳に
分かるように

分量
（粒度）

３行で

立場
（役割・視点）

織田信長
として

かかわり方
（足場かけ）

答えを
教えないで

Ａ 参照型
生成ＡＩを資料として使う
＝生成ＡＩが先

Ｂ 応答型
生成ＡＩを相手として使う

＝自分の考えが先

他者との
対話

身体・知覚
による経験

１ 考え・作品を扱う

２ 事実を扱う

Ａ１ 考えを聞く等
意見・アイデア・課題案

Ａ２ 調べる等
情報収集・背景・先行事例

Ｂ１ 考えを鍛える等
壁打ち・添削・作品を磨く

Ｂ２ 確かめる・整える等
解答の正誤・整理・分析

自他を区別する＋
自分の側で作り替える

Ｅ　社会・制度層
情報の扱いに関する取り決め

わきまえる

Ｄ　目的・行為層
情報と目的の結びつき

使える

Ｃ　意味・内容層
情報が何を指しているのか

分かる

Ｂ　記号・表現層
情報が目や耳で受け取れる形

読める

Ａ　物理・技術層
情報を運び、記録する仕組み

届く

生
成
Ａ
Ｉ
が

供
給
で
き
る
の
は

Ｂ
の
生
成
物
ま
で

注）上下は情報
の存在様態であ
り、指導の順序
ではない。

思
考
の
過
程
を
生
成
Ａ
Ｉ
に

委
ね
さ
せ
な
い
指
導
と
は
？
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問
題
で
は
な
く
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
思
考
を
す
べ

て
委
ね
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。

河
野
　
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
指
導
・
支
援

に
お
け
る
留
意
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
　
３
つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
図

５
）。
１
点
目
は
、思
考
を
深
め
る
活
動
で
は
、

ま
ず
は
生
徒
に
考
え
を
書
か
せ
て
か
ら
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
考

え
る
た
め
の
材
料
集
め
が
目
的
で
あ
れ
ば
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
先
に
活
用
し
て
も
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。

　
２
点
目
は
、
図
３
に
示
し
た「
身
体
・
知

覚
に
よ
る
経
験
」と
知
識
・
情
報
を
結
び
つ

け
る
時
間
や
、「
他
者
と
の
対
話
」を
通
じ
て

知
識
・
情
報
の
理
解
を
深
め
る
場
を
設
け
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
は
か
つ
て
生
徒
が
自
分

で
知
識
・
情
報
を
調
べ
る
中
で
自
然
に
行
わ

れ
て
い
た
過
程
で
す
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
知
識・

情
報
を
瞬
時
に
供
給
す
る
今
は
意
図
的
に
設

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
生
徒
の
学
び
の

途
中
過
程
を
生
徒
間
で
ク
ラ
ウ
ド
上
で
参
照

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
教
師
が
見
取
っ
て

助
言
し
た
り
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
「
応
答
型
」
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
生
徒
を
支
援
す
る

こ
と
で
す
。
音
楽
の
授
業
に
お
い
て
創
作
活

動
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
す
べ
て
任
せ
た
結
果
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
生
徒
の
事
例
で
は
、
教

師
が
生
徒
に
「
ど
こ
を
変
え
た
い
？
」
と
問

い
か
け
、
生
徒
が
「
こ
こ
を
変
え
た
い
」
と

答
え
る
、
そ
う
し
た
や
り
取
り
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
が
自
分
が
ど
う
し
た
い
か
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
も
壁
打
ち
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

河
野
　
生
徒
の
思
考
が
深
ま
っ
た
か
ど
う
か

は
、
ど
う
見
取
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
　
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
っ
て
、今
後
は

成
果
物
の
み
で
評
価
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ

て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
成
果
物
以
上
に
、

「
学
び
の
過
程
と
深
さ
」
を
見
取
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
成
果
物

に
つ
い
て
生
徒
に
説
明
さ
せ
た
り
、「
具
体

例
は
？
」「
こ
れ
を
言
い
換
え
る
と
？
」
な

ど
と
教
師
が
質
問
し
た
り
し
て
、
成
果
物
に

対
す
る
理
解
を
表
出
さ
せ
て
評
価
す
る
方
法

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
初
見
の
課

題
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、
概
念
的
理
解

に
至
っ
て
い
る
か
を
見
取
っ
た
り
、
成
果
物

の
作
成
の
履
歴
か
ら
改
善
の
過
程
を
見
取
っ

た
り
す
る
方
法
も
有
効
で
す
。

河
野
　
学
校
運
営
の
観
点
か
ら
、
管
理
職
は

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
意
識
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
　
ま
ず
、
数
値
で
測
れ
る
学
力
だ
け
で

は
な
く
、
概
念
的
理
解
や
「
学
び
に
向
か
う

力
」、
自
校
が
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
る
資

質
・
能
力
を
育
む
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
先

ほ
ど
説
明
し
た
、
学
び
の
過
程
と
深
さ
を
見

取
る
評
価
観
を
教
師
間
で
共
有
す
る
こ
と
で

す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
は
試
行
錯
誤
が

不
可
欠
で
す
。
細
か
い
ル
ー
ル
で
生
成
Ａ
Ｉ

の
利
活
用
を
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
教
師

が
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
創
意
工
夫
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

河
野
　
授
業
観
や
評
価
観
を
転
換
し
て
い
く

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え

ら
れ
ま
す
か
。

高
橋
　
職
員
室
の
風
土
づ
く
り
が
鍵
を
握
る

と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
あ
の
場
面

で
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
声
を
か
け
た
か
」「
授

業
づ
く
り
の
何
が
難
し
か
っ
た
か
」
と
い
っ

た
、
実
践
の
工
夫
や
悩
み
を
教
師
間
で
語
り

合
う
場
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
に
、

各
自
の
実
践
を
言
語
化
し
て
共
有
す
る
こ
と

は
、
教
師
が
自
分
の
指
導
の
あ
り
方
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

河
野
　
教
師
が
学
び
合
う
文
化
が
大
切
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
醸
成
に
向
け
て
管
理

職
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
　
管
理
職
の
先
生
方
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か

を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
実

は
今
、
私
の
研
究
室
の
大
学
院
生
が
、
研
究

に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
し
、
急
速

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
員
で

あ
る
私
が
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
学
生
を
指

導
・
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
、
必
死
に
生
成

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
び
、
情
報
収
集
や
デ
ー
タ

の
整
理
、
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の
比
較

検
討
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
一
時
、
学
生
が
教
員
の
自

分
を
超
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
今
は
そ
れ
が
教
育
者
と
し
て
の

最
大
の
成
果
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
管
理
職

の
先
生
方
に
も
、
自
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

学
び
続
け
、
現
場
の
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生成ＡＩを活用して生徒の思考を
深めさせる際の留意点

図５

1　思考を深める活動では、まずは生徒に
考えを書かせてから生成ＡＩを使わせる

2　「身体・知覚による経験」と知識・情
報を結びつける時間や、「他者との対
話」を通じて知識・情報の理解を深
める場を設ける

3　生成ＡＩを「応答型」として活用で
きるように生徒を支援する

※高橋先生への取材を基に編集部で作成。

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
生
徒
の

思
考
を
深
め
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

教
科
指
導
や
探
究
学
習
、
進
路
指
導
に
お
い
て

生
徒
の
思
考
を
深
め
る
生
成
Ａ
Ｉ
の

利
活
用
の
あ
り
方
や
方
法
を
、
３
校

の
事
例
を
通
じ
て
考
え
る
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
３
校
の
事
例
を
紹
介

管
理
職
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、

自
ら
試
行
錯
誤
を

生成ＡＩ時代　生徒の思考をどう深めるか？特集
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普
通
科
、
工
業
科
、
商
業
科
、
情
報
科
の

４
つ
の
大
学
科
、
７
つ
の
小
学
科
を
有
す
る

山
形
県
立
酒
田
光
陵
高
校
は
、
山
形
県
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
校
と
し
て
、
学
校
全
体
で
情

報
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
情
報
科
主
任
の
湯
澤

一は
じ
め

先
生
は
、「
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
十
分
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
学
校
を
挙
げ
て
そ
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
対
し
て
学
校
が
制

限
を
か
け
て
も
、
生
徒
は
様
々
な
目
的
・
場

面
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
ま
す
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、生
成
Ａ
Ｉ
を
適
切
に
、上
手
に
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
、
学
校
は
生
徒
を
支
援
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
デ
ー

タ
解
析
な
ど
、
本
校
の
多
く
の
学
び
に
お
い

て
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
登

場
し
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
『
使
い
方
』
を
学

ぶ
授
業
の
設
計
・
改
善
は
、
情
報
教
育
の
土

台
と
な
る
も
の
で
す
」

　
入
学
直
後
に
生
徒
が
受
講
す
る
の
が
「
生

成
Ａ
Ｉ
モ
ラ
ル
講
座
」
だ
。
文
部
科
学
省
の

「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ

の
利
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
ベ

ー
ス
に
同
校
が
作
成
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
、「
生
成
Ａ
Ｉ
の
仕

組
み
」「
使
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
」「
適
切
な
使
い
方
」「
簡
単
な
活
用
方
法
」

な
ど
を
学
ぶ
。

　
２
０
２
６
年
8
月
に
は
、
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
、
情
報
科
の
１・
２
年
生
を
対
象

に
、「
人
間
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
役
割
分
担
」
に

つ
い
て
考
え
る
授
業
に
挑
戦
し
た
（
図
１
）。

生
徒
は
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
受
け
付
け
に
で
き

る
長
蛇
の
列
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
防
げ
る

か
を
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
短
時
間
で
考
え

る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
生
成
Ａ
Ｉ

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
は
あ
え
て
指
示
し
な

か
っ
た
た
め
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
や
り
取
り
を

繰
り
返
し
て
自
分
の
考
え
を
練
り
上
げ
た
生

徒
も
い
れ
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答
を
そ
の
ま

ま
自
分
の
考
え
と
し
た
生
徒
も
い
た
。

　「
回
答
後
、
生
徒
は
『
生
成
Ａ
Ｉ
が
し
た

こ
と
と
自
分
が
し
た
こ
と
』
と
い
っ
た
複
数

の
観
点
で
自
分
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
同
じ
課
題
に
同
じ
時
間
で
取
り
組
ん

だ
生
徒
た
ち
が
互
い
の
使
い
方
を
知
る
中

で
、『
自
分
は
考
え
る
こ
と
を
す
べ
て
生
成

Ａ
Ｉ
に
丸
投
げ
し
て
い
た
』『
人
間
が
う
ま

く
か
か
わ
れ
ば
、
短
い
時
間
で
よ
り
よ
い
回

答
を
生
成
Ａ
Ｉ
と
一
緒
に
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
た
』
な
ど
、
多
く
の
気
づ
き
を

得
て
い
ま
し
た
」（
湯
澤
先
生
）

入
学
直
後
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
を
学
び
、

学
校
全
体
で
情
報
教
育
を
推
進

山
形
県
立
酒
田
光
陵
高
校

文
部
科
学
省
の
生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
て
い
る
山
形
県
立
酒
田
光
陵
高
校
。
山
形
県
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
校

で
も
あ
る
同
校
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
学
習
環
境
づ
く
り
を
、
教
科
を
問
わ
ず
進
め
て
い
る
。
生
徒
が
適
切
に
生
成

Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
素
地
づ
く
り
や
、
教
科
に
お
け
る
具
体
的
な
活
用
例
に
つ
い
て
聞
い
た
。

事
例
1

２
年
次
担
任

佐
藤
千
穂 

さ
と
う
・
ち
ほ

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。

家
庭
科
。

情
報
科
主
任

湯
澤
　一 

ゆ
ざ
わ
・
は
じ
め

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。

情
報
科
。

教
頭小山

大
央 

お
や
ま
・
た
か
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

１
年
次
主
任

寺
﨑
英
之 

て
ら
さ
き
・
ひ
で
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

理
科
。

設
立
　
２
０
１
２
（
平
成
24
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
、
工
業
科
、
商
業
科
、
情
報
科

／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
６
０
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
小
樽

商
科
大
、
山
形
大
、
公
立
千
歳
科
学
技
術
大
、
岩
手
県
立

大
、東
北
公
益
文
科
大
な
ど
に
13
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
北
学
院
大
、
東
北
芸
術
工
科
大
、
千
葉
工
業
大
、
専
修

大
、
神
奈
川
工
科
大
な
ど
に
延
べ
48
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
77
人
。
就
職
１
１
８
人
。

学
校
概
要
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生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
与
え
た
指
示
や
生
成

Ａ
Ｉ
と
の
や
り
取
り
は
す
べ
て
記
録
・
収
集

し
、
生
徒
の
現
状
の
把
握
や
課
題
の
洗
い
出

し
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
校
内

に
共
有
し
て
い
る
。

　
家
庭
科
の
佐
藤
千
穂
先
生
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
の
学
び
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
高
齢
者
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
単
元
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
だ

の
方
と
接
し
た
り
す
る
経
験
が
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
経
験
が
な

い
生
徒
で
も
、リ
ア
ル
な
場
面
設
定
が
で
き
る

よ
う
、
台
本
作
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
生
成
Ａ
Ｉ

を
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　「
私
が
台
本
の
例
を
提
示
し
て
も
よ
い
の

で
す
が
、
生
徒
た
ち
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
助
け
を

借
り
な
が
ら
も
具
体
的
な
場
面
を
設
定
す

れ
ば
、『
自
分
た
ち
が
つ
く
り
出
し
た
事
例
』

と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
見
た

こ
と
が
な
い
状
況
を
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で

台
本
に
書
き
起
こ
そ
う
と
し
た
ら
、
か
な
り

の
時
間
が
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
こ
と
で
そ
の
時
間
は
短
縮
さ

れ
、
そ
の
分
、
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
高

齢
者
や
認
知
症
の
方
の
心
の
安
寧
に
つ
な
が

る
の
か
を
考
え
る
こ
と
に
時
間
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

　
授
業
を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
、「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
と
い
う
初
め
て
知
っ
た
技
法
を
基

に
、
自
分
た
ち
で
台
本
を
考
え
る
の
は
難
し

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
と
て
も
リ
ア
ル
な

台
本
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
っ
た
台
本
に
は
、『
実
際

の
ケ
ア
の
現
場
は
、
そ
ん
な
に
都
合
は
よ
く

な
い
は
ず
』
と
疑
問
に
思
う
部
分
も
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
単
元
で
扱
っ
た
ケ
ア

は
、
ま
さ
に
答
え
が
簡
単
に
は
出
せ
な
い
、

想
定
通
り
に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。
生
成

Ａ
Ｉ
が
提
案
し
た
、
実
際
に
は
あ
り
え
な
い

事
例
に
つ
い
て
は
、
生
徒
に
対
し
て
『
本
当

に
そ
う
い
う
状
況
は
起
こ
り
そ
う
？
』
な
ど

と
、
教
師
で
あ
る
私
が
様
々
な
角
度
か
ら
問

い
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　
理
科
を
担
当
す
る
寺て

ら

﨑さ
き

英ひ
で

之ゆ
き

先
生
は
、
生

徒
間
で
学
習
の
成
果
を
評
価
し
合
う
教
育
活

動
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
参
画
さ
せ
る
こ
と
で
、
生

徒
の
評
価
の
視
点
を
豊
か
に
し
、
学
習
改
善

後
、
高
齢
者
と
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
よ
い

か
を
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
台
本
作
り
を
通
じ

て
考
え
る
授
業
を
行
っ
た
（
図
２
）。

　「
そ
の
単
元
で
は
、
高
齢
者
や
認
知
症
の

方
と
よ
り
よ
い
関
係
を
つ
く
る
た
め
の
ケ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
で
あ
る

『
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
』
に
つ
い
て
学
び
ま
す

が
、
そ
れ
を
単
に
個
別
の
知
識
と
し
て
習
得

す
る
だ
け
で
な
く
、
実
生
活
で
ど
の
よ
う
に

活
用
で
き
そ
う
か
を
生
徒
た
ち
に
考
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
台
本
を
作
る
上
で
は
、

認
知
症
や
介
護
の
現
場
に
関
す
る
知
識
だ
け

で
な
く
、
高
齢
者
と
同
居
し
た
り
、
認
知
症

生成AIとの役割分担を考える「入場受け付け問題」図１

ユマニチュードを素材とした朗読劇の台本制作図２

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

生成 AI をよく活用して、次の課題に取り組み、作文を提出してくだ
さい。

● 生成 AI へのプロンプトの例
あなたは有名なドラマの脚本家です。登場人物は３人です。今回
は、高校生が学校からの帰り道で、徘徊する高齢者を見かけた場
面の朗読劇を作ります。３分くらいの脚本を作成してください。
高齢者は認知症です。ユマニチュードを意識してください。

班の人数に合わせて登場人物の人数を設定してください。
「学校からの帰り道で、徘徊している高齢者を見かけた」

の部分は、「施設に入所している祖母に会いに行く」「セルフレジの操作に戸惑
う高齢者を見かけた」などに変更してください。「認知症」の部分は、「片麻痺
がある」「耳が聞こえにくい」などに変更してください。

ある高校で、文化祭の入場受け付けに長い行列ができています。

A：２次元コードによる事前受け付け

B：受け付け窓口を増やす

C：時間帯別の入場制にする

　あなたならどの方法を採用しますか。複数の方法を組み合
わせたり、別の方法を提案したりしても構いません。採用す
る方法、その理由、考えられる問題点とその対策を含めて、
300字程度で説明してください。

生徒は以下のような観点で自身の生成 AI の活用を
振り返り、生成 AI との役割分担を考える

• 生成 AI に最初に与えたプロンプトは何か
• 生成 AI を何に使ったか
• 生成 AI がしたこと、自分がしたことは何か
• 生成 AI を使って、自分の考えは変わったか
•「生成 AI をよく活用する」とは、どのように使うこ

とか

生徒への注意

未
知
の
世
界
を
共
創
す
る
こ
と
で
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
よ
り
身
近
な
存
在
に

生
成
Ａ
Ｉ
が
１
人
の
生
徒
と
し
て

授
業
に
参
画

生成ＡＩ時代　生徒の思考をどう深めるか？特集
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へ
と
つ
な
げ
る
授
業
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
「
科
学
と
人
間
生
活
」
で
は
、
乳

脂
肪
の
膜
が
破
れ
て
脂
肪
が
残
る
こ
と
で
バ

タ
ー
が
で
き
る
こ
と
を
学
ん
だ
後
、
生
徒
に

成
分
の
異
な
る
４
つ
の
製
品
を
提
示
し
、
バ

タ
ー
が
で
き
る
製
品
は
ど
れ
か
を
考
え
さ
せ

た
上
で
実
験
に
取
り
組
ま
せ
た
。

　「
生
徒
は
実
験
の
前
と
後
で
考
察
を
行
い
、

ペ
ア
に
な
っ
た
相
手
か
ら
考
察
に
対
す
る
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
評
価
は
私
が
作
成
し
た

評
価
規
準
に
基
づ
い
て
行
い
ま
し
た
が
、
生

徒
同
士
だ
と
評
価
が
甘
く
な
っ
た
り
、
規
準

に
基
づ
い
た
評
価
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
評
価
の
妥
当
性

を
検
証
す
る
役
割
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
担
わ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
（
図
３
）」（
寺
﨑
先
生
）

　
生
成
Ａ
Ｉ
が
評
価
す
る
の
は
生
徒
の
考
察

自
体
で
は
な
く
、
考
察
に
対
す
る
評
価
で
あ

る
こ
と
が
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

寺
﨑
先
生
は
説
明
す
る
。
評
価
の
妥
当
性
を

生
成
Ａ
Ｉ
が
検
証
し
、
そ
の
理
由
を
生
徒
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
評
価
規
準
に
対
す
る
生

徒
の
理
解
が
深
ま
り
、
そ
の
後
に
行
う
別
の

実
験
で
の
考
察
が
よ
り
深
く
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
の
だ
。

　
生
徒
だ
け
で
互
い
の
評
価
に
対
す
る
気
づ

き
を
話
し
合
っ
て
い
た
頃
は
、
評
価
規
準
を

正
確
に
読
み
取
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、互
い
の

評
価
に
欠
け
て
い
る
視
点
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
な
い
生
徒
も
い
た
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
参

画
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
生
徒
の
話
し

合
い
の
質
が
向
上
し
た
と
寺
﨑
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
同
士
の
話
し
合
い
の
中
で
、『
論
理

的
な
根
拠
が
足
り
な
い
』『
因
果
関
係
が
な

い
の
で
は
な
い
か
』
と
い
っ
た
言
葉
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
あ

く
ま
で
も
評
価
規
準
に
基
づ
き
、
生
徒
に
忖

度
す
る
こ
と
な
く
評
価
す
る
か
ら
こ
そ
、
生

徒
が
気
づ
い
て
い
な
い
視
点
を
具
体
的
に
提

示
し
、
生
徒
も
そ
れ
を
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
寺
﨑
先
生
）

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
全
校
的
な
校
務
・

授
業
改
善
の
推
進
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
が
、
毎
月
1
回
、
情
報
科
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る
「
Ｄ
Ｘ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
だ
。
各
教
科
か
ら
少
な
く
と
も
１
人

が
参
加
し
、
他
校
の
視
察
内
容
や
先
進
校
の

事
例
な
ど
を
共
有
し
て
い
る
。

　「
Ｄ
Ｘ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
限
ら
ず
、
職
員

会
議
な
ど
の
場
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
教
科
・
分

掌
を
超
え
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

職
員
が
利
用
す
る
チ
ャ
ッ
ト
で
も
、『
こ
ん

な
研
修
会
に
参
加
し
た
』
な
ど
と
報
告
し
合

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」（
湯
澤
先
生
）

　
小お

山や
ま

大た
か

央ひ
ろ

教
頭
は
、
情
報
科
を
中
心
と
す

る
校
内
体
制
と
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
「
と

に
か
く
一
度
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
風

が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
全
校
的
な
活
用
を
後
押
し

し
て
い
る
と
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
教
師
の
多
く
は
、
東
北
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
け
ん
引
す
る
と
い
う
自
覚

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
た
だ
、
４
学
科
を
擁
す
る
本
校
に

は
１
０
０
人
を
超
え
る
教
職
員
が
所
属
し
、

毎
年
度
の
異
動
で
教
師
の
入
れ
替
わ
り
も
あ

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
対
す
る
熱
量
は

様
々
で
す
。
そ
の
た
め
、
管
理
職
と
し
て
果

た
す
べ
き
役
割
の
１
つ
は
、
す
べ
て
の
教
職

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
対
す
る
熱
量
を
高
め
る

環
境
づ
く
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
校
内
の
現
状
把
握

も
欠
か
せ
な
い
と
小
山
教
頭
は
語
る
。
26
年

度
は
、
情
報
管
理
部
が
中
心
と
な
っ
て
校
内

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
状
況
を
調
査
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
ま
だ
十
分
に
進

ん
で
い
な
い
教
職
員
向
け
の
研
修
を
新
た
に

年
度
内
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

　「
新
し
い
技
術
の
活
用
が
進
め
ば
、
校
務
・

授
業
の
改
善
も
進
み
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
よ
し
と
せ
ず
、
先
生
方
の
負
担
感
が

増
え
て
い
な
い
か
な
ど
、
校
内
の
状
況
も
注

視
し
な
が
ら
、
新
技
術
の
活
用
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
山
教
頭
）

生成AIによる生徒の相互評価の妥当性の検証図３

※学校資料を基に編集部で作成。

生徒Yさん
による評価

A 評価 
仮説と結果を比べ
て、仮説のどこが合っ
ていて、どこが間違っ
ていたのかを明確に
していてよいと思っ
た。数値を使って具
体的に説明している
ので分かりやすい。

生成AIによる評価
A 評価 

数値データ（事実）の活用という視点：「数値を
使って具体的に説明している」という点から、
単に「固まった」「固まらなかった」という主観
的な記述ではなく、「乳脂肪分〇%のものは〇
分で固まった」といった客観的なデータ（事実）
が示されていることが分かります。

因果関係へのアプローチという視点：仮説であ
る「植物油脂は常温で固まらない（さらさらし
ている）」「乳脂肪分があればバターになる」に
対して、実際の結果がどうだったかを照らし合
わせています。「なぜそうなったのか」というメ
カニズム（因果関係）に踏み込めているため、【B
評価】の「傾向の記述」にとどまらず、【A評価】
の「深い論述」に達していると推測できます。

生徒Xさんの考察
結果は、予測とは違い、C・Dがバターになって、A・Bはバターにならなかった。
ただ、仮説は完全に外れているわけではないと思った。なぜなら、乳脂肪分
が含まれる濃度が違ったからだ。（略）予想が外れたBは、C・Dと比べて平
均すると30%ほど濃度が低かった。そのため、バターにするためには、乳脂
肪分が入っているだけではなく、どのくらい入っているかが重要だと考えた。

す
べ
て
の
教
職
員
を

取
り
残
さ
な
い
学
校
づ
く
り
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埼
玉
県
立
大
宮
高
校
の
３
年
生
の
あ
る
ク

ラ
ス
で
実
施
し
た
調
査
（
＊
）
で
は
、
生
徒

の
約
７
割
が
家
庭
学
習
な
ど
の
個
人
的
な
学

習
に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
、
生
成
Ａ
Ｉ

は
同
校
の
生
徒
に
と
っ
て
は
身
近
な
学
習
ツ

ー
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ

に
頼
り
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
様
子

は
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部

の
清
水
崇
文
先
生
は
語
る
。

　「
先
日
も
休
み
時
間
に
、
生
徒
た
ち
が
『
生

成
Ａ
Ｉ
に
す
ぐ
に
問
題
の
答
え
を
聞
く
よ
う

な
使
い
方
を
し
て
い
た
ら
、
学
力
は
身
に
つ

か
な
い
よ
ね
』
と
話
し
て
い
る
の
を
耳
に
し

ま
し
た
。
本
校
の
生
徒
の
多
く
は
難
関
大
学

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
力

で
問
題
を
解
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
こ
と

を
よ
く
理
解
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
教
科
書
を
理
解
し
た
だ
け
で
は
答
え
に
た

ど
り
着
く
の
が
難
し
い
問
題
に
お
い
て
、
解

決
の
糸
口
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

な
問
い
を
投
げ
か
け
て
も
ら
う
ツ
ー
ル
と
し

て
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
い
る
生
徒
が
多
い
よ

う
だ
と
、
清
水
先
生
は
説
明
す
る
。

　
同
校
の
教
師
は
、
生
徒
が
一
層
思
考
を
深

め
、
考
え
た
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
の
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
方
法
を
、
実
践
を
通
じ
て
追
究

し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
国
語
科
の
横
山

大
基
先
生
が
実
践
す
る
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答

を
自
分
の
考
え
と
比
べ
さ
せ
る
授
業
だ
。
横

山
先
生
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
学
習
ツ
ー
ル
と
し

て
使
用
す
る
際
の
懸
念
点
と
し
て
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
回
答
を
生
徒
が
無
批
判
に
受
け
入
れ
て

し
ま
い
、
思
考
を
深
め
た
り
、
自
分
が
考
え

た
こ
と
を
表
現
し
た
り
す
る
機
会
を
失
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
挙
げ
る
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
文
章
に
し
て
も
、
画
像

に
し
て
も
、
誰
も
が
納
得
し
そ
う
な
も
の
を

作
成
す
る
の
が
得
意
で
す
。
そ
こ
で
、
あ
え

て
生
成
Ａ
Ｉ
に
不
十
分
な
回
答
を
作
成
さ

せ
、
そ
の
回
答
を
自
分
の
視
点
で
読
み
直
し
、

『
自
分
な
ら
ど
う
か
』
を
考
え
る
授
業
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
」

　
１
年
次
の
「
現
代
の
国
語
」
で
は
、
芥
川

龍
之
介
の
『
羅
生
門
』
の
要
約
比
較
を
行
っ

た
。『
羅
生
門
』
は
多
く
の
国
語
の
教
科
書

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
横
山
先
生
は
、
指

導
書
に
載
っ
て
い
る
本
文
の
要
約
の
要
旨
が

教
科
書
会
社
に
よ
っ
て
異
な
る
点
に
着
目
。

複
数
の
教
科
書
会
社
の
要
約
、
そ
し
て
生
成

Ａ
Ｉ
に
よ
る
要
約
を
比
較
し
、
そ
れ
ら
の
違

「
思
考
す
る
喜
び
」を
実
感
で
き
る
よ
う
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
に
挑
む

埼
玉
県
立
大
宮
高
校

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
校
で
あ
る
埼
玉
県
立
大
宮
高
校
で
は
、
授
業
を
始
め
と
す
る
多
様
な
場
面
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。 

例
え
ば
、小
説
の
要
約
や
翻
訳
を
比
較
す
る
国
語
の
授
業
や
、探
究
学
習
の
課
題
設
定
、ま
た
、志
望
理
由
を
よ
り
自
分
ら
し
い
も
の
と
す
る
過
程
で
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
教
育
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
が
思
考
を
深
め
て
い
る
同
校
の
実
践
を
見
て
い
く
。

事
例
2

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部

清
水
崇
文 

し
み
ず
・
た
か
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

理
科
（
物
理
）。

理
数
科
推
進
部
主
任

小
林
建
仁 

こ
ば
や
し
・
け
ん
じ

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

理
科
（
化
学
）。

校
長松中

直
司 

ま
つ
な
か
・
た
だ
し

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

教
務
部

横
山
大
基 

よ
こ
や
ま
・
だ
い
き

同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

国
語
科
。

設
立
　
１
９
２
７
（
昭
和
２
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
６
０
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
東
北

大
、
筑
波
大
、
埼
玉
大
、
千
葉
大
、
お
茶
の
水
女
子
大
、

東
京
外
国
語
大
、
東
京
科
学
大
、
東
京
学
芸
大
、
東
京
大
、

東
京
農
工
大
、
一
橋
大
、
横
浜
国
立
大
、
京
都
大
、
東
京

都
立
大
な
ど
に
１
６
３
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
０
１
９
人
が
合
格
。

学
校
概
要

人
間
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
要
約
な
ど
を
比
較
。

人
間
な
ら
で
は
の
着
眼
点
に
気
づ
く

＊　横山大基先生が３年生に実施したアンケート調査の結果。

生成ＡＩ時代　生徒の思考をどう深めるか？特集
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い
を
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
（
図
１
）。

　「
教
科
書
会
社
の
要
約
は
人
物
や
場
面
な

ど
、
着
目
し
て
い
る
点
が
あ
り
、
そ
れ
が
教

科
書
会
社
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
一
方
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
回
答
字
数
だ
け
を
指
示
し
て
要

約
さ
せ
る
と
、
事
実
を
た
だ
羅
列
す
る
な
ど
、

機
械
的
な
要
約
が
出
力
さ
れ
ま
す
。
教
科
書

会
社
の
要
約
に
比
べ
る
と
、『
こ
の
作
品
を

通
し
て
、
何
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
か
』
と

い
っ
た
、
生
徒
に
着
目
し
て
ほ
し
い
点
が
明

確
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
生
徒
に
は
、

訳
を
し
て
み
る
授
業
を
行
っ
た
（
図
１
）。

　「
ど
ち
ら
の
授
業
で
も
、
生
徒
は
『
自
分

な
ら
ど
う
す
る
か
』
を
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
２
年
生
の
授

業
で
は
、『
登
場
人
物
の
一
人
称
に「
私
」「
僕
」

「
俺
」
の
ど
れ
を
選
ぶ
の
か
、
作
品
を
じ
っ

く
り
と
鑑
賞
し
な
が
ら
自
分
な
り
の
結
論
を

出
し
た
』『
一
番
伝
え
た
い
で
あ
ろ
う
言
葉

を
、
倒
置
法
を
使
っ
て
強
調
し
た
』
な
ど
、

生
徒
は
自
分
な
り
の
こ
だ
わ
り
を
追
求
し
て

い
ま
し
た
」（
横
山
先
生
）

　
同
校
で
は
26
年
度
、
1
年
次
の
総
合
的
な

探
究
の
時
間
に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
試
行
的

に
活
用
し
た
。
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
企

画
・
運
営
を
担
当
す
る
清
水
先
生
は
、
自
身

が
精
選
し
た
文
献
を
学
習
さ
せ
た
生
成
Ａ
Ｉ

を
、
探
究
課
題
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
際
の
壁
打
ち
の
相
手
と
し
て
生
徒
に
活

用
さ
せ
た
と
説
明
す
る
。

　「
１
年
次
は
、
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

た
上
で
、
経
済
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー

ツ
、
環
境
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
、
自
分

た
ち
の
興
味
の
あ
る
も
の
を
選
び
、
そ
の
中

で
探
究
す
る
課
題
を
設
定
し
ま
す
。
そ
こ
で

私
は
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
関
す
る
文
献
を
生

成
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
概

況
を
生
徒
に
提
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
各
グ

ル
ー
プ
で
、『
な
ぜ
、
現
状
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
』『
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
い

る
の
か
』
な
ど
と
生
成
Ａ
Ｉ
に
質
問
し
な
が

ら
、
探
究
す
る
課
題
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
に

よ
っ
て
、
社
会
の
現
状
や
自
分
た
ち
の
興
味・

関
心
を
よ
り
深
掘
り
し
て
か
ら
課
題
を
設
定

で
き
た
と
思
い
ま
す
」

　
そ
の
よ
う
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
言
わ
ば
メ
ン

タ
ー
と
な
り
、
話
し
合
い
が
活
性
化
し
た
グ

ル
ー
プ
も
あ
っ
た
一
方
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
ど

の
よ
う
な
質
問
を
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
ら

ず
、
話
し
合
い
が
停
滞
し
た
グ
ル
ー
プ
も

あ
っ
た
と
、
清
水
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
質
問
例
を
あ
る
程
度
提

示
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
質
問

例
を
系
統
立
て
て
紹
介
し
て
も
よ
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
回
は
１
年
生

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
が
信
頼
で
き
る
と

判
断
し
た
文
献
を
学
習
さ
せ
た
生
成
Ａ
Ｉ
を

利
用
し
ま
し
た
が
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の

工
程
の
大
切
さ
を
指
導
し
た
上
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
広
く
情
報
を
検
索
し
て
回

答
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
、
必
要
な
情

報
を
生
徒
に
取
捨
選
択
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

る
で
し
ょ
う
。
自
校
の
探
究
学
習
を
ど
の
よ

う
な
も
の
に
し
た
い
か
に
よ
っ
て
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
の
あ
り
方
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
」

　
清
水
先
生
は
、
探
究
学
習
に
お
け
る
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
の
成
果
だ
け
で
な
く
、
課
題
も

含
め
て
校
内
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
各
教
科

教
科
書
会
社
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
機
械
的
な
要
約

を
比
較
し
て
か
ら
、『
自
分
な
ら
、
こ
の
作

品
の
何
を
重
視
し
て
要
約
す
る
か
』
を
考
え

て
も
ら
い
ま
し
た
」（
横
山
先
生
）

　
２
年
次
に
は
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
」
を
題
材
に
、
ア
メ
リ
カ
の
短
編
小
説
を

日
本
の
作
家
が
翻
訳
し
た
も
の
と
、
生
成
Ａ

Ｉ
に
作
品
の
背
景
な
ど
の
情
報
を
与
え
ず
に

翻
訳
さ
せ
た
も
の
と
を
比
較
し
、「
自
分
な

ら
、
こ
の
小
説
の
何
を
大
切
に
し
て
翻
訳
す

る
か
」
を
考
え
た
上
で
、
生
徒
が
自
分
で
翻

国語科における生成AIの活用例図１

※学校資料を基に編集部で作成。

■小説要約比較（１年生）

■翻訳実践（２年生）

教科書会社 A

「人物描写」に
着目した要約

作家による訳

こだわりの
翻訳

with 生成 AI　　生徒自身がこだわりのある翻訳をつくる

教科書会社 B

「場面描写」に
着目した要約

生成 AI 訳

フラットな翻訳

生成 AI

フラットな要約

作家の翻訳論

こだわりの
見取り方

（詳細プロンプトなし）

（詳細プロンプトなし）

教科書会社 A、B、生成 AI による３つの要約の共通点、相違点を確認し、
自分なら何を重視して要約するかを生徒に考えさせた

作家による翻訳、生成 AI による翻訳、そして作家の翻訳論を読んだ後、
生徒がこだわりのある翻訳に挑戦した

探
究
に
お
け
る
課
題
の
設
定
の

壁
打
ち
相
手
と
し
て
活
用
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に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
の
あ
り
方
を
考

え
る
材
料
が
蓄
積
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
理
数
科
推
進
部
主
任
の
小
林
建け

ん

仁じ

先
生
は

26
年
度
か
ら
、
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型

選
抜
の
志
望
理
由
書
の
作
成
に
お
い
て
生
成

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
。
た
だ
、
最
初
か
ら

は
生
成
Ａ
Ｉ
は
利
活
用
し
な
い
。
ま
ず
は
生

徒
と
面
談
し
、
志
望
理
由
や
将
来
の
目
標
、

高
校
生
活
で
の
重
要
な
経
験
な
ど
を
確
認
す

る
。
そ
の
上
で
生
徒
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て

志
望
大
学
・
学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
な
ど
を
箇
条
書
き
に
し
て
生
成
Ａ
Ｉ

に
入
力
し
、
志
望
理
由
書
の
下
書
き
を
作
成

さ
せ
る
（
図
２
）。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
下
書
き
は
、
そ

の
生
徒
ら
し
い
言
葉
で
書
か
れ
て
い
な
か
っ

た
り
、
生
徒
が
伝
え
た
い
思
い
や
経
験
が
十

分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
た

め
、
生
徒
は
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。
そ
こ
で

生
徒
に
、
そ
の
違
和
感
の
原
因
を
探
ら
せ
、

自
分
の
言
葉
で
書
き
直
さ
せ
た
り
、
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
差
し
替
え
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
下
書
き
は
、
生
徒
が

自
分
自
身
に
深
く
向
き
合
う
手
が
か
り
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
し
て
生

徒
は
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
や
り
取
り
を
何
度
か
繰

り
返
し
、
志
望
理
由
を
あ
る
程
度
練
り
上
げ

た
段
階
で
再
び
私
と
面
談
し
、
さ
ら
に
生
徒

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
の
志
願

者
が
増
え
、
出
願
指
導
な
ど
で
担
任
へ
の
負

担
が
大
き
く
な
る
中
、
伴
走
の
初
期
段
階
か

ら
生
成
Ａ
Ｉ
の
力
を
借
り
よ
う
と
い
う
考
え

も
小
林
先
生
に
は
あ
っ
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
こ
と
で
、
生
徒
が
志
望
理
由
書
の
下

書
き
を
仕
上
げ
る
ま
で
の
時
間
が
圧
縮
さ
れ

る
こ
と
を
、
小
林
先
生
も
実
感
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
生
徒
が
自
分
の
思
い
や
経
験
を
俯

瞰
し
た
り
、
志
望
理
由
が
説
得
力
の
あ
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
証
し
た
り
す
る
上

で
は
、
そ
の
生
徒
の
こ
と
を
よ
く
知
る
担
任

な
ど
と
の
面
談
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は

変
わ
ら
な
い
と
、
小
林
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
と
の
面
談
で
『
君
は
こ
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
経
験
を
し
て
い
る
ん
だ
ね
』『
こ

の
経
験
で
得
た
気
づ
き
は
、
君
が
思
っ
て
い

る
以
上
に
深
い
も
の
だ
と
思
う
よ
』
な
ど
と
、

生
徒
の
過
去
や
現
在
を
未
来
に
結
び
つ
け
る

支
援
が
で
き
る
の
は
、
そ
の
生
徒
の
こ
と
を

よ
く
知
る
教
師
で
す
。
生
徒
が
志
望
理
由
書

の
下
書
き
を
仕
上
げ
る
ま
で
の
時
間
が
圧
縮

さ
れ
た
分
、
生
徒
の
思
い
や
経
験
を
一
緒
に

整
理
し
た
り
、
生
徒
の
言
葉
に
『
な
ぜ
？
』

と
問
い
か
け
た
り
す
る
時
間
を
以
前
よ
り
も

増
や
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」（
小
林
先
生
）

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
教
科
の
授
業
や
探

究
、
進
路
指
導
で
の
実
践
例
の
蓄
積
に
力
を

入
れ
て
い
る
大
宮
高
校
。
教
師
は
、
生
成
Ａ

Ｉ
に
学
び
が
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
こ
れ

か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
日
々
話
し

合
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
「
生
徒
が

学
校
で
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
取
り
組
み
た
い
と

思
え
る
課
題
の
あ
り
方
」
に
大
き
な
関
心
が

集
ま
っ
て
い
る
と
、
横
山
先
生
は
語
る
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
だ
け
で
学
び
が
完
結
し
か
ね

な
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
学
校
と
い
う

場
で
学
ぶ
意
義
や
喜
び
を
生
徒
に
こ
れ
ま
で

以
上
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
教
師

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
膨
大
な
情
報
や
、
も
っ
と
も
ら
し
い
答

え
が
超
高
速
で
手
に
入
る
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
限
ら
れ
た
人
生
の
中
で
の
出
会
い
や
気

づ
き
の
価
値
を
自
覚
で
き
る
生
徒
を
育
て
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
横
山
先
生
）

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
れ
か
ら
の
学
び

の
あ
り
方
は
、
管
理
職
が
リ
ー
ド
し
て
校
内

で
活
発
に
議
論
し
続
け
る
べ
き
重
要
な
課
題

だ
と
、
松
中
直た

だ

司し

校
長
は
語
る
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
が
存
在
し
な
い
時
代
に
学
校

で
学
ん
だ
私
た
ち
教
師
は
、
思
考
す
る
こ
と

の
喜
び
、
大
切
さ
が
骨
身
に
染
み
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒
は
、
思
考
す
る

機
会
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
ど
ん
ど
ん
奪
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、『
そ
も
そ
も
思
考
と
は
何
か
、

な
ぜ
、
そ
れ
が
大
切
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に

し
て
自
分
の
中
に
思
考
す
る
力
を
育
ん
で
い

く
の
か
』
と
い
っ
た
こ
と
を
、
生
徒
に
理
解

さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
が
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
が
そ
う

し
た
状
況
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
新
し
い
授

業
実
践
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
学
び
を
テ
ー
マ
と
す
る
校
内
研
修

な
ど
を
、
管
理
職
が
積
極
的
に
支
援
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

生成AIを活用した志望理由書作成の伴走図2

※学校資料を基に編集部で作成。

教師との面談を通して、生徒が自身
のこれまでの経験や長所、進路のこ
だわりなどを整理する

生徒が自分の経験や志望理由、大学
のアドミッション・ポリシーなどを
生成AI に入力し、生成AI に志望理
由を下書きさせる

生成AIが作成した下書きに対して、
生徒自身が自分らしい言葉やエピ
ソードを盛り込み、志望理由を練り
上げる

教師が生徒にフィードバック。必要
に応じて２や３に戻ってさらに志望
理由を練り上げる

1

2

3

4
志望理由の作成に生成AIを活用することで、教師は生徒
の思いや経験を生徒と一緒に整理する時間を増やすこと
ができた。

「
思
考
を
深
め
る
授
業
」の
実
現
は

学
校
全
体
の
課
題

生成ＡＩ時代　生徒の思考をどう深めるか？特集
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滋
賀
県
・
私
立
立
命
館
守
山
中
学
校
・
高

校
は
、
文
部
科
学
省
「
小
・
中
・
高
等
学
校

を
通
じ
た
英
語
教
育
強
化
事
業
（
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
よ
る
英
語
教
育
強
化
事
業
）」
の
採
択

校
と
し
て
、
英
語
教
育
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
に
つ
い
て
、
実
践
を
通
じ
た
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
２
０
２
６
年
１
月
に
は

同
事
業
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
の
声
を
基
に

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
法
と
失
敗
事
例
を
ま
と
め

た
「
高
校
生
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
活
用
事
例
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」（
＊
）
を
公
開
。
同
書
に
お
い

て
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
上
で
大
切
に

す
べ
き
方
針
を
、「
新
し
い
技
術
に
考
え
る

こ
と
を
奪
わ
れ
、
使
わ
れ
る
人
に
な
る
の
で

は
な
く
、
使
い
こ
な
す
人
を
育
て
る
」
と
し
、

現
場
の
リ
ア
ル
な
課
題
と
可
能
性
を
提
示
し

た
。

　
英
語
科
に
お
け
る
具
体
的
な
活
用
方
法
の

１
つ
は
、
英
文
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
ト
ピ

ッ
ク
に
関
す
る
知
識
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
く

れ
る
相
手
と
し
て
の
活
用
だ
。
単
元
の
冒
頭

な
ど
で
生
成
Ａ
Ｉ
が
行
う
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す

る
説
明
に
対
し
て
、
生
徒
が
英
語
や
日
本
語

で
質
問
す
る
こ
と
で
、
ト
ピ
ッ
ク
に
対
す
る

期
待
感
を
高
め
、
読
解
に
必
要
な
基
礎
知
識

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
相
手
と
し
て
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
教
師
が
作
成
し
た
評
価

項
目
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
事
前
学
習
さ
せ
、「
生

徒
が
自
分
の
力
で
英
文
を
作
成
す
る
よ
う
、

改
善
点
の
み
を
指
摘
す
る
」
と
い
っ
た
設
定

が
さ
れ
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
に
、
生
徒
が
話
し

た
り
、
書
い
た
り
し
た
内
容
に
対
し
て
改
善

点
を
指
摘
さ
せ
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
指
摘

し
た
内
容
は
教
師
も
端
末
で
確
認
し
、
重
要

な
内
容
は
ク
ラ
ス
全
体
に
共
有
す
る
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
相
手
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て

以
降
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

や
り
取
り
す
る
内
容
が
深
ま
っ
た
と
、
入
試

広
報
部
主
任
で
Ａ
Ｉ
活
用
リ
ー
ダ
ー
代
表
の

山
内
優
馬
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
生
徒
間
で
の
や
り
取
り
に
は
他
者
か
ら

学
べ
る
よ
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
ト
ピ
ッ
ク
が

難
し
く
な
る
と
、
間
違
い
を
恐
れ
て
や
り
取

り
が
停
滞
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
相
手
で
あ
れ
ば
、
間
違
え
る
こ

と
へ
の
恐
れ
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
生
成
Ａ

Ｉ
と
活
発
に
や
り
取
り
す
る
中
で
、
様
々
な

表
現
に
触
れ
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
練
り
上

げ
、
話
す
こ
と
に
自
信
を
持
っ
た
状
態
で
、

そ
の
後
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
英
語
を
教
え

る
こ
と
を
通
じ
て
生
徒
の
思
考
力
や
英
語
力

を
高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
育
て
る

Ａ
Ｉ
」
に
、
立
命
館
大
学
と
共
同
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
英
語
が
苦
手
な
学
習
者
と
い
う

役
割
が
与
え
ら
れ
た
生
成
Ａ
Ｉ
に
、
生
徒
は

協
働
し
て
文
法
知
識
を
教
え
る
（
図
１
）。

＊　成功事例だけでなく、高校生が簡単に陥ってしまうようなよくない使い方事例もまとめている。同校のウェブサイトで公開されている。

生
成
Ａ
Ｉ
が
生
徒
の
学
び
に
適
切
な
負
荷
を
か
け
、

教
科
学
習
・
探
究
学
習
を
深
め
る

滋
賀
県
・
私
立
立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や
探
究
学
習
を
推
進
し
て
き
た
滋
賀
県
・
私
立
立
命
館
守
山
中
学
校
・

高
校
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
は
同
校
の
学
び
の
あ
り
方
に
も
さ
ら
な
る
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
英
語
科
の
授
業
、
そ
し
て
探
究
に
取
り
組
む
独

自
教
科
「
共
創
探
究
科
」
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
聞
い
た
。

事
例
3

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
主
任
・

共
創
探
究
科
主
任

田
辺
記
子 

た
な
べ
・
の
り
こ

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

国
際
部
主
任

吉
本
恵
子 

よ
し
も
と
・
け
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。

英
語
科
。

入
試
広
報
部
主
任
・

Ａ
Ｉ
活
用
リ
ー
ダ
ー
代
表

山
内
優
馬 

や
ま
う
ち
・
ゆ
う
ま

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

英
語
科
。

設
立
　
２
０
０
６
（
平
成
18
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
東
北

大
、
埼
玉
大
、
東
京
農
工
大
、
富
山
大
、
名
古
屋
大
、
滋

賀
医
科
大
、
京
都
工
芸
繊
維
大
、
大
阪
教
育
大
、
鳥
取
大
、

名
古
屋
市
立
大
、
大
阪
公
立
大
な
ど
に
16
人
が
合
格
。
立

命
館
大
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
に
内
部
進
学
２
８
３

人
。
他
の
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に

延
べ
60
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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　「
特
定
の
文
法
知
識
が
な
い
生
成
Ａ
Ｉ
が
、

そ
の
文
法
問
題
に
正
解
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
で
生
成

Ａ
Ｉ
に
文
法
知
識
を
教
え
ま
す
。
生
徒
の
説

明
が
不
十
分
だ
と
『
育
て
る
Ａ
Ｉ
』
は
『
も

う
少
し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
』と
、正

解
に
必
要
な
事
項
の
説
明
を
生
徒
に
求
め
て

き
ま
す
」（
山
内
先
生
）

　「
育
て
る
Ａ
Ｉ
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、文

法
が
苦
⼿
な
生
徒
も
、そ
の
学
習
に
前
向
き

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、生
徒

間
で
文
法
事
項
を
教
え
合
う
と
、間
違
っ
た

理
解
の
ま
ま
学
習
を
進
め
て
し
ま
う
こ
と
が

こ
れ
ま
で
は
あ
っ
た
が
、「
育
て
る
Ａ
Ｉ
」
は

正
し
い
知
識
を
生
徒
に
求
め
続
け
る
た
め
、

生
徒
が
間
違
っ
た
理
解
の
ま
ま
学
習
を
進
め

て
い
く
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。「
育
て
る
Ａ

Ｉ
」
の
取
り
組
み
に
熱
⼼
だ
っ
た
生
徒
は
、

ベ
ネ
ッ
セ
が
提
供
す
る
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
に
お

い
て
ス
コ
ア
の
向
上
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
と

い
う
。

　
英
語
科
内
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
の
メ
リ

ッ
ト
と
と
も
に
、
指
導
上
の
留
意
点
も
随
時

共
有
し
て
い
る
と
、
国
際
部
主
任
の
吉
本
恵

子
先
生
は
語
る
。

　「
例
え
ば
、
中
学
校
段
階
で
は
、
英
単
語

や
英
文
を
筆
記
す
る
機
会
を
保
障
す
る
た

め
、
紙
の
ノ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
指
導
の
要
所
で
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英
作
文
や
発

表
ス
ラ
イ
ド
な
ど
に
つ
い
て
は
、
製
作
物
だ

ド
ロ
ス
や
貧
困
と
い
っ
た
社
会
問
題
は
す
ぐ

に
思
い
浮
か
ん
で
も
、
自
分
の
得
意
な
こ
と

や
進
路
の
目
標
な
ど
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、

そ
の
問
題
を
自
分
事
化
し
、
解
決
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
見
い
だ
す
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、教

師
と
の
対
話
で
深
堀
り
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
生
徒
が
希
望
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
教
師
が
必
ず
対
話
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
物
理
的
に
難
し

い
の
で
す
」

　
そ
こ
で
自
分
の
探
究
が
停
滞
す
る
こ
と
を

嫌
い
、
教
師
の
代
わ
り
に
生
成
Ａ
Ｉ
に
相
談

す
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
か

ら
得
ら
れ
る
ア
ド
バ
イ
ス
は
安
易
な
も
の
が

多
い
と
、
田
辺
先
生
は
語
る
。

　「
例
え
ば
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
解
決
す
る
ア

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
を

け
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
に
内
容

に
関
す
る
質
問
や
自
分
の
意
見
を
問
う
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
実

際
の
生
徒
の
言
語
運
用
力
を
把
握
す
る
こ
と

を
英
語
科
で
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
で
英
文
和
訳
や
英
作
文

な
ど
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
生
徒
が
英
語
を
自
分
の
力
で
運

用
す
る
場
面
を
確
実
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
、
吉
本
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
重
要
な
の
は
、
学
力
向
上
に
結
び
つ
く

よ
う
な
、
生
徒
に
適
切
な
負
荷
が
か
か
る
学

び
が
実
現
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
英
語
科
で
は
、
各
教
師
の
実

践
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
指
導
方
法

を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
の
独
自
教
科
「
共
創
探
究
科
」
を
担

当
す
る
田た

辺な
べ

記の
り

子こ

先
生
は
、
探
究
学
習
に
お

け
る
生
徒
の
伴
走
役
と
し
て
の
生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
を
研
究
し
て
い
る
。
同
研
究
は
、
探
究

学
習
で
生
ま
れ
た
生
徒
の
疑
問
や
悩
み
に
、

教
師
は
必
ず
し
も
生
徒
の
希
望
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
対
応
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う

問
題
意
識
か
ら
始
ま
っ
た
。

　「
例
え
ば
、自
分
の
好
き
な『
食
べ
る
こ
と
』

を
起
点
に
探
究
す
る
課
題
を
設
定
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
生
徒
が
い
る
と
し
ま
す
。
フ
ー

学ぶ
教師から基礎⽂法知識の
説明を受けて、生徒は
⽂法にかかわる知識の
⾃⼰学習に取り組む

教える
生徒が AI に

英⽂法を教える

答える
AI は教えられた知識で

問題を解く

確認する
生徒は正誤を確認し、どの部分が

正しく伝わったかを確認する

振り返る
「どう教えたら伝わるか」を

振り返り、理解と説明力を深める

生徒が生成ＡＩに英文法を教える「育てるＡＩ」図１

※学校資料を基に編集部で作成。

■⽣徒が⽣成ＡＩに教えた内容例
　関係副詞「how」は、方法を表す副詞です。副詞は動
詞を修飾します。動詞を修飾するとは、動詞の意味をよ
り詳しく説明したり、限定したりすることを指します。具
体的には、動詞の動作や状態がどのように行われるか、
どの程度行われるか、いつ行われるかなどを表す言葉を
つけることです。
　先行詞は「the way （方法）」ですが、「how 」または 

「the way」単体で使うことが多いのが特徴です（「the 
way how」のような使い方は一般的にしない）。これは、

「the way」と「how」どちらも方法や手順を表す単語で
あり、重複して用いる必要がないからです。
　以下の⽂章を見てみましょう。
I like how she sings.
I like the way she sings .
彼女の歌い方が好きです。
上記のように「how」もしくは「the way」だけで成り立
ちます。

（例文）
I don't know how he built this house by himself.
どのように彼がこの家を⾃分で建てたのかは知りません。
I like the way he thinks.
彼の考え方が好きです。
I'm not sure how that way works.
その方法がどのように機能するのかは定かではありませ
ん。
I think that the way he acts is a bit childish.

This is the way I do.

これが私のやり方です。

生
徒
の
探
究
学
習
を
い
つ
で
も
支
え
て

く
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ
ボ
ッ
ト
を
開
発

生成ＡＩ時代　生徒の思考をどう深めるか？特集
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思
い
つ
い
た
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
相
談
す

る
と
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
『
そ
れ
は
よ
い
解
決

策
で
す
ね
』
な
ど
と
肯
定
的
に
評
価
し
ま

す
。
し
か
し
、
本
来
は
生
徒
に
対
し
て
『
そ

の
方
法
で
ど
の
く
ら
い
問
題
が
解
決
す
る
と

思
う
？
』『
自
己
満
足
に
と
ど
ま
っ
て
い
な

い
？
』
と
い
っ
た
声
か
け
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
、
探
究
学
習
に
お
い
て
生
徒
を
よ
り
よ

く
悩
ま
せ
、
生
徒
を
い
つ
で
も
支
え
て
く
れ

る
生
成
Ａ
Ｉ
ボ
ッ
ト
を
私
た
ち
教
師
で
つ
く

ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」（
田
辺
先
生
）

　
田
辺
先
生
は
25
年
4
〜
10
月
に
、
田
辺
先

生
と
生
徒
と
の
探
究
学
習
に
関
す
る
対
話
を
、

生
徒
に
許
可
を
得
た
上
で
録
音
。
10
時
間
以

上
の
対
話
の
記
録
を
、「
共
創
探
究
科
」
担
当

の
同
僚
の
教
師
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
分
析
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
田
辺
先
生
の
生
徒
へ
の
向
き
合

い
方
に
は
、「
目
的
と
手
段
の
ズ
レ
を
率
直

に
指
摘
す
る
」「
状
況
に
合
わ
せ
た
具
体
的

な
解
決
策
を
提
案
す
る
」
と
い
っ
た
特
徴
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
う
し
た
特
徴
を

学
習
さ
せ
た
、
生
徒
の
相
談
に
回
答
す
る
教

師
ペ
ル
ソ
ナ
型
生
成
Ａ
Ｉ
「
た
な
べ
ボ
ッ
ト
」

を
開
発
。
校
内
研
修
会
を
経
て
、
26
年
４
月

か
ら
、
課
題
の
設
定
の
伴
走
役
と
し
て
試
験

的
に
運
用
を
開
始
し
た
。
７
月
ま
で
の
約
３

か
月
で
８
割
近
く
の
生
徒
が
活
用
し
た
。

　
条
件
を
設
け
な
け
れ
ば
生
成
Ａ
Ｉ
は
す
ぐ

に
答
え
を
提
示
す
る
た
め
、
生
徒
は
自
分
で

思
考
を
深
め
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
。
し

か
し
「
た
な
べ
ボ
ッ
ト
」
は
、「
あ
な
た
の

言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す

よ
ね
」
な
ど
と
生
徒
の
話
を
受
け
止
め
な
が

ら
、「
こ
の
部
分
が
足
り
ま
せ
ん
」「
解
決
し

た
い
問
題
を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
、

生
徒
が
考
え
る
べ
き
こ
と
を
、
い
つ
ま
で
に

考
え
る
べ
き
か
と
い
っ
た
期
限
と
と
も
に
提

示
す
る
（
図
２
）。

　「
た
な
べ
ボ
ッ
ト
」
を
使
っ
た
生
徒
か
ら

は
、「
場
所
や
時
間
を
選
ば
ず
に
相
談
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
先
生
と
の
対
話
の
時
間
が

来
る
の
を
待
っ
て
い
る
間
に
『
た
な
べ
ボ
ッ

ト
』
を
使
っ
た
ら
、
課
題
の
設
定
が
少
し
進

ん
だ
」「
自
分
が
何
に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る

の
か
を
『
た
な
べ
ボ
ッ
ト
』
が
言
語
化
し
て

く
れ
て
、
次
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
明

確
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

一
方
で
、「
た
な
べ
ボ
ッ
ト
」
に
は
な
い
田

辺
先
生
の
よ
さ
と
し
て
、「
厳
し
い
指
摘
で

あ
っ
て
も
生
徒
が
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
明
る
い
表
情
で
そ
れ
を
伝
え
て
く
れ
る

と
こ
ろ
」「
生
徒
の
性
格
や
こ
れ
ま
で
の
経

験
な
ど
を
踏
ま
え
て
相
談
に
応
え
て
く
れ
る

と
こ
ろ
」「
田
辺
先
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
人
や
機
関
の
紹
介
を
通
じ
て
、
生
徒
の

興
味
・
関
心
と
社
会
を
接
続
し
よ
う
と
し
て

く
れ
る
と
こ
ろ
」
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
そ
う
し
た
生
徒
の
声
か
ら
、「
生
成
Ａ
Ｉ

時
代
に
お
け
る
教
師
の
役
割
」
が
よ
り
明
確

に
見
え
て
き
た
と
田
辺
先
生
は
語
る
。

　「『
こ
う
す
る
と
い
い
よ
』
と
答
え
を
与
え

た
方
が
、
教
師
は
手
間
が
か
か
ら
な
い
で
す

し
、
生
徒
も
楽
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

は
生
徒
の
思
考
は
深
ま
り
ま
せ
ん
。
生
成
Ａ

Ｉ
か
ら
す
ぐ
に
答
え
が
手
に
入
る
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
手
間
を
い
と
わ
ず
に
生
徒
に
考
え

さ
せ
る
働
き
か
け
を
続
け
る
こ
と
が
教
師
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
生
徒
も
求
め
て
い
る
こ
と
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

探究学習における教師ペルソナ型生成AI「たなべボット」図2

※学校資料を基に編集部で作成。

「転生ものの小説やアニメが好きです。みんなも興味があるのなら、転生もののストーリー
を誰かの問題、社会問題の解決に役立てられないかと思いつきましたが、アイデアが浮か
びません」

一般的な生成 AI の回答（要旨） たなべボットの回答
❶キャリア・進路支援：「人生2周目」思考の活用
•テーマ案「転生小説の『強くてニューゲーム』構造を
応用したキャリアシミュレーションプログラムの開発」
•解決のアプローチ

「もし今の知識のまま中学生（あるいは小学校低学年）に
戻ったら、どんな選択をするか？」を具体的に書き出すワー
クショップを作成・実施。客観的に自分の過去を振り返る
ことで、現在の自分の強みや「本当にやりたかったこと」
を再発見できる教育ツールとして提案。

❷高齢者・認知症支援：回想法と「異世界転生」
•テーマ案「高齢者の人生経験を異世界知識として捉え
直す『回想型コミュニケーション』の提案」
•解決のアプローチ
高齢者が持つ昭和・平成の知恵や職人技術は、デジタル
化された現代や若い世代にとっては「異世界のチート知
識」と同等です。高校生が高齢者に「昔の暮らしや工夫」
をインタビューし、それを「異世界転生風の物語」に再構
成してプレゼントする、あるいは地域で共有する取り組み
を企画します。高齢者の生きがい創出や世代間交流につ
ながります。

※このほか、「転生作品の構造を活用した、地元の隠れた
資源の再掘り起こし」「転生ブームの背景分析と、現実社
会における『自己再定義（Re:Start）』手法の考察」など
を提案。

▶転生アニメ・小説の流行を社会問題の解決に応
用したいが、具体案が出ず停滞中。

▶指摘メモ : 目的（社会問題の解決）に対して「転
生もの」という手段のスケールが大きく、具体化
のステップが踏めていません。視点を「読者（相
手）」に切り替えましょう。

▶「転生」の本質は「今の知識を持ったまま、別
の環境でやり直すこと（疑似体験）」です。社会
問題の解決に使うなら、課題当事者の立場を疑似
体験させるエンタメ作品を作るか、既存の課題を
異世界に見立てるアプローチが有効です。まずは
ターゲットと課題を絞り込む必要があります。

▶Next Action

• 解決したい「社会問題」の候補を 3 つ 挙げ
る（例：食品ロス、高齢者の孤立、地域の観光
衰退など）
• 上記の候補を、本日 20:00 まで にこのチャッ
トに送信する

答
え
が
す
ぐ
手
に
入
る
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
生
徒
に
考
え
さ
せ
続
け
る
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柏
木
　
２
０
２
２
年
の
対
話
型
生
成
Ａ
Ｉ

「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
の
一
般
公
開
以
降
、

生
成
Ａ
Ｉ
は
驚
異
的
な
速
度
で
進
化
を
続
け

て
い
ま
す
。
自
ら
の
誤
り
を
検
証
・
修
正
し
、

推
論
す
る
能
力
を
備
え
る
ま
で
に
な
り
、
現

在
は
ユ
ー
ザ
ー
が
設
定
し
た
ゴ
ー
ル
に
対

し
、
生
成
Ａ
Ｉ
自
身
が
計
画
を
立
て
、
複
雑

な
工
程
を
自
律
的
に
こ
な
す
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
が
身
近
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
の
処
理
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
生
成
な
ど
の
様
々
な
領
域
で
既
に
人
間
を

凌
駕
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
知
能
全
般
で
人
間
を

超
え
る
日
が
近
く
訪
れ
る
と
言
わ
れ
る
今
、

人
間
が
思
考
す
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義・

価
値
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

白
水
　
生
成
Ａ
Ｉ
の
能
力
が
指
数
関
数
的
に

向
上
す
る
中
で
、
人
間
が
思
考
す
る
意
義
・

価
値
と
は
何
か
、
こ
れ
か
ら
も
人
間
に
は
思

考
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
っ
た
疑
問
を
持
つ
こ
と
は
も
っ
と
も
だ
と

思
い
ま
す
。
確
か
に
、
人
間
が
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
思
考
の
多
く
を
生
成
Ａ
Ｉ

に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
が
も
う
す
ぐ

や
っ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
人
間
が
思
考
す
る
こ
と
を
放
棄

し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
技
術
を
作
り
出
し
た
私
た

ち
人
間
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
使

う
か
を
考
え
続
け
る
責
任
が
あ
る
か
ら
で
す
。

柏
木
　
26
年
10
月
、
中
央
教
育
審
議
会
の
教

育
課
程
部
会
が
「
次
期
学
習
指
導
要
領
等
に

向
け
た
審
議
ま
と
め
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
人
間
が

知
識
を
持
ち
、
思
考
す
る
意
義
を
整
理
し
て

い
ま
す
（
P.  

22
図
１
）。
そ
れ
は
、「
Ａ
Ｉ
を

駆
動
さ
せ
る
た
め
の
指
示
や
問
い
を
出
す
必

要
性
」「
情
報
の
正
誤
や
妥
当
性
を
見
極
め

る
必
要
性
」「
Ａ
Ｉ
の
基
本
的
な
仕
組
み
や

人
間
の
認
知
に
与
え
る
影
響
を
理
解
し
た
上

で
社
会
の
創
り
手
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す

必
要
性
」、
そ
し
て
「
責
任
を
持
っ
て
Ａ
Ｉ

を
制
御
し
た
り
、
管
理
し
た
り
、
発
展
さ
せ

た
り
す
る
必
要
性
」
の
４
点
で
す
。

白
水
　
ど
れ
だ
け
生
成
Ａ
Ｉ
が
優
れ
た
も
の

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
ど
ん
な
社
会
を
創
り

た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
生
成

Ａ
Ｉ
を
管
理
す
る
の
か
は
、
人
間
が
思
考
す

べ
き
こ
と
で
す
。
近
い
将
来
、
生
成
Ａ
Ｉ
は

事
実
と
は
異
な
る
情
報
を
も
っ
と
も
ら
し
く

出
力
し
て
し
ま
う
「
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

を
起
こ
さ
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

本
特
集
を
振
り
返
っ
て

生
成
Ａ
Ｉ
を
学
び
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、

人
生
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む

生
成
Ａ
Ｉ
が
人
間
に
代
わ
っ
て
自
律
的
に
思
考
・
判
断
し
、
知
能
全
般
で
人
間
を
凌
駕
す
る
日
が
近
い
と
言
わ
れ
る
今
、
人
間
が
思
考
す
る
こ
と
の
意

味
と
は
何
か
。
国
立
教
育
政
策
研
究
所
初
等
中
等
教
育
研
究
部
部
長
で
、
同
・
教
育
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
白
水
始

氏
と
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
統
括
責
任
者
の
柏
木
崇
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
思
考
の
意
味
と
人
間
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
そ
し
て
次
代

を
生
き
る
生
徒
を
育
て
る
学
校
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
答
え
の
価
値
を

判
断
す
る
こ
と
が
人
間
の
役
割

 
編集部 

統括責任者

柏木 崇

国立教育政策研究所
初等中等教育研究部 部長
教育データサイエンスセンター
副センター長

白
し ろ

水
う ず

 始
は じ め

生成ＡＩ時代　生徒の思考をどう深めるか？特集

 高校版  2026 October21

0-01-5-00033-001 2026 年度 VIEW next 高校版 10 月号 21 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

10/06
三宅

再
念
校

10/08
三宅 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P021-023_view-next-koukou-10g.indd   21P021-023_view-next-koukou-10g.indd   21 2026/10/08   16:112026/10/08   16:11



か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
出
力
し
た
結
果
が
正
解

だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
正
解
に
価
値
が
あ

る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
出
し

た
答
え
が
人
間
の
発
想
を
豊
か
に
広
げ
る
創

造
的
な
も
の
か
ど
う
か
を
思
考
す
る
責
務
が

私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。

柏
木
　
生
成
Ａ
Ｉ
が
出
力
し
た
結
果
に
対
す

る
人
間
の
か
か
わ
り
が
、
正
誤
の
識
別
か
ら

質
の
判
断
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
指

摘
は
、
次
代
を
生
き
る
生
徒
た
ち
に
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
や
、
そ
の
育
成
の
た
め
の

授
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
の
大
切
な
ヒ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

白
水
　
歴
史
学
者
の
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ

ラ
リ
は
、
人
間
社
会
は
判
断
を
間
違
え
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
集
団
で
あ
り
、
判
断
を
間

違
え
る
度
に
自
ら
修
正
し
、
前
進
し
て
き
た

と
、
著
書
の
中
で
語
っ
て
い
ま
す
。
事
実
、

人
類
は
宗
教
的
世
界
観
か
ら
科
学
的
世
界
観

へ
と
転
換
し
て
以
来
、
特
に
民
主
主
義
社
会

に
お
い
て
、
集
団
と
し
て
の
目
標
を
共
有
し

た
上
で
、
仮
説
を
立
て
、
間
違
い
に
気
づ
い

た
ら
修
正
し
、
成
果
を
得
た
ら
ま
た
新
し
い

目
標
を
掲
げ
る
こ
と
を
協
働
的
に
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
営
み
は
ま
さ
に「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
取
り
組
む

姿
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
故
・
三
宅
な

ほ
み
先
生
が
開
発
し
た
協
調
学
習
「
知
識
構

成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
」
の
研
究
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
協
調
学
習
で
は
、
対
峙
し
た
問
題
に

対
し
て
自
分
の
答
え
を
持
つ
こ
と
、
た
だ
し
、

自
分
の
考
え
だ
け
で
は
視
野
が
狭
く
な
る
た

め
、
他
者
と
対
話
し
な
が
ら
広
く
深
く
考
え

て
答
え
を
持
つ
こ
と
を
生
徒
に
求
め
ま
す
。

科
学
的
で
民
主
的
な
世
界
観
の
下
、
社
会
を

発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
限
り
、
協
調
学

習
で
育
ま
れ
る
「
自
分
の
考
え
を
つ
く
り
、

壊
し
、
つ
く
り
直
す
力
」
は
今
後
も
必
要
で

す
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
出
し
た
答
え
の
質
を
判

断
す
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
よ
り
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
生
成
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の

か
、
そ
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
が
出
し
た
答
え
に
価

値
が
あ
る
か
を
考
え
る
た
め
に
は
、
多
様
な

他
者
と
協
働
す
る
力
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
で
は
、
既
に
生
徒
・
教
師
に

と
っ
て
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
生
成
Ａ

Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
、
他
者
と
協

働
し
て
思
考
す
る
学
び
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

白
水
　
学
び
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

は
３
つ
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
第
１
段
階
は
、

学
習
者
が
独
力
で
解
決
が
困
難
な
問
題
に
つ

い
て
、
ヒ
ン
ト
や
ガ
イ
ド
を
得
る
た
め
の
ツ

ー
ル
と
し
て
の
活
用
で
す
。
第
２
段
階
は
、

対
話
を
通
じ
て
と
も
に
考
え
、
学
び
を
創
り

出
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
活
用
で

す
。
そ
し
て
第
３
段
階
は
、
学
習
者
が
考
え

た
こ
と
に
つ
い
て
、
異
な
る
視
点
を
提
供
す

る
こ
と
で
思
考
を
深
め
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
の
活
用
で
す
。
学
習
者
が
「
答
え

は
出
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
学
び
は
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
新
た
に
こ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
た
い
」
な
ど
と
学

び
を
広
げ
、
深
め
て
い
く
た
め
の
支
援
を
生

成
Ａ
Ｉ
が
行
い
ま
す
。

柏
木
　
山
形
県
立
酒
田
光
陵
高
校
の
理
科
の

事
例
（
P. 

13
〜
14
）
で
は
、
実
験
の
考
察
に

対
す
る
生
徒
の
相
互
評
価
に
生
成
Ａ
Ｉ
が
参

画
し
、
生
徒
た
ち
に
欠
け
が
ち
な
視
点
を
提

供
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
第
３
段

階
の
活
用
だ
と
思
い
ま
す
。

白
水
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
生
徒
に
と
っ
て
「
常
に

正
し
い
答
え
を
知
っ
て
い
る
存
在
」
で
は
な

く
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
15
年
ほ
ど

前
、
故
・
三
宅
な
ほ
み
先
生
と
と
も
に
、「
人

と
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
生
に
よ
る
協
創
社
会
」
の

実
現
を
考
え
る
「
人
ロ
ボ
ッ
ト
共
生
学
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
学
び
合
う

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
人
間
が
遠
隔
操
作
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
協
調
学
習
に
参
画
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
「
君
か
ら
話
し
て
」「
話

し
合
い
を
ま
と
め
る
と
こ
う
な
る
ね
」
な
ど

と
正
解
を
知
る
権
威
者
と
し
て
振
る
舞
う
よ

り
も
、「
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
も
う
一
度

説
明
し
て
」
な
ど
と
頼
り
に
な
ら
な
い
存
在

と
し
て
振
る
舞
う
方
が
、
ほ
か
の
学
習
者
の

学
び
の
意
欲
を
高
め
、
学
び
が
深
ま
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
「
い
つ
も

頼
り
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
存
在
」
と
す
る

こ
と
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
際
の
要
点

の
１
つ
だ
と
私
は
考
え
て
ま
す
。

柏
木
　
埼
玉
県
立
大
宮
高
校
の
国
語
科
の
事

例（
P. 

15
〜
16
）や
滋
賀
県
・
私
立
立
命
館
守

山
中
学
校
・
高
校
の
英
語
科
の
事
例（
P. 

18
〜

AI時代に人間が知識を持ち、思考する意義図１

※中央教育審議会初等中等教育分科会 教育課程部会「次期
学習指導要領等に向けた審議まとめ」を基に編集部で作成。

AI への
指示や問い

AI を駆動させたり、「壁打ち」
の相手にしたりするために
は、人間側が該当する分野
における一定の知識を持っ
て適切な指示や問いを出す
必要がある

情報の正誤や
妥当性の
見極め

AI が処理した膨大な情報の
正誤や妥当性を判断し、責任
を持って意思決定を行うため
の基盤としての知識が必要

社会の
創り手として
の責任

AI の基本的な仕組みや人間
の認知に与える影響（情報
の偏りなど）を理解し、民
主的で持続可能な社会の創
り手としての責任を果たす
必要がある

生成AIの
制御・管理・
発展

人間が責任を持って AI を制
御したり、管理したり、発
展させたりする必要がある

よ
り
価
値
が
高
ま
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
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19
）
で
は
、
生
徒
に
完
璧
な
正
解
を
教
え
て

く
れ
な
い
存
在
、
生
徒
が
知
識
を
与
え
な
い

と
駆
動
し
な
い
存
在
と
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
、
生
徒
の
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
「
い
つ
も
頼
り
に
な
る
と
は
限
ら
な

い
存
在
」
と
し
て
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
す
。

柏
木
　
既
に
生
徒
の
多
く
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
ツ

ー
ル
と
し
て
日
々
の
学
習
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
「
答
え
を
聞
く
だ
け
の
ツ
ー
ル

と
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
の
な
ら
ば
、学

び
は
深
ま
ら
な
い
」
と
理
解
し
、
思
考
を
深

め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
は
、
教
師
に
は
ど
の
よ
う

な
指
導
・
支
援
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

白
水
　
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
学
び
が
深
ま
っ

た
経
験
を
、
教
師
が
生
徒
に
オ
ー
プ
ン
に
す

る
こ
と
が
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。「
私
は
プ
リ

ン
ト
を
作
る
時
に
、こ
ん
な
ふ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ

と
壁
打
ち
を
し
た
」「
こ
こ
ま
で
は
自
分
で
気

づ
け
た
け
れ
ど
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
力
を
借
り

る
こ
と
で
、
こ
の
部
分
の
視
点
が
広
が
っ
た
」

な
ど
と
、
教
師
の
実
体
験
を
生
徒
に
伝
え
る

こ
と
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
と
も
に
生
き
る
学
び

手
、
創
り
手
と
し
て
の
モ
デ
ル
に
な
り
ま
す
。

柏
木
　「
使
い
方
を
教
え
る
」
の
で
は
な
く
、

「
使
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
る
」
の
で
す
ね
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
教
師
自
身
に
「
生

成
Ａ
Ｉ
を
こ
う
使
っ
た
と
こ
ろ
、
思
考
が
深

ま
っ
た
」
な
ど
と
自
覚
で
き
る
よ
う
な
経
験

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
、
複

数
の
教
師
た
ち
の
協
働
に
生
成
Ａ
Ｉ
が
参
画

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
生
徒

に
と
っ
て
教
師
は
よ
り
よ
い
協
調
学
習
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

白
水
　
学
校
は
社
会
に
と
っ
て
の
希
望
の
場

所
で
あ
る
こ
と
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
鮮
明
に
な
っ
た
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
企
業
で
は
効
率
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
学
校
に
は
、
手
間
暇
が
か
か
る
面
倒

な
こ
と
で
も
、
後
で
役
に
立
つ
と
考
え
ら
れ

る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
を
大
切
に
す
る
と
い
う

行
動
原
理
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
学
校

は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
面
倒
な
こ
と
ば
か
り

で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
自
分
の
話
を
よ
く
理
解

し
て
く
れ
る
け
れ
ど
も
、
友
人
や
先
生
に
は

な
か
な
か
自
分
の
考
え
や
思
い
が
伝
わ
ら
な

い
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
小
さ
な
成
果
に
対
し
て
も

た
く
さ
ん
褒
め
て
く
れ
る
け
れ
ど
も
、
友
人

や
先
生
は
褒
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
耳
に

痛
い
こ
と
も
口
に
す
る
。
人
間
同
士
が
つ
き

合
う
こ
と
、
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
自
分

の
考
え
を
変
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
面
倒
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
面
倒
を
乗

り
越
え
た
先
に
、
自
分
の
思
考
が
広
が
り
、

深
ま
る
喜
び
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
生
徒
が

体
験
を
通
し
て
知
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
学
校
が
大
事
に
し

て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

柏
木
　
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
で
授
業
の
あ
り
方

や
生
徒
の
学
び
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
学
校
と
い
う
場
の
使
命
は
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

白
水
　
人
は
そ
れ
ぞ
れ
顔
が
違
う
よ
う
に
、

考
え
方
も
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
そ
れ
が

個
性
、
生
き
方
で
す
。
個
性
や
生
き
方
は
、

学
校
で
学
び
、
自
分
な
り
に
考
え
、
さ
ら
に

他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
考
え
を
広
げ
た

り
、
深
め
た
り
す
る
中
で
形
成
さ
れ
ま
す
。

学
校
で
の
学
び
は
、
教
科
書
の
内
容
を
頭
に

入
れ
る
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自

己
形
成
の
た
め
に
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
高

校
は
、
生
徒
が
学
び
を
通
し
て
「
自
分
は
こ

ん
な
ふ
う
に
物
事
を
考
え
る
ん
だ
な
」「
私

は
こ
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど

と
自
己
の
生
き
方
・
あ
り
方
を
理
解
し
な
が

ら
、
自
分
を
つ
く
り
上
げ
る
場
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
学
び
の
中

で
自
分
ら
し
さ
を
形
成
し
、
様
々
な
判
断
と

選
択
を
重
ね
て
き
た
人
生
は
紛
れ
も
な
く
自

分
の
も
の
だ
と
思
え
る
「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

を
生
徒
に
育
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
次
期
学
習
指

導
要
領
で
育
成
を
目
指
す
「
自
分
の
人
生
を

舵
取
り
す
る
力
」
の
土
台
に
あ
た
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
は
、

自
己
の
生
き
方
・
あ
り
方
を
学
び
の
中
で
確

立
し
て
い
く
助
け
と
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
と
い
う
視
点
が
、
教
師
、
生
徒
双
方
に

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
び
を
通

し
て
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
育
ま
れ
た
の
な
ら

ば
、
次
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
主
体
的
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ

な
し
、
さ
ら
に
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な

循
環
が
生
徒
の
内
面
で
実
現
さ
れ
る
学
校
が

今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

しろうず・はじめ◎中京大学情報科学部講師、国
立教育政策研究所総括研究官、東京大学大学発教
育支援コンソーシアム推進機構機構長、同大学高
大接続研究開発センター教授等を経て現職。専門
は学習科学・認知科学。主な著書に『資質・能力 [ 理
論編 ]』『対話力―仲間との対話から学ぶ授業をデ
ザインする !』（いずれも東洋館出版社）。

教
師
が
自
分
の
思
考
が
深
ま
っ
た

過
程
を
生
徒
に
見
せ
る

生成ＡＩ時代　生徒の思考をどう深めるか？特集
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静
岡
県
・
静
岡
市
立
清
水
桜
が
丘
高
校
は

２
０
１
３
年
度
、
静
岡
市
立
清
水
商
業
高
校

と
静
岡
県
立
庵い

原は
ら

高
校
が
統
合
し
て
開
校
し

た
。
普
通
科
と
商
業
科
を
併
設
す
る
同
校
に

入
学
し
て
く
る
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
希
望

進
路
、学
力
は
実
に
多
様
だ
が
、２
校
が
培
っ

て
き
た
歴
史
や
文
化
を
土
台
に
、
そ
う
し
た

生
徒
の
多
様
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
に

根
差
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
し

か
し
、
同
校
を
取
り
巻
く
地
域
に
お
い
て
も

少
子
化
が
進
行
。
受
験
生
か
ら
選
ば
れ
続
け

る
高
校
と
な
る
た
め
に
は
、
同
校
独
自
の
価

値
創
出
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
課
題
を
重
要
視
し
た
静
岡
市
教
育
委

員
会（
以
下
、市
教
委
）
が
23
年
度
に
「
特
色

は
教
師
に
も
生
徒
に
も
分
か
り
に
く
い
の
で

は
な
い
か
』『〝
○
○
力
〟
な
ど
と
表
現
は
統

一
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
』
と
い
う

よ
う
に
、文
言
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

校
内
で
の
議
論
は
職
員
室
の
隣
に
あ
る
ガ
ラ

ス
張
り
の
部
屋
で
行
い
、
委
員
以
外
の
教
師

に
議
論
の
様
子
が
見
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

化
・
魅
力
化
検
討
委
員
会
」（
以
下
、検
討
委

員
会
）
を
設
置
。
市
教
委
と
外
部
の
有
識
者
、

同
校
の
有
志
の
教
師
が
委
員
と
な
り
、
市
立

高
校
と
し
て
静
岡
の
未
来
を
創
る
担
い
手
を

育
成
す
る
た
め
に
同
校
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

議
論
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
と
連
携

し
て
取
り
組
む
探
究
学
習
の
深
化
や
、
自
律

し
た
学
習
者
の
育
成
に
向
け
た
個
別
最
適
な

学
び
の
実
現
な
ど
、
改
革
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
。
そ
し
て
そ
の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
ス

ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下
、
Ｓ
Ｍ
）
と
ス

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
）を
策
定

し
た
（
図
１
）。
委
員
の
１
人
の
江え

ま間
啓け

い

之じ

副

校
長
は
、
策
定
の
過
程
を
こ
う
語
る
。

　「
例
え
ば
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
は
、
検
討
委
員
会
に
先
立
ち
、
委
員
で

は
な
い
教
師
か
ら
も
生
徒
に
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
力
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、
最
終
的
に
３

つ
の
力
と
し
た
案
を
作
成
し
ま
し
た
。『〝
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〟
な
ど
、
カ
タ
カ
ナ
の
言
葉

スクール・ミッション、スクール・ポリシー（抜粋）図１

■スクール・ミッション
地域社会に貢献する未来の静岡の創り手を育むため、「つ
ながる学び×つかえる学び」を通して、自己を律する力、
共に創り上げる力、突破する力を育成します。

■スクール・ポリシー（グラデュエーション・ポリシー）
•自己を律する力　他者への配慮ができ、主体的に目標
を設定し、達成に向けてひたむきに取り組む。
•共に創り上げる力　自他の考えを尊重し、対話を通し
て仲間とともに課題解決に導き、その喜びを共有する。
•突破する力　柔軟な発想と行動で自己の限界を打ち破
り、自他の幸福を追求する。

※学校資料を基に編集部で作成。

学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化

探
究
学
習
・
教
科
指
導
・
進
路
指
導
の

全
方
位
で
自
校
独
自
の
価
値
を
つ
く
る

静
岡
県
・
静
岡
市
立
清
水
桜
が
丘
高
校

設立　2013（平成 25）年
形態　全日制／普通科、商業科／共学
生徒数　１学年約240人
2025 年度卒業生進路実績　国公立大は、山梨
大、静岡大、愛知教育大、三重大、東京都立大、
山梨県立大、静岡県立大などに 23 人が合格。
私立大は、中央大、法政大、明治大、早稲田大、
南山大、関西大などに延べ246人が合格。短大・
専門学校進学 43人。就職 40人。

学校概要

教師たちの創意工夫や挑戦
そして改革への情熱を描く

指導変革
軌跡 No. 302

の2013 年度に２校が統合して開校
した静岡県・静岡市立清水桜が

丘高校は、 独自の価値創出に向け、23 年度に改革に着手した。総合的な
探究の時間では普通科・商業科の混合チームで探究学習を実施し、定期
考査は廃止して単元テストを導入。生徒が将来への目的意識を持てる
よう、進路指導も見直した。統合校ゆえに合意形成の面で難航すること
もあったが、教師間での対話を通じて「ともによい学校をつくる」とい
う意識が醸成され、新たな挑戦がしやすい学校文化が育まれつつある。
＃普通科・商業科の併設　＃探究学習の改善　# 定期考査の廃止　# 単元テストの導入

１分で分かる軌跡

少
子
化
の
中
、
選
ば
れ
る

学
校
づ
く
り
が
急
務
に

変
革
の
背
景
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24
年
度
は
具
体
的
な
改
革
に
着
手
し
た
。

検
討
委
員
会
の
委
員
だ
っ
た
教
師
や
、前
校
長

が
指
名
し
た
研
修
課
の
小
泉
真
由
子
先
生
、

教
務
課
（
当
時
）
の
小
泉
龍
馬
先
生
、
進
路

課
長
の
金き

ん
ぱ
ら原
直
樹
先
生
ら
か
ら
成
る
「
魅
力

化
小
委
員
会
」（
以
下
、小
委
員
会
）を
校
内
に

設
置
し
、
Ｓ
Ｍ
や
Ｓ
Ｐ
の
実
現
に
向
け
て
何

を
す
べ
き
か
、
議
論
し
た
。
課
題
は
、
取
り

組
む
内
容
の
検
討
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
２

校
の
統
合
校
の
教
師
が
合
意
形
成
を
図
る
こ

と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
全
教
師
が
参
加
す
る

校
内
研
修
を
何
回
も
実
施
し
て
改
革
の
方
向

性
を
共
有
し
つ
つ
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間

（
以
下
、
総
合
探
究
）
の
刷
新
や
単
元
テ
ス

ト
の
導
入
、
教
育
課
程
の
改
編
、
進
路
指
導

の
見
直
し
な
ど
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
っ
た
。

主
軸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
順
に
見
て
い
く
。

　
総
合
探
究
で
は
、
小
泉
真
由
子
先
生
と
小

泉
龍
馬
先
生
が
22
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
改

革
を
加
速
さ
せ
た
。

　「
本
校
の
総
合
探
究
は
21
年
度
ま
で
、
学
年

部
ご
と
に
担
当
す
る
体
制
を
採
っ
て
い
ま
し

た
が
、
総
合
探
究
を
本
校
の
特
色
と
す
る
た

め
に
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ

る
22
年
度
に
全
校
体
制
に
刷
新
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
先
生
方
の

戸
惑
い
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
直

し
、
22
年
度
は
私
と
小
泉
龍
馬
先
生
が
受
け

持
っ
て
い
た
２
年
生
で
、
外
部
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
力
も
借
り
て
地
元
企
業
と
連
携

す
る
探
究
学
習
を
導
入
し
、23
年
度
は
持
ち
上

が
っ
た
３
年
生
で
自
己
探
究
に
取
り
組
む
探

究
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
し
て
１
年
生
の

担
当
と
な
っ
た
24
年
度
に
、学
校
全
体
で
の
刷

新
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」（
小
泉
真
由
子
先
生
）

　
ま
ず
、
各
学
年
部
で
２
人
の
教
師
が
総
合

探
究
の
担
当
と
な
り
、
研
修
課
と
各
学
年
部

が
連
携
す
る
体
制
を
整
え
た
。
そ
し
て
、
総

合
探
究
の
３
年
間
の
指
導
計
画
の
作
成
に
も

着
手
。
１
年
次
は
グ
ル
ー
プ
探
究
と
し
、「
静

岡
市
の
持
続
可
能
な
開
発
」「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」

な
ど
、６
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
生
徒
は
自
分
が

興
味
・
関
心
の
あ
る
も
の
を
選
び
、
各
テ
ー

マ
内
で
２
学
科
の
生
徒
が
混
合
の
チ
ー
ム
を

組
み
、
地
元
企
業
か
ら
助
言
を
得
な
が
ら
取

り
組
む
探
究
学
習
と
し
た
。
２
年
次
は
生
徒

が
自
分
で
設
定
し
た
課
題
に
つ
い
て
探
究
す

る
個
人
探
究
と
し
、
３
年
次
は
過
去
の
出
来

事
と
関
連
づ
け
な
が
ら
将
来
の
自
分
を
展
望

し
た
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
自
己
探
究
と
し
た
。

　
改
革
後
の
総
合
探
究
の
最
大
の
特
色
は
、

２
学
科
合
同
で
活
動
に
取
り
組
む
形
に
し
た

こ
と
だ
。
教
師
か
ら
は
当
初
、「
２
学
科
合
同

で
行
う
意
味
は
あ
る
の
か
」「
普
通
科
と
商
業

科
で
は
探
究
テ
ー
マ
が
合
わ
な
い
」
と
い
っ

た
声
が
上
が
っ
た
と
、
現
在
研
修
課
長
を
務

め
る
小
泉
龍
馬
先
生
は
語
る
。

　「
２
学
科
合
同
の
活
動
と
す
る
こ
と
に
慎
重

な
意
見
も
出
ま
し
た
が
、
前
校
長
が
『
こ
れ

は
本
校
の
特
色
に
な
る
。
ま
ず
は
実
践
し
て

み
よ
う
』
と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
専

門
が
異
な
る
生
徒
が
一
緒
に
活
動
す
れ
ば
Ｓ

Ｍ
に
掲
げ
る
『
共
に
創
り
上
げ
る
力
』
が
育

成
さ
れ
る
こ
と
や
、
専
門
的
な
学
び
の
『
課

題
研
究
』
と
自
身
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
追

究
す
る
総
合
探
究
と
で
は
目
的
が
異
な
る
こ

と
な
ど
を
繰
り
返
し
説
明
し
、
時
間
を
か
け

商
業
科
長
、
研
修
課

小
泉
真
由
子 

こ
い
ず
み
・
ま
ゆ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

商
業
科
。
３
年
部
。

進
路
課
長

金
原
直
樹 

き
ん
ぱ
ら
・
な
お
き

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

数
学
科
。
３
年
部
。

副
校
長

江
間
啓
之 

え
ま
・
け
い
じ

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

研
修
課
長

小
泉
龍
馬
　 

こ
い
ず
み
・
り
ょ
う
ま

同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

数
学
科
。
３
年
部
。

「
こ
れ
は
本
校
に
必
要
な
取
り
組
み
だ
か
ら
」。

そ
の
言
葉
で
実
施
に
踏
み
切
れ
た

２
学
科
の
混
合
チ
ー
ム
で

取
り
組
む
探
究
学
習
に
転
換

変
革
の
一
手

校
長坪井

保
人 

つ
ぼ
い
・
や
す
ひ
と

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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て
新
た
な
形
へ
の
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
き

ま
し
た
」

　
自
律
し
た
学
習
者
の
育
成
に
向
け
て
、
定

期
考
査
を
廃
止
し
、
単
元
テ
ス
ト
を
導
入
し

た
。
24
年
度
は
一
部
の
教
科
・
科
目
で
単
元

テ
ス
ト
を
試
行
し
、
25
年
度
は
全
教
科
・
科

目
に
展
開
。
各
教
科
・
科
目
の
特
性
に
応
じ

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
も
導
入
し
、
学
習

評
価
の
多
面
化
・
多
角
化
も
図
っ
た
。

　「
定
期
考
査
で
は
、
考
査
の
前
だ
け
集
中
し

て
勉
強
し
、
考
査
を
乗
り
切
る
生
徒
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
定
期
考
査

の
代
わ
り
に
単
元
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
単
元
テ
ス
ト
は
定
期
考
査
に

比
べ
て
出
題
範
囲
が
狭
く
、
学
習
や
振
り
返

り
が
こ
ま
め
に
し
や
す
い
た
め
、
学
習
内
容

が
着
実
に
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
生
徒
が
『
分
か
っ
た
』
と
自
分
の

理
解
を
実
感
で
き
れ
ば
、『
も
っ
と
知
り
た
い
』

と
い
っ
た
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
し
ま
し
た
」（
江
間
副
校
長
）　

　
同
校
の
単
元
テ
ス
ト
は
「
自
習
20
分
間
＋

テ
ス
ト
30
分
間
」
な
ど
、
テ
ス
ト
時
間
は
20

〜
30
分
間
を
目
安
と
し
、
前
時
や
テ
ス
ト
前

に
は
自
習
時
間
を
設
け
る
形
に
統
一
。
年
度

当
初
に
全
教
科
・
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
を
配
布

し
、
単
元
開
始
時
に
は
該
当
単
元
の
評
価
規

準
と
評
価
方
法
を
明
示
し
て
、
生
徒
が
自
分

で
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
回
せ
る
よ
う
に
し
た

（
図
２
）。
当
初
は
「
学
習
の
ペ
ー
ス
が
つ
か

め
ず
、
大
変
」
と
い
っ
た
声
が
生
徒
か
ら
多

く
上
が
っ
た
が
、
今
で
は
「
学
習
習
慣
が
身

に
つ
い
た
」「
毎
日
の
授
業
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
し
、生
徒

に
時
間
を
返
す
」と
い
う
方
針
の
下
、教
育
課

程
を
改
編
し
た
。
改
編
前
の
履
修
単
位
数
は

２
学
科
と
も
各
学
年
32
単
位
（
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
含

む
）
だ
っ
た
が
、
改
編
後
は
30
単
位
と
し
た
。

さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
校
と
し

て
「
情
報
Ⅱ
」
を
設
置
し
、
普
通
科
で
も
商

業
科
の
専
門
科
目
２
科
目
を
履
修
で
き
る
仕

組
み
に
し
た
。
改
編
案
は
教
務
課
が
中
心
と

な
っ
て
作
成
。
各
教
科
内
で
検
討
し
た
内
容

を
各
教
科
の
代
表
者
に
よ
る
会
議
で
議
論
し
、

そ
の
結
果
を
各
教
科
に
持
ち
帰
っ
て
ま
た
検

み
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
高
め
る
講
演
や
大
学
・

学
部
研
究
な
ど
の
時
間
を
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ（
＊

１
）
を
取
り
入
れ
な
が
ら
大
幅
に
増
や
し
た
。

　「
な
り
た
い
自
分
が
明
確
に
な
る
と
、
人
は

主
体
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生
徒
に

時
間
を
返
し
た
の
は
、
生
徒
が
自
分
の
将
来

に
つ
い
て
調
べ
、
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
で

明
確
な
目
標
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
活
動
が

生
徒
に
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
」（
金
原
先
生
）

　
そ
し
て
、
面
談
週
間
や
講
演
会
、
模
擬
試

験
な
ど
、
１
〜
３
年
次
の
進
路
指
導
の
流
れ

と
各
指
導
に
お
い
て
重
要
な
点
を
普
通
科
・

商
業
科
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
示
し
た
「
進
路

指
導
概
要
」
を
作
成
。
教
師
間
で
指
導
の
目

線
を
合
わ
せ
、
生
徒
を
支
援
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
ク
ラ
ス
間
で
ず
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。

　「
各
教
師
の
個
性
を
生
か
し
た
指
導
や
、
生

徒
の
状
況
に
合
わ
せ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
尊
重

し
つ
つ
、
面
談
で
生
徒
や
保
護
者
に
伝
え
る

べ
き
事
項
や
生
徒
に
声
を
か
け
る
時
期
な
ど
、

本
校
の
進
路
指
導
で
大
切
な
点
に
つ
い
て
は

目
線
が
合
う
よ
う
、
進
路
指
導
概
要
の
文
言

や
見
せ
方
を
工
夫
し
ま
し
た
」（
金
原
先
生
）

討
す
る
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
た
。

７
案
目
で
合
意
に
達
し
、
26
年
度
か
ら
各
学

年
30
単
位
の
教
育
課
程
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
普
通
科
に
は
特
別
進
学
ク
ラ
ス
を
１
年
次

か
ら
１
学
級
設
け
て
い
た
た
め
、
改
編
し
て

も
国
公
立
大
学
の
一
般
選
抜
に
合
格
す
る
学

力
を
担
保
で
き
る
の
か
、
校
内
で
議
論
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
特
別
進
学
ク
ラ
ス
は
維

持
し
、
３
年
間
で
６
単
位
減
ら
し
て
も
合
格

に
必
要
な
学
力
を
し
っ
か
り
育
む
教
育
課
程

と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
、
Ｓ
Ｍ
に

掲
げ
る
『
共
に
創
り
上
げ
る
力
』
の
育
成
を

踏
ま
え
て
26
年
度
か
ら
は
、
特
別
進
学
ク
ラ

ス
の
設
置
を
２
年
次
か
ら
に
変
更
し
、
１
年

次
は
生
徒
が
多
様
な
仲
間
と
日
常
的
に
か
か

わ
り
合
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
金
原
先
生
）

　
進
路
指
導
も
自
律
し
た
学
習
者
の
育
成
の

観
点
か
ら
見
直
し
た
。
そ
れ
ま
で
週
末
課
題

と
し
て
い
た
進
路
学
習
は
Ｌ
Ｈ
Ｒ
に
組
み
込

＊１　ベネッセが提供する、進路・探究・表現学習を統合的に支援するデジタル教材。
＊２　ベネッセが提供する、「学校の授業・指導」「⽣徒の学習」支援のためのＩＣＴプラットフォーム。

※学校資料を基に
編集部で作成。

単元テストを軸とした学習サイクル図２

教科シラバス
（年間計画）

評価規準書
（科目ごと）

各単元の
評価規準、
評価方法

（単元テスト）
ペーパーテスト
実技
レポート
口頭表現

（フィードバック）
学習の
振り返り

年度当初
に配信

単元開始
同時配信

やる気になれば、
いつでも

トライできる！

な
り
た
い
自
分
が
あ
る
か
ら
こ
そ
自
ら
学
ぶ
。

生
徒
が
自
分
の
将
来
を

じ
っ
く
り
考
え
る
活
動
が
必
要
だ
っ
た

生
徒
に
時
間
を
返
す
か
ら
こ
そ
、

将
来
を
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
る

単
元
テ
ス
ト
を
導
入
し
、教
育

課
程
は
３
年
間
で
６
単
位
減
に
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一
連
の
改
革
を
経
て
、
教
師
の
意
識
は
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　「
検
討
委
員
会
や
小
委
員
会
で
の
議
論
、
校

内
研
修
な
ど
を
経
て
、
学
校
を
よ
り
よ
く
し

て
い
こ
う
と
す
る
教
師
一
人
ひ
と
り
の
意
識

の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
も
の

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
中
で
、
既

存
の
方
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
変
化
を
恐
れ
ず

に
挑
戦
す
る
文
化
が
少
し
ず
つ
醸
成
さ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
江
間
副
校
長
）

　
例
え
ば
今
年
度
の
３
年
生
の
総
合
探
究
で

は
、人
気
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
元
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
、「
企
業
が
求
め
る
人
材
」を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
を
行
っ
た
上
で
、そ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

を
遠
足
で
訪
れ
、プ
ロ
の
仕
事
を
肌
で
感
じ
、

学
ん
だ
お
も
て
な
し
の
精
神
を
文
化
祭
の
一

般
公
開
で
発
揮
す
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
た
。

　「
２
学
科
合
同
で
総
合
探
究
と
学
校
行
事
が

連
動
す
る
活
動
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
先
生

方
か
ら
以
前
の
よ
う
な
戸
惑
い
の
声
が
出
る

こ
と
は
な
く
、
各
部
署
か
ら
『
本
校
な
ら
で

は
の
取
り
組
み
だ
』
と
賛
同
を
得
て
実
施
で

き
ま
し
た
」（
小
泉
龍
馬
先
生
）

　
そ
う
し
た
学
校
全
体
の
改
革
を
後
押
し
し

よ
う
と
、
今
年
度
着
任
し
た
坪
井
保や

す
ひ
と人
校
長

は
、
自
身
の
考
え
を
発
信
す
る
「
勇
気
づ
け

通
信
」
を
教
師
に
毎
月
配
布
し
て
い
る
。

　「
学
校
全
体
で
同
じ
目
線
で
目
標
に
向
か
う

こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
単
元
テ

ス
ト
に
つ
い
て
、『
テ
ス
ト
の
実
施
回
数
が
増

え
た
こ
と
で
、
作
問
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
』と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

『
自
律
し
た
学
習
者
の
育
成
に
向
け
て
日
常
的

に
学
習
す
る
こ
と
へ
の
意
識
づ
け
が
図
れ
る

の
が
単
元
テ
ス
ト
で
す
』
と
伝
え
て
い
ま
す
。

校
長
で
あ
る
私
が
取
り
組
み
の
価
値
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
先
生
方
が
前
向
き
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
坪
井
校
長
）

　
生
徒
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。「
生
徒
全
員
が

楽
し
め
る
体
育
祭
に
な
る
よ
う
、
種
目
を
変

更
し
た
い
」
と
体
育
祭
実
行
委
員
会
が
職
員

会
議
で
内
容
変
更
を
提
案
。
教
師
と
議
論
し

た
結
果
、
24
年
度
か
ら
種
目
を
変
更
し
た
。

ま
た
、
文
化
祭
の
一
般
公
開
は「
自
分
た
ち
が

楽
し
む
も
の
」か
ら「
来
場
者
を
も
て
な
す
も

の
」
へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
学
力
面
も
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。
模

擬
試
験
で
は
例
年
、２
年
次
の
７
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
成
績
が
下
が
る
傾
向
に
あ
っ
た

が
、25
年
度
の
２
年
生
は
堅
調
に
推
移
し
、１

年
生
も
同
期
間
で
成
績
を
維
持
し
た
。
模
擬

試
験
実
施
の
２
週
間
前
か
ら
、Classi（
＊
２
）

で
問
題
配
信
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
試
行
が

生
徒
の
学
習
意
識
や
学
習
習
慣
に
ど
う
影
響

す
る
の
か
、
今
後
の
動
き
も
注
視
し
て
い
る
。

　「
今
後
は
、
こ
の
２
、３
年
間
で
挑
戦
し
て

き
た
新
た
な
取
り
組
み
の
質
の
向
上
と
定
着

に
注
力
し
、
本
校
独
自
の
価
値
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
坪
井
校
長
）　

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。
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変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る

学
校
文
化
に

変
革
の
成
果
と
展
望

指導変革の軌跡  静岡県・静岡市立清水桜が丘高校

丁
寧
な
対
話
と
地
道
な
声
か
け
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、変
化
が
起
き
た

小
泉
真
由
子
先
生

　
本
校
に
赴
任
し
た
１
年
目
に
総
合
探
究
の
担
当

を
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
学
校
全
体
の
指
導
計

画
が
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
価
値
を
創
り
出

す
好
機
だ
と
捉
え
ま
し
た
。
た
だ
、
学
校
全
体
を

い
き
な
り
変
え
る
の
は
難
し
い
と
考
え
、
小
泉
龍

馬
先
生
と
「
数
年
後
に
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
と
な

れ
ば
い
い
よ
ね
」
な
ど
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

１
学
年
ず
つ
活
動
を
改
善
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
本
校
の
生
徒
の
課
題
で
あ
る
自
ら
考
え
て
動
く

力
を
育
む
、
社
会
と
つ
な
が
る
学
び
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、探
究
学
習
の
改
善
は
不
可
欠
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
指
導
が
通
用
し
づ
ら
く
な

る
た
め
、
学
校
全
体
で
の
共
通
理
解
を
ど
う
図
っ

て
い
く
か
、
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
初
期
段
階
で

外
部
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
入
っ
て
も
ら
っ
た

の
は
、
現
場
の
教
師
と
私
た
ち
運
営
側
と
の
間
を

客
観
的
な
視
点
で
つ
な
い
で
も
ら
う
た
め
で
す
。

ま
た
、
探
究
学
習
を
担
当
す
る
他
校
の
先
生
方
と

対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
自
校
の
取
り
組
み
を
客
観

視
し
、
そ
の
意
義
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
探
究
学
習
の
価
値
や
手
法
を
浸
透
さ
せ
る
た

め
、
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。
最
初

は
４
、５
人
ほ
ど
し
か
参
加
者
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
関
心
が
あ
り
そ
う
な
先
生
に
地
道
に
声
を

か
け
る
う
ち
に
参
加
者
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
そ
う
し
て
互
い
の
価
値
観
を
語
り
合
え

る
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
価
値
観
の
異
な
る
教
師
間
で
根
気
強
く
対
話
を

重
ね
、
目
的
を
共
有
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
多
様
な

意
見
を
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
推
進
力

に
変
え
ら
れ
る
今
の
体
制
が
構
築
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
反
対
意
見
も
含
め
、
生
徒
の
未
来
を

思
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
す
べ
て
の
議
論
に
意
味

が
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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ベ
ネ
ッ
セ
ｉ
─
キ
ャ
リ
ア
が
実
施
し
た

「
企
業
の
『
新
卒
採
用
動
向
』
に
お
け
る
調

査
２
０
２
５
」
と
「
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
学
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
け
る
調
査

２
０
２
４
」
に
よ
る
と
、
採
用
に
あ
た
っ
て
企

業
が
評
価
す
る
力（
前
者
の
調
査
が
対
象
）と
、

大
学
が
評
価
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
力

（
後
者
の
調
査
が
対
象
）
は
、
い
ず
れ
も
１
位

が
「
人
柄
・
性
格
」、
２
位
が
「
自
社
（
志
望

企
業
）へ
の
熱
意
」、３
位
が「
汎
用
的
ス
キ
ル
」

と
、
上
位
３
つ
が
一
致
し
た
（
図
１
）。
１
位

の「
人
柄・性
格
」は
、主
体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）
な
ど
、

職
場
の
多
様
な
人
々
と
協
働
し
、
困
難
を
乗
り

越
え
て
成
果
を
出
す
上
で
重
要
と
な
る
非
認

知
能
力
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
非
認
知
能
力
は
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
や

様
々
な
経
験
、
そ
の
振
り
返
り
な
ど
を
通
し
て

育
ま
れ
る
側
面
が
大
き
い
。
そ
う
し
た
力
を
育

む
機
会
の
１
つ
と
し
て
近
年
、
各
大
学
が
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
、
企
業
と
連
携
し
て
課
題
解

決
や
製
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
「
課
題
解
決

型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
１
））」
だ
。
文
部
科
学

省
の
「
令
和
５
年
度
の
大
学
に
お
け
る
教
育

内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、

教
育
課
程
内
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
施
す
る
大
学
は

約
45
％
に
上
る
。
多
様
な
他
者
と
か
か
わ
り
な

が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
問
い
に
挑
む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
実
施
は
、
学
生
の
主

体
性
と
協
働
性
な
ど
を
育
む
と
と
も
に
、
大
学

が
社
会
と
の
接
続
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
の

表
れ
と
も
言
え
る
。

　
認
知
能
力
と
非
認
知
能
力
は
独
立
し
た
も

の
で
は
な
く
、
相
互
に
影
響
し
合
う
関
係
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
課
題
に
粘

り
強
く
取
り
組
む
忍
耐
力
や
「
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
い
う
意
欲
、
計
画
に
基
づ
い
て

集
中
し
て
取
り
組
む
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

と
い
っ
た
非
認
知
能
力
は
、
学
習
を
継
続
さ

せ
、
認
知
能
力
を
高
め
て
い
く
上
で
の
支
え
と

な
る
。
一
方
、
学
習
を
通
し
て
「
分
か
っ
た
」

「
で
き
た
」
と
い
う
実
感
を
得
た
り
、
自
ら
考

え
て
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
経
験
が
、
自
己

肯
定
感
や
主
体
性
な
ど
の
非
認
知
能
力
を
育

む
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
認
知
能
力
と

非
認
知
能
力
は
、
学
び
の
中
で
相
互
に
作
用
し

な
が
ら
育
ま
れ
て
い
く
も
の
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
非
認
知
能
力
の
重
要
性
と
、
非
認
知
能
力
と

認
知
能
力
の
相
互
に
影
響
し
合
う
関
係
を
踏

ま
え
れ
ば
、
両
者
を
一
体
的
に
育
む
教
育
は
、

大
学
だ
け
で
は
な
く
、
中
学
校
や
高
校
、
専
門

学
校
な
ど
、
様
々
な
教
育
段
階
で
今
後
一
層

重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
ペ
ー

ジ
か
ら
は
、
非
認
知
能
力
と
認
知
能
力
を
密
接

に
関
連
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
、
両
者
を
中
学

校
や
高
校
の
段
階
か
ら
中
長
期
的
な
視
点
で

育
成
し
て
い
る
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
。

＊１　Problem Based LearningあるいはProject Based Learningの略。

非
認
知
能
力

社会の変化に対応する人材の育成に向

けて、大学や専門学校では新たな教育

プログラムや入試改革が進んでいる。本

コーナーでは、今後の教育において重要

なキーワードについて、高校と大学・専

門学校・社会の接続の視点で考えていく。

社専大高
接続の視点で考える

シリーズ

ベネッセ教育情報センター

キーワード

社
会
が
求
め
、大
学
が
重
視
す
る
「
非
認
知
能
力
」

企業における「選考基準」と大学の「学生を評価してほしい観点」図１

企業
# 項目 割合

1 人柄や性格 59.5%

2 自社への熱意 43.5%

3 汎用的スキル
（思考力 , 問題解決力等）

42.6%

4 採用ポジションへの適性 40.3%

5 専門的スキル 32.3%

大学
# 項目 割合

1 人柄や性格 92.8%

2 志望企業への熱意 70.0%

3 汎用的スキル（思考力等の
問題を解決する力）

66.4%

4 正課外の経験 43.3%

5 スキル、資格以外の大学・
大学院で身につけた専門性

39.7%

※出典　ベネッセ i- キャリア「大学キャリアセンターの「学生キャリア支援」における調査 2024」
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創
立
１
４
０
年
の
伝
統
を
誇
る
宮
城
県
・
私

立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校
は
２
０
２
２
年

度
、
教
育
内
容
を
大
き
く
見
直
す
学
校
改
革
に

着
手
し
た
。「
多
様
な
人
々
と
の
協
働
が
一
層

求
め
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
見

据
え
、
本
校
で
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
う
べ
き

か
、
全
教
職
員
で
話
し
合
い
を
重
ね
た
」
と
、

当
時
の
様
子
を
帆ほ

足あ
し

直な
お

治じ

校
長
は
振
り
返
る
。

　「
話
し
合
い
の
結
果
、
中
学
校
、
高
校
は
も

ち
ろ
ん
、
大
学
や
社
会
で
も
学
び
続
け
ら
れ
る

人
に
な
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
で

重
視
し
て
き
た
学
力
だ
け
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
、
中
学
・
高
校
の
段
階
で
多
様
な
人
々

と
協
働
し
、
自
ら
問
い
を
立
て
て
そ
の
解
決
を

目
指
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
も
必
要
だ
と
い
う
共
通
理
解
が

生
ま
れ
ま
し
た
」

　
同
校
の
教
職
員
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
し

て
き
た
学
力
で
あ
る
認
知
能
力
と
、
他
者
と
協

働
し
た
り
、
自
ら
問
い
を
立
て
た
り
す
る
力
、

い
わ
ゆ
る
非
認
知
能
力
は
、
相
互
に
高
め
合
う

も
の
で
あ
り
、
生
徒
に
と
っ
て
車
の
両
輪
の
よ

う
な
不
可
分
な
も
の
と
捉
え
た
。
そ
し
て
認
知

能
力
と
非
認
知
能
力
を
中
高
６
年
間
で
ど
の
よ

う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
、
議
論
を
続
け
た
。

　「
未
来
学
力
（
＊
２
）
は
ど
の
よ
う
な
力
で

構
成
さ
れ
、
日
々
の
授
業
や
特
別
活
動
な
ど
で

ど
の
よ
う
に
育
成
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
授

業
や
学
校
行
事
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
力
の
育
成
が
促
進
さ
れ
る
の
か
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
」（
髙
橋
裕
一
教
頭
）

　
議
論
を
経
て
、
未
来
学
力
は
「
多
様
性
」
を

尊
重
す
る
姿
勢
、「
主
体
性
」、「
創
造
性
」
で

構
成
さ
れ
る
資
質
・
能
力
で
あ
る
と
定
義
さ

れ
、
そ
の
育
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
図
２
）。
以
来
、
教
師
が
チ
ー
ム
で
取
り
組
む

「
教
わ
る
授
業
」
か
ら
「
学
ぶ
授
業
」
へ
の
授

業
改
善
、
生
徒
に
よ
る
意
思
決
定
を
尊
重
す
る

部
活
動
改
革
、
生
徒
主
体
の
学
校
行
事
の
運
営

な
ど
、
未
来
学
力
の
育
成
に
向
け
た
施
策
を
打

ち
出
し
て
き
た
。
未
来
学
力
の
育
成
の
場
と
し

て
中
で
も
重
視
し
て
い
る
の
が
、
大
学
と
連
携

し
た
探
究
学
習
だ
。

　
同
校
の
総
合
的
な
探
究
（
学
習
）
の
時
間
で

は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
Ｅ
Ｓ
Ｄ

で
あ
る
「
３
Ｌ
希
望
学
」
を
中
高
6
年
間
で
展

開
し
て
い
る
が
、
26
年
度
か
ら
は
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
の
活
用
を
重
視
し
、
東
北
学
院
大
学
か

ら
約
40
人
の
教
員
を
生
徒
の
相
談
役
と
し
て

迎
え
、中
高
大
連
携
の
探
究
学
習
を
行
う
よ
う
、

再
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
23
年
度
か

ら
東
北
学
院
大
学
と
連
携
し
て
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
入
門
塾
」

で
は
、
高
校
生
が
大
学
生
と
と
も
に
、
地
域
課

題
に
つ
い
て
大
学
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
探
究
す
る
。
異
年
齢
の
仲
間
や
地
域
の
多
様
＊２　東北学院中学校・高校が定義する、「多様性」「主体性」「創造性」の3要素で構成され、認知能力と非認知能力をともに高めて育む資質・能力のこと。

進
路
部
長

小
黒
智
之 

お
ぐ
ろ
・
と
も
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
29
年
目
。
英
語

科
。

教
育
研
究
部
長

武
田
　誠 

た
け
だ
・
ま
こ
と

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
英
語

科
。

校
長帆足

直
治 

ほ
あ
し
・
な
お
じ

同
校
に
赴
任
し
て
38
年
目
。

教
頭髙橋

裕
一 

た
か
は
し
・
ゆ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
32
年
目
。

認知能力と非認知能力をともに高めて育む「未来学力」図２

育
成
を
目
指
す
「
未
来
学
力
」を
定
義
し
、

教
育
活
動
の
改
善
と
成
果
検
証
に
取
り
組
む

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

学校事例非
認
知
能
力
を
育
成
す
る

学
校
の
新
し
い
あ
り
方
を
追
求

設
立
　
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
中
学
校
約
１
８
０
人
・
高
校

約
３
６
０
人
（
い
ず
れ
も
１
学
年
）

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、

北
海
道
大
、
東
北
大
、
宮
城
教
育
大
、
山
形
大
、
福

島
大
、
埼
玉
大
、
東
京
科
学
大
、
宮
城
大
な
ど
に
78

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、
慶
應
義
塾
大
、

中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
立
教
大
、
早
稲

田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
４
２
７
人
が
合
格
。

学校概要

※学校資料をそのまま掲載。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
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な
人
た
ち
と
の
協
働
を
通
じ
て
、
創
造
性
や
思

考
力
を
高
め
て
い
く
。

　「
３
Ｌ
希
望
学
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
入
門
塾
の
い
ず
れ
に
も
、
教
室
で
は
体
験
で

き
な
い
学
び
が
多
く
あ
り
ま
す
。
多
様
な
人
た

ち
と
か
か
わ
り
な
が
ら
生
徒
た
ち
が
未
来
学

力
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
す
」（
教
育
研
究
部
長
・
武
田
誠
先
生
）

　
大
学
や
実
社
会
と
連
携
し
た
学
び
の
質
を

高
め
る
た
め
に
、
同
校
で
は
探
究
学
習
に
関
連

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
企
業
訪
問
、
地
域

の
行
事
へ
の
参
加
を
今
ま
で
以
上
に
推
進
す

る
予
定
だ
。

　
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
未
来
学
力
と

　「
私
た
ち
教
師
が
生
徒
の
未
来
学
力
を
育
成

す
る
た
め
に
は
、
本
校
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
な

非
認
知
能
力
が
高
く
、
ど
の
よ
う
な
非
認
知
能

力
に
伸
び
し
ろ
が
あ
る
の
か
を
把
握
し
、
自
分

の
担
当
す
る
授
業
や
活
動
を
具
体
的
に
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
徒
、
教
師
双

方
に
と
っ
て
、
非
認
知
能
力
の
育
成
状
況
の
可

視
化
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま
し
た
」（
帆

足
校
長
）

　
26
年
7
月
に
は
「G

PS-Academ
ic

」
の

受
験
結
果
を
基
に
し
た
研
修
会
を
開
催
。
全
教

師
が
参
加
し
、「G

PS-Academ
ic

」
で
測
定

す
る
17
の
指
標
を
、
未
来
学
力
を
構
成
す
る

「
多
様
性
」
を
尊
重
す
る
姿
勢
、「
主
体
性
」、「
創

造
性
」
に
紐
づ
け
（
図
３
）、
学
年
・
コ
ー
ス

ご
と
に
生
徒
の
特
徴
を
分
析
し
た
。
教
師
か
ら

は
、「
未
来
学
力
は
中
長
期
的
に
育
む
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
周
囲
の
意
見
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
深
め
る
時
間

を
、
授
業
に
お
い
て
継
続
的
に
確
保
し
て
い
き

た
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

　「
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
の
た
め
に
、
今

後
は
『G

PS-Academ
ic

』
の
結
果
を
踏
ま

え
た
面
談
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
教
師

が
『G

PS-Academ
ic

』
で
生
徒
を
多
角
的

に
見
取
り
、
未
来
学
力
の
向
上
が
確
か
め
ら
れ

れ
ば
、
成
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
生
徒
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」（
進
路
部
長・

小
黒
智
之
先
生
）

　
未
来
学
力
を
育
む
た
め
の
教
育
環
境
を
充

実
す
べ
く
、
高
大
連
携
も
進
め
て
い
く
考
え

だ
。
既
に
「G

PS-Academ
ic

」
を
導
入
し

て
い
る
東
北
学
院
大
学
と
連
携
し
、
中
学
・
高

校
か
ら
大
学
ま
で
の
生
徒
の
非
認
知
能
力
の

変
化
を
継
続
し
て
把
握
し
、
そ
れ
を
大
学
で
の

学
修
計
画
な
ど
に
生
か
す
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
25
年
度
に
は
、
東
北

学
院
大
学
と
東
北
学
院
高
校
、
東
北
学
院
榴

つ
つ
じ

ケが

岡お
か

高
校
が
連
携
し
た
「
中
高
大
一
貫
教
育

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、「G

PS-Academ
ic

」

を
活
用
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
強
み

を
将
来
の
学
び
や
進
路
に
ど
う
生
か
す
か
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
東
北
学
院

大
学
の
教
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
、
高
校
生
に
大
学
進
学
か
ら
大
学
卒
業
後
ま

で
を
見
据
え
た
長
期
的
な
成
長
イ
メ
ー
ジ
を

描
か
せ
る
機
会
も
設
け
た
。

　「
卒
業
生
に
対
し
て
、
本
校
で
身
に
つ
け
た

資
質
・
能
力
の
う
ち
、
大
学
や
社
会
で
特
に
役

立
っ
て
い
る
資
質
・
能
力
や
周
囲
の
人
よ
り
も

秀
で
て
い
る
と
思
え
る
資
質
・
能
力
な
ど
に
つ

い
て
尋
ね
る
追
跡
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。
卒
業
生
か
ら
も
本
校
の
教
育

に
対
す
る
振
り
返
り
を
得
な
が
ら
、
中
学
校
や

高
校
だ
け
で
な
く
、
大
学
や
社
会
で
も
必
要
と

な
る
非
認
知
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
中
・
高
・
大
を
接
続
し
た
非
認
知
能

力
の
育
成
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
土
台
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
帆
足
校
長
）

し
て
定
義
し
、
そ
の
育
成
の
た
め
の
教
育
活
動

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
同
校
は
、
そ
の
成
果
を

検
証
す
る
た
め
に
、「G

PS-Academ
ic

（
＊

３
）」
を
中
学
・
高
校
の
全
学
年
で
導
入
し
た
。

　「
未
来
学
力
の
育
成
の
視
点
で
生
徒
を
見
た

時
、
確
か
に
成
長
し
て
い
る
と
い
う
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
数
値
化
で
き
れ

ば
、
教
師
も
生
徒
も
学
校
が
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
よ
り
認
識
し
や
す
く
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
識
や
行
動
の
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
考
え
、『G

PS-Academ
ic

』
を
導
入
し

ま
し
た
」（
帆
足
校
長
）

　
生
徒
が
未
来
学
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に

は
、
教
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
タ
ス
ク
を
こ
な
す

よ
う
な
学
び
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
分
に
は
ど

の
よ
う
な
非
認
知
能
力
が
不
足
し
て
い
る
の

か
を
自
覚
し
、
主
体
的
に
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
帆
足
校
長
は
考
え
る
。

＊3　ベネッセが提供する、「思考力」「姿勢・態度」「経験」の３つの観点から、問題発見・解決する力を測定し、生徒一人ひとりの「強み」を明らかにするアセスメント。

多
様
性

主
体
性

創
造
性

「G
PS-Academ

ic

」
で
計
測
す
る
指
標

批判的思考力

協働的思考力 ○

創造的思考力 ◎

感情の制御 ○

立ち直りの早さ ○

状況に応じ冷静に対応する ○

自ら先頭に立って進める ◎

未知のものに挑戦する ○

粘り強くやり抜く ○

相手の立場に立とうとする ◎

他者と関わろうとする積極性 ○

多様性を受容する経験 ◎

関係性を築く経験

議論する経験

課題を設定する経験 ○ ◎

解決策を立案する経験 ○

実行・検証する経験 ◎

※学校資料を基に編集部で作成。

育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
を

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
可
視
化

「GPS-Academic」による
「未来学力」の可視化

図３
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　学校事例としてご紹介した東北学院中学校・高校は、

2022 年度に行った学校改革の中で、育成を目指す資質・

能力を「未来学力」と定義し、従来から重視していた学

力である認知能力に加え、非認知能力を中高６年間で育

成する方針を掲げました。そこで注目すべきは、非認知

能力は認知能力に取って代わるものではなく、両者が相

互に作用しながら育まれるという点です。

　東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子

どもの生活と学びに関する親子調査 2023-2025」によ

ると、高校生のいずれの学年においても、非認知能力で

ある「粘り強さ」「挑戦心」の高い生徒ほど、認知能力

が比較的問われるテストの成績が高くなる結果が見られ

ました。（図１）

　現在、審議まとめの段階にある次期学習指導要領では、

「主体的・対話的で深い学び」の実現を通じて、自らの

人生を舵取りする力と、民主的で持続可能な社会の創り

手を育成するために、「『好き』（興味・関心）を育み、『得

意』を伸ばす」ことと「当事者意識を持って、自分の意

見を形成し、対話と合意ができる」ことが有機的にかか

わり合い、両輪として高まっていく

教育課程の実現を目指すことにな

る見通しです。そこでポイントと

なるのは、探究の原動力となる「好き」や「当事者意識」

と、それを深い思考や表現へとつなげる「得意」や「知

識・技能」が別個のものではなく、相互に支え合う関係

にある点です。そのように、認知能力と非認知能力を相

互に関連づけながら育んでいく視点が、今後の高×大・

専・社接続の核となるのではないでしょうか。

　また、年内入試による大学入学者が増加する中、私は

２つの空白期間に注目しています。

　１つめは、年内入試合格後から高校卒業までの期間で

す。その期間に大学側が合格者に対して事前課題を出し

たり、学習ツールを提供したりする「入学前教育」は一

般的になりました。大学入学前に進路決定者が主体的な

課題学習や準備に取り組むことは、進路決定後の学習意

欲や自己調整力（非認知能力）の低下を防ぎ、大学での

学びにスムーズに入っていくために必要な知識・思考力

（認知能力）を定着・維持させることにつながります。

　２つめは、高校時代に高まった探究に対する意欲が教

養科目中心の大学１年次の学びの中で分断されがちな

「探究の空白期間」です。近年増えつつある高校在学中

に参加できる大学の探究プログラム（名古屋大学理学部・

総合型選抜、九州大学・総合型選抜「次世代研究者発掘

入試」など）や早期探究型の入試制度は、高校で培った

挑戦心や当事者意識を途切れさせず、大学での高度な専

門知の獲得へと引き上げる役割を果たします。 そのよ

うに、２つの空白期間を「認知能力と非認知能力の相互

作用を持続させる期間」と捉え直すことで、校種間連携

の新たな可能性が開かれるのではないでしょうか。

　以上のような点からも「高×大・専・社接続」の重要

性は今後ますます高まっていくと考えられます。次号の

本コーナーもぜひご期待ください。
＊出典　東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子どもの生
活と学びに関する親子調査 2023 ─ 2025」

※「粘り強さ」は「一度決めたことは最後までやり遂げる姿勢」、「挑戦心」
は「難しいことや新しいことにいつも挑戦したい姿勢」を示す。
※数値は相関係数。いずれも統計的に有意であった。

いずれの学年でも、非認知能力である「粘り強さ」「挑戦心」の
高い生徒ほど、成績が高くなる結果が見られた。

成績

成績

成績

成績

成績

成績

0.145

0.139

0.222

0.174

0.220

0.185

３年生２年生１年生

成績と
粘り強さの
関係

成績と
挑戦心の
関係

粘り強さ

挑戦心

粘り強さ

挑戦心

粘り強さ

挑戦心

今後の高×大・専・社の接続に向けて学校に求められること

（株）ベネッセコーポレーション 
学校カンパニー 教育情報センター長　

渡辺健太　わたなべ・けんた

中長期的な視点で
認知能力と非認知能力を相互に高める

高校生における非認知能力と認知力の関係図1

今回のテーマに関する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧ください。
2024年８月号　「見えない力」を言語化すると、生徒の意識や行動が変わる
▶https://benesse-hs.jp/sv2dc

関連記事はこちら！

管
理
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教
務
担
当

進
路
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当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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人
口
減
少
に
伴
い
、
国
力
の
維
持
・
活
性
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
日
本
に
お
い
て
、
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
よ
り
よ
い
社

会
を
創
り
出
す
人
材
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
理
歴
史
・

公
民
科
の
教
師
に
な
っ
た
と
い
う
松
村
先
生
。
同
校
が
掲
げ
る「『
異

質
の
も
の
に
対
す
る
理
解
と
寛
容
の
精
神
』
を
養
い
、
教
養
豊
か
な

社
会
人
の
育
成
を
目
指
す
」
と
い
う
教
育
目
標
は
、
松
村
先
生
の
思

い
と
も
深
く
重
な
る
。

　
松
村
先
生
は
、生
徒
が
主
権
者
と
し
て
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
、

政
治
や
社
会
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
素
養
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
、担
当
す
る「
歴
史
総
合
」の
授
業
で「
対
話
」を
取
り
入

れ
て
い
る
。単
元
構
成
は
、①
基
礎
知
識
の
習
得
、②
自
分
の
考
え

の
形
成
、③
対
話
を
通
じ
た
異
な
る
意
見
・
立
場
と
の
出
合
い
、④

自
分
の
考
え
の
深
化
と

言
語
化
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
を
踏
む
よ
う
に
設
計

し
、生
徒
が
自
分
の
考
え

を
持
っ
た
上
で
対
話
に

臨
む
こ
と
で
、議
論
が
深

ま
り
、よ
り
熟
考
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
「
近
代
化
と

私
た
ち
」
の
単
元
で
は
、

日
清
・
日
露
戦
争
が
起

き
た
背
景
な
ど
を
生
徒
が
学
ん
だ
上
で
、
２
つ
の
戦
争
の
賛
否
を
起

点
に
し
た
対
話
を
実
施
し
た
（
写
真
）。対
話
す
る
前
は
、「
国
益
を

守
る
た
め
に
戦
争
は
必
要
だ
っ
た
」
と
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
賛
成

す
る
生
徒
が
大
半
を
占
め
、
戦
争
は
必
要
な
か
っ
た
と
い
う
生
徒
は

少
数
だ
っ
た
。
そ
こ
で
対
話
の
班
を
、
戦
争
に
賛
成
す
る
生
徒
と

反
対
す
る
生
徒
が
混
ざ
る
よ
う
に
編
成
。
そ
し
て
松
村
先
生
は
「
日

清
・
日
露
戦
争
に
賛
成
す
る
の
な
ら
ば
、
現
在
の
戦
争
と
何
が
違
う

の
か
。
戦
争
に
善
悪
は
あ
る
の
か
」
と
問
い
か
け
、
対
話
の
中
盤
に

は
日
本
を
主
語
と
す
る
見
方
と
は
異
な
る
立
場
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
せ
よ
う
と
、「
被
害
を
受
け
た
国
の
立
場
で
考
え
る
と
ど
う
か
」

と
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、
多
角
的
な
議
論
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

単
元
末
の
振
り
返
り
で
は
、
自
分
の
考
え
の
変
容
を
メ
タ
認
知
す
る

記
述
や
主
権
者
と
し
て
の
姿
勢
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
た
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
生
徒
が
対
話
を
通
じ
て
考
え
を
深
め
て
い

く
た
め
の
工
夫
や
生
徒
の
対
話
の
内
容
な
ど
の
ほ
か
、「
歴
史
総
合
」

と
同
様
に
対
話
を
取
り
入
れ
て
い
る
同
校
の
国
語
科
・
英
語
科
の
授

業
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

写真　単元の最後の授業で行う対話は、生徒
４〜５人で班を編成し、そのうち１人の生徒
がファシリテーターとなって進める。

対
話
を
軸
と
し
た
単
元
構
成
で
、

自
分
の
考
え
を
多
面
的
・
多
角
的
、

本
質
的
に
深
め
ら
れ
る
生
徒
を
育
む

福
井
県
立
若
狭
高
校

　松
村
一
太
朗

生
徒
と
は
異
な
る
視
点
の
意
見
を
投
げ
か
け
、思
考
を
揺
さ
ぶ
る

ウェブ連載記事 ダイジェスト
 高校版

弊誌のウェブサイト『 』 には、サイトのみで連載しているコーナーがあります。ここでは、 
「『主体的・対話的で深い学び』を実装する授業デザイン」「『やらされ探究』から『マイ探究』へ」「そうだったのか！ 
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本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

クリック！クリック！

ま
つ
む
ら
・
い
ち
た
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
部
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
（
世
界
史
、
公
共
）。
１
学
年
担
任
。

「主体的・対話的で
深い学び」を

実装する

授業デザイン歴史総合歴史総合
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解説

「
７
つ
の
行
動
目
標
」
で
、

他
者
と
協
働
し
て
課
題
に

取
り
組
む
意
識
づ
け
を
図
る

大
阪
府
・
私
立
追お

う

手て

門も
ん

学
院
中
・
高
校
　

土
谷
啓
介

　
２
０
２
６
年
10
月
に
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育

分
科
会
教
育
課
程
部
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
次

期
学
習
指
導
要
領
等
に
向
け
た
審
議
ま
と
め
」
で
は
、
改

訂
の
方
向
性
の
１
つ
と
し
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
の
実
装
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
は
現
行
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
資
質
・
能

力
の
３
つ
の
柱
の
育
成
に
向
け
て
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

と
い
う
学
習
過
程
の
質
的
改
善
を
図
る
必
要
性
か
ら
位
置

づ
け
ら
れ
た
が
、
中
で
も
「
深
い
学
び
」
は
、
多
く
の
教

師
に
と
っ
て
各
教
科
等
の
具
体
の
文
脈
の
中
で
イ
メ
ー
ジ

を
つ
か
み
取
り
に
く
い
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
課
題
を
踏
ま
え
て
同
ま
と
め
で
は
、「『
知
識
及
び
技
能

に
関
す
る
統
合
的
な
理
解
』『
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
の
総
合
的
な
発
揮
』
に
よ
る
資
質・能
力
の
構
造
化
」「
質

の
高
い
探
究
的
な
学
び
」「
豊
か
な
学
び
に
つ
な
が
る
学
習

評
価
」「
学
習
の
自
己
調
整
や
学
習
方
略
の
指
導
等
に
よ
る

個
に
応
じ
た
学
習
過
程
の
充
実
」
な
ど
が
具
体
的
な
改
善

事
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
実
装
に
寄
与
す
べ
く
、
具
体
的
な
改
善
事
項
に

関
連
す
る
授
業
改
善
に
先
進
的
に
取
り
組
む
教
師
の
授
業

実
践
を
紹
介
し
て
い
る
。
目
の
前
の
生
徒
た
ち
を
、
自
ら

の
人
生
を
舵
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
民
主
的
で
持
続
可

能
な
社
会
の
創
り
手
に
育
て
る
た
め
に
、「
学
び
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
高
度
専
門
職
」
と
し
て
創
意
工
夫
を
重
ね
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
あ
り
方
を
、
本
コ
ー

ナ
ー
を
通
じ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

つ
ち
や
・
け
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
計
８
年
目
（
同
校
赴
任
は
２
回
目
。

１
回
目
は
６
年
間
勤
務
）。
主
幹
教
諭
。
理
科
（
物
理
）

「主体的・対話的で
深い学び」を
実装する

授業デザイン物理物理

授
業
づ
く
り
に
関
連
す
る
、

次
期
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

改
善
事
項

　「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
科
学
者
の
よ
う
に
思
考
し
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
協
働
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
こ
と
を
通
じ
て
問
題
解
決
力

を
身
に
つ
け
る
」
授
業
を
目
指
し
て
い
る
と
語
る
土
谷
先
生
。「
科

学
者
の
よ
う
に
思
考
」
す
る
と
は
、
習
得
し
た
知
識
を
活
用
し
て
物

事
を
論
理
的
・
実
証
的
に
思
考
す
る
こ
と
だ
。
加
え
て
、
予
測
困
難

な
時
代
を
生
き
る
生
徒
に
と
っ
て
、
主
体
的
に
行
動
す
る
力
や
他
者

と
粘
り
強
く
問
題
解
決
に
取
り
組
む
力
な
ど
の
非
認
知
能
力
の
育

成
も
不
可
欠
だ
と
土
谷
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　
土
谷
先
生
の
授
業
は
ま
ず
、
年
度
初
め
や
定
期
考
査
後
に
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
次
の
定
期
考
査
の
出
題
範
囲
を
生
徒
に

提
示
す
る
。
そ
れ
は
生

徒
が
見
通
し
を
持
っ
て

自
己
調
整
し
な
が
ら
学

べ
る
よ
う
に
す
る
た
め

だ
。
そ
し
て
日
々
の
授

業
は
、
冒
頭
の
約
10
分

間
が
土
谷
先
生
か
ら
の

そ
の
日
の
学
習
の
要
点

に
つ
い
て
の
説
明
の
時

間
、
残
り
の
40
分
間
が

問
題
演
習
の
プ
リ
ン
ト

に
取
り
組
む
時
間
で
構

成
し
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
の
取
り
組
み
方
は
生
徒
自
身
が
選
択
す
る

が
、
生
徒
が
自
分
で
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
み
つ
つ
、
他
者
と
協
働
し

て
学
び
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
土
谷
先
生
は
様
々
な
工
夫
を
し
て
い

る
。
そ
の
１
つ
が
、「
話
す
」「
質
問
す
る
」「
説
明
す
る
（
教
え
る
）」

「
聴
く
」「
動
く
（
協
力
を
求
め
る
）」「
チ
ー
ム
で
協
力
す
る
」「
チ
ー

ム
に
貢
献
す
る
」と
い
う「
７
つ
の
行
動
目
標
」の
提
示
だ（
写
真
）。

土
谷
先
生
が
約
10
年
前
、
産
業
能
率
大
学
教
授
（
当
時
）
の
小
林

昭あ
き
ふ
み文

先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
時
に
知
っ
た
「
態
度
目
標
」
を

参
考
に
設
定
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
基
に
、
授
業
中
の
机
間
巡
視
で

は
「
友
だ
ち
に
質
問
し
て
い
ま
す
か
」「
自
発
的
に
動
い
て
い
ま
す

か
」
な
ど
と
生
徒
に
声
を
か
け
て
、生
徒
が
「
何
を
、何
の
た
め
に
、

ど
う
や
っ
て
学
ぶ
か
」
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、「
７
つ
の
行
動
目
標
」
の
ほ
か
、
生
徒
が

自
己
調
整
し
な
が
ら
協
働
的
に
学
ぶ
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
プ
リ
ン

ト
の
問
題
量
や
定
期
考
査
の
出
題
に
お
け
る
工
夫
、
場
面
別
の
声
か

け
例
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

写真　授業を行う場所である物理室の壁には、
授業の進め方を示した「タイムテーブル」と、
７つの「行動目標」を掲示。土谷先生は毎授業
の冒頭に、「７つの行動目標を意識してプリント
に取り組もう」と伝えている。

協
働
的
な
学
び
を
通
じ
て
非
認
知
能
力
の
育
成
を
図
る

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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長
野
県
松
本
県
ケ
丘
高
校
の
探
究
科
で

は
当
初
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
開
発
目
標
に

基
づ
い
た
課
題
を
生
徒
が
設
定
す
る
探
究

学
習
を
実
施
し
て
い
た
が
、
自
分
の
興
味・

関
心
の
追
究
と
社
会
貢
献
の
両
立
に
悩
む

生
徒
も
い
た
。
そ
こ
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー

マ
と
す
る
課
題
の
設
定
か
ら
、
生
徒
が
自

分
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
て
課
題
を
自

由
に
設
定
す
る
探
究
学
習
へ
と
舵
を
切
っ

た
。
現
在
の
同
科
の
探
究
学
習
は
、
１
年

次
前
半
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ー
タ
分
析

の
方
法
を
身
に
つ
け
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
で
地
域
の
課
題
を
探
究
す
る
。
２
年
次

か
ら
の
個
人
課
題
探
究
で
は
、
全
員
が
自

分
で
設
定
し
た
課
題
を
探
究
す
る
。

　
個
人
課
題
探
究
の
課
題
の
設
定
の
際
に

は
、「
社
会
の
役
に
立
ち
そ
う
も
な
い
よ

う
な
テ
ー
マ
、
自
分
以
外
の
人
は
興
味
・

関
心
を
持
た
な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
で
課
題

を
設
定
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
、
生
徒
に

明
確
に
伝
え
て
い
る
。
探
究
テ
ー
マ
の
中

に
は
教
師
の
理
解
の
範
ち
ゅ
う
を
超
え
た

も
の
も
あ
る
が
、
同
校
の
教
師
た
ち
は
、

そ
の
テ
ー
マ
の
ど
こ
を
面
白
い
と
思
っ
た

か
な
ど
を
生
徒
に
尋
ね
る
こ
と
で
、
生
徒

の
壁
打
ち
の
相
手
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
探
究
学
習
の
た

め
の
欠
席
を
公
欠
と
認
め
る
制
度
や
、
２

年
次
に
全
員
が
取
り
組
む
個
別
校
外
研
修

な
ど
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
静
岡
県
立
駿
河
総
合
高
校
の
２
年
次
の

総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
は
、
生
徒
は
防

災
を
テ
ー
マ
に
企
業
・
機
関
と
連
携
し
た

探
究
学
習
に
取
り
組
む
。
当
初
は
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
と
り
あ
え
ず
埋
め
る
だ
け
の

生
徒
や
、
防
災
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を

前
に
消
極
的
な
気
持
ち
に
な
る
生
徒
も
い

た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
生
徒
の
状
況
を
変

え
よ
う
と
、
教
師
が
具
体
的
な
活
動
内
容

を
生
徒
に
指
示
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
見

ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
同
校
は
、
学
年
団
で
使
用
す
る

探
究
学
習
の
授
業
案
を
改
良
。
1
コ
マ
の

活
動
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
活
動
が

次
時
の
活
動
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の

か
、
あ
る
い
は
そ
の
日
の
う
ち
に
終
わ
っ

て
お
く
べ
き
も
の
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
も
説
明
す
る
よ
う
に
し
、
教
師

が
見
通
し
を
持
っ
て
生
徒
に
伴
走
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
生
徒
に
対
し
て
は
、

探
究
学
習
の
流
れ
を
年
度
当
初
だ
け
で
な

く
、
年
度
の
節
目
に
も
繰
り
返
し
説
明
す

る
と
と
も
に
、
実
際
に
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ

な
げ
た
先
輩
の
事
例
を
紆
余
曲
折
の
過
程

と
と
も
に
紹
介
し
、
試
行
錯
誤
し
て
い
て

も
道
は
い
ず
れ
拓
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
探
究
学
習
に
取

り
組
む
生
徒
間
の
信
頼
関
係
を
強
固
に
す

る
た
め
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、

26
年
度
に
導
入
し
た
新
た
な
実
践
に
つ
い

て
も
紹
介
し
て
い
る
。

２
年
部
学
年
主
任

大
井
詳
子  

お
お
い
・
し
ょ
う
こ

学
校
魅
力
推
進
課

渡
邊
奏
太  

わ
た
な
べ
・
か
な
た

学
校
魅
力
推
進
課
長

小
泉
亜
衣
子 

こ
い
ず
み
・
あ
い
こ

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！
生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。

探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

生
徒
、
教
師
が
と
も
に

活
動
の
見
通
し
を
持
ち
、

紆
余
曲
折
を
大
切
に
し
た
探
究
学
習
を
実
現

静
岡
県
立
駿
河
総
合
高
校

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
代
表

理
事 

探
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

宮
木
慧
美  

み
や
き
・
さ
と
み

２
学
年
探
究
科
担
任

栢
木
駿
輔  

か
や
き
・
し
ゅ
ん
す
け

１
学
年
探
究
科
担
任

押
澤 

慧  

お
し
ざ
わ
・
け
い

探
究
科
主
任

中
村
祐
介 

な
か
む
ら
・
ゆ
う
す
け

生
徒
個
人
の「
放
っ
て
お
け
な
い
課
題
」
を

重
視
し
、
公
欠
制
度
な
ど
の
整
備
で

生
徒
の
探
究
学
習
を
支
援

長
野
県
松
本
県あ

が
た

ケが

丘お
か

高
校

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
包
摂
す
る
教
育
課
程

の
編
成
に
向
け
て
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
下

で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
可
能
な
の
か
。
先

生
方
の
疑
問
に
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
答
え
る
本
コ
ー

ナ
ー
。
今
号
は
「
学
校
独
自
の
教
科
・
科
目
の

開
設
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校
設
定
教
科
・
科
目

と
教
育
課
程
特
例
校
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

る
。

　
１
つ
め
の
質
問
で
は
「
学
校
設
定
教
科
・
科

目
で
開
設
で
き
る
教
科
や
科
目
の
内
容
と
、
そ

れ
ら
を
開
設
す
る
意
義
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ

た
。
学
校
設
定
教
科
・
科
目
は
、
生
徒
や
学
校
、

地
域
の
実
態
及
び
学
科
の
特
色
な
ど
に
応
じ

て
、
学
校
が
独
自
に
開
設
で
き
る
教
科
・
科
目

だ
。
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
を
提
供
で

き
る
と
と
も
に
、
共
通
教
科
・
科
目
及
び
専
門

教
科
・
科
目
で
は
扱
わ
な
い
内
容
を
教
え
る
こ

と
も
で
き
る
た
め
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
名
称
や

目
標
、
内
容
、
単
位
数
な
ど
は
、
高
校
教
育
の

目
標
に
基
づ
き
、
高
校
教
育
と
し
て
の
水
準
の

確
保
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
、
各
校
が
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
記
事
の
全
編
で
は
、
学
校

設
定
教
科
・
科
目
の
具
体
例
や
修
得
単
位
数
の

上
限
な
ど
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
３
校
に
お

け
る
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
開
設
目
的
や
内

容
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
２
つ
め
の
質
問
で
は
「
教
育
課
程
特
例
校
で

編
成
で
き
る
教
育
課
程
と
、
特
例
校
と
な
る
た

め
に
必
要
な
手
続
き
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

教
育
課
程
特
例
校
は
、
学
校
ま
た
は
地
域
の
実

態
に
照
ら
し
、
よ
り
効
果
的
な
教
育
を
実
施
す

る
た
め
の
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と

を
認
め
る
制
度
だ
。
学
習
指
導
要
領
等
に
定
め

ら
れ
た
必
履
修
内
容
が
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
前
提
に
、
複
数
科
目
間
で
の

内
容
の
移
行
・
入
れ
替
え
が
認
め
ら
れ
、
共
通

教
科
等
・
専
門
教
科
・
学
校
設
定
教
科
の
い
ず

れ
の
教
科
・
科
目
間
の
移
行
・
入
れ
替
え
に
も

制
限
は
な
い
。
本
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
実
態
や
学
校
教
育
目
標
な
ど
に
応
じ
た

柔
軟
な
教
育
課
程
を
編
成
・
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
本
記
事
の
全
編
で
は
、
教
育

課
程
特
例
校
の
具
体
例
と
、
指
定
を
受
け
る
た

め
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
の
末
尾
で
は
、
次
期
学
習
指
導

要
領
に
お
い
て
学
校
独
自
の
教
科
・
科
目
の
開

設
に
関
す
る
条
件
が
弾
力
化
さ
れ
る
見
通
し
を

示
し
て
い
る
（
下
記
コ
ラ
ム
）。

　次期学習指導要領では教育課程の柔軟化に向けた方策の１つとし
て、現行の教育課程特例校などと同様に、必履修教科・科目を含む複
数科目間での内容の移行・入れ替えが一定の要件の下で可能になる見
通しです。具体的には、既存教科・科目の内容のみで構成される組み
替え後科目については、学校設定教科・科目とは区別して「組替え後
科目」等と呼称し、その単位数の上限は設けないこととするとともに、
組み替え後科目が学校設定教科・科目の内容を含む場合のみ、学校設
定教科・科目として取り扱う方向で検討されています。
　学校設定教科・科目の修得単位数の上限は、普通科では、卒業に必
要な単位数74単位の４割程度にあたる28単位（現行より８単位増）
とする見込みです。一方で、「地域社会学科」などの「その他普通教
育を主とする学科」では、普通教育に加え、学校設定教科・科目等の
開設・履修による特色ある教育課程の編成を求めているため、卒業に
必要な単位数74単位から必履修教科・科目に必要な39単位を除い
たすべて（35単位）を学校設定教科・科目に充ててよいこととする
方向で検討されています。

「教育課程の柔軟化」をテーマにした特集記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご
覧いただけます。右の２次元コードを読み取るか、次の記事のタイトルをクリックしてアクセスしてくだ
さい。▶2025年度２月号特集「生徒の可能性を開花させる教育課程の柔軟化─何ができるのか？　
どう実現するのか？」

監修

ウェブ連載記事 ダイジェスト 高校版

文部科学省　初等中等教育局　
主任視学官

田村 学 たむら・まなぶ

学
校
独
自
の

教
科
・
科
目
の
開
設

今
号
の
テ
ー
マ

教育課程の
柔軟化に向けて、先生方の
疑問に答えます！

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

特集「教育課程の柔軟化」の
記事はこちら！

次期学習指導要領
どうなる？ 　

管
理
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教
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進
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担
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2026年７月号へのご意見

特集を参考に教育活動の見直しと再構築を図りたい
　７月号の特集の事例２　大阪府・私立大阪高校の記事を読み、「“オモロ
イ”18歳」という目指す生徒像の言語化や、オープンスクールでの生徒
企画など、スローガンが実際の教育活動に結びついている点に感銘を受
けた。生徒に分かりやすい言葉で目標が示されているからこそ、生徒主
体のワクワクした活動が生まれているのだろう。また、特集全体を通じて、
スクール・ポリシーに沿って「本当に目指す姿につながっているか」を
見直すことの大切さを痛感した。「課題整理」の図３「自校の取り組みの
現状を整理する４象限マトリクス」を活用して本校の取り組みを整理し、
「本特集を振り返って」にまとめられていた特色化・魅力化を推進するス
テップを参考に、生徒・教師双方に分かりやすい方針の下での教育活動
の見直しと再構築を校内に提案したい。　静岡県立浜名高校・定時制　萩

はぎ
　一樹

学校教育目標を踏まえて生徒と地域をつなげる
　７月号の特集では、地域連携を学校の特色化や教育課程に位置づけ、行
政と連携してプロセス重視の仕かけをする事例３　岩手県立葛

くずまき
巻高校の実

践が参考になった。探究学習においてだけでなく、生徒が主体的に地域とつ
ながるためには、教師の負担を抑えつつ、学校教育目標を踏まえて、行政や
ＮＰＯ、町内会などの関係団体と生徒を結びつける工夫が必要だ。公立高校
の管理職である私にとって、高校の特色化・魅力化は、社会が変化する中
で特に公立高校が果たすべき重要な課題だと考えている。� 広島県　匿名希望

自分ならどう答えるか、深く考えさせられた
　生徒と面談を行う際は、事前に成績や志望校などを把握し、希望進路
の実現に向けた具体策を生徒と一緒に考える場にするように心がけてい
るが、７月号の「先生なら、どうしますか？」の岩手県立水沢高校の佐
藤紘
こうだい
大先生の記事を読み、生徒がその志望に至った背景にまで目を向け、

より多くの情報を基に向き合うことが求められていると感じた。記事の
ように「東大に行ったら、私の人生の何が変わるんでしょうか？」と生
徒から言われたら、自分ならどう答えるかと深く考えさせられた。

石川県・国立金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高校　宮﨑亮太�

２つの記事から考えた、高い目標とは何か
　７月号の「指導変革の軌跡」の富山県立高岡高校の記事は、「高い目標と
は何か」を突き詰めて考えるきっかけとなった。同号の「先生なら、どうし
ますか？」の記事にも共通するが、なぜ東京大学なのか、なぜ難関国立大
学の合格者数で語るのか。「個別最適な学び」が提唱されていながら、大
学のブランドに依存した価値観を前提にしていないかと疑問に思うと同
時に、自省させられた。　　　　　　 愛知県県民文化局学事振興課　野々山新

しん

次期学習指導要領の理解に役立つ新連載
　７月号の新連載「そうだったのか！　教育課程」のウェブ連載記事には、
次期学習指導要領の議論において、１単位をこれまでの約半分にあたる
「17単位時間」とする新単位の導入が検討されていることなど、最新情
報が解説されていた。次期学習指導要領の趣旨を理解するために大切な
コーナーになるだろう。　　　　　　　　　 学校法人鈴鹿享栄学園　鈴木達哉

先生方からの
ご意見を
紹介します

１月25日発刊
（予定）

高校版　2027年1月号

『VIEW next』の LINE を友だち登録して
いただければ、本誌の発刊時や新コンテ
ンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』内の該当記事に、
ダイレクトにアクセスできます。この機会に
ぜひ、友だち登録をお願いします！
［友だち登録の方法例］
•（方法①）　上の２次元コードを読み取る
•（方法②）LINE アプリの「友だち追加」＞
　「ID 検索」で「@view21」と入力して追加

　東京学芸大学の高橋純教授への取材の一
幕（写真）。教授の説明を咀

そ

嚼
しゃく

し、概念化を図
るべく、私の灰色のＣＰＵが猛烈に稼働してい
ます……と書いて親指が止まりました（最近、
短い文章はスマホで書いています）。ポワロ
を気取って脳細胞をＣＰＵに例えたけれど、生
成ＡＩのコラムとしては画

が

竜
りょう

点
てんせい

睛を欠くのでは
ないか。生成ＡＩは人間の「内」ではなく「外」
で稼働しているイメージだからです。
　内田樹

たつる

氏によれば、基幹産業が変わると流
通する語彙も変わるそうです（＊）。子どもの
成長に「めばえ」「実り」を重ねる比喩は、農業
が基幹産業だった時代に教育界に定着し、時
代の変遷とともに、「効率」「生産性」「汎用性」
という言葉の使用頻度が増えたとのこと。
　さて、生成ＡＩ時代にはどんな語彙が日常
化するのかと考えるうちに、ＣＰＵは違うなと、

「外」に向けた視線が「内」に戻ってきました。
案外「概念化」「身体化」のように、人間の知
性や身体に光をあてる言葉が増えるのでは。
写真通りにしわの寄った眉間を揉みつつ、校
了後はマッサージに行きたい私です。（河野）

＊　ウェブサイト「内田樹の研究室」2025年1月16日。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

Reader's

40 高校版  2026 October

0-01-5-00033-001 2026 年度 VIEW next 高校版 10 月号 40 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

09/25
松下

念
校

10/06
三宅

再
念
校

10/08
三宅 − −/−

− − −/−
−

P040_view-next-koukou-10g.indd   40P040_view-next-koukou-10g.indd   40 2026/10/08   19:512026/10/08   19:51

https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37560

https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37548
https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37544
https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37564
https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37568
https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37568
https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37568
https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37577
https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article37484/?s_oid=s002/#id-37568
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article37480/?s_oid=s002


受性がとても豊かな面と繊細すぎる面を持ち合わせて

いるＡさんと出会ったのは、私がまだ若手と呼ばれる

年齢の時でした。Ａさんの保護者は、中学校時代は欠席しがち

だったＡさんが毎日高校に通えるのか、随分心配しているよう

でした。また、些細なことで感情的になり、反抗的な態度を取

ることもあるＡさんに手を焼いている様子もうかがえました。

しかし、そうした保護者や担任の私の不安をよそに、Ａさんは

順調に登校を続け、極めて優秀な成績で１年次を終えました。

　ところが２年次の夏季休業明けから、Ａさんは無断欠席を繰

り返すようになりました。Ａさんが登校した時には、私は朝の

ＳＨＲの後や下校前の掃除の時間などに、何気ない口調で「ど

うしたの？」「大丈夫？」などと声をかけました。しかしその

度に、Ａさんは私と目を合わせようとせず、追い詰められた表

情で「自分のことが嫌だ」とつぶやき、涙ぐむのでした。「自

分は見た目が悪い」「字も汚い」「自分には価値がない」。そう

した自己否定の言葉を口にするＡさんに私は、「そんなことは

ないよ」と伝えました。「あなたの笑顔はとても魅力的」「字

だって私よりも上手」。そして、「１年生の時に頑張って登校を

続けたことは本当に立派だった」「勉強だってできる。あなた

には誇れるところがたくさんあるよ」などとＡさんのよいとこ

ろを挙げて励ましました。しかし、そういった言葉がＡさんの

心に響いているという手応えはありませんでした。結局Ａさん

は、自身の希望で２年次修了後に通信制課程の高校に転学しま

した。

の後、様々な生徒と接して教師としての経験を積む中

で、次第に私は、Ａさんがどのような生きづらさを抱

えていたのか、本人の言葉に十分に耳を傾けられていなかっ

たことに気づき、後悔するようになりました。「成績はよいし、

励ませば学校に戻ってくる」。そのように、教師の自分にとっ

て都合のよい未来を描くことが「生徒を信じること」だと私は

勘違いしていたのです。

　あの時、Ａさんの苦悩をまずはそのまま受け止めていたらど

うなっていたのだろうか。苦しみを抱える自分をそのまま認め

てくれて、まとまらない自分の言葉にじっと耳を傾けてくれる

人が近くにいることで、Ａさんは救われたかもしれない。Ａさ

んへの申し訳なさを抱えたまま、多様な生徒を「信じる」とは

どういうことなのか、今も考え続けています。

生徒を信じること、生徒に寄り添うことについて考え続
けた山下先生。ウェブオリジナル記事では、様々な生徒
との出会いを通して気づき、深められた自身のあり方を
語っています。ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article38161/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

「
自
分
に
は
価
値
が
な
い
」。

自
己
否
定
を
す
る
生
徒
の

苦
悩
を
受
け
止
め
切
れ
な
か
っ
た

担
任
と
し
て
の
後
悔

やました・ともみ ● 同校に赴任して10 年目。
福祉健康系列主任。福祉科。「産業社会と人間」において

企業見学を実施するなど、生徒の進路意識の向上に
力を入れてきた。学習状況や進路観、発達面などで

生徒の多様化が進む中、生徒について教師間で対話する
重要性が一層増してきていると考えている。

青森県立七
しちのへ

戸高校

山下友美

先生なら、
どうしますか？

感

そ

イラスト：カモ
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編集部からのお知らせ

 高校版
オンラインセミナー開催のご案内

次期学習指導要領
「答申」を解説

生成AI時代　生徒の
思考をどう深めるか？

プログラム1 ● 特別企画連動 プログラム２ ● 特集テーマ連動

https://benesse-hs.jp/nm2gq
お急ぎの場合は、お電話もご利用いただけます。
株式会社ベネッセコーポレーション　お客様サービスセンター　TEL：0120–350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8:00 ～18:00 ／土 8:00 ～17:00 （祝日、夏季休業、年末・年始を除く）

開催日時	 2027年1月14日（木）　16：00〜17：30
形式　オンライン（ZOOM 配信）　　参加費　無料

※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。　※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。
※一部時間帯の視聴も可能です。　※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

● プログラムの内容　2024 年 12 月の文部科学大臣からの
次期学習指導要領に関する諮問「初等中等教育における教

育課程の基準等の在り方について」に対して、26 年冬に、

中央教育審議会が答申する見通しです。管理職が次期学習

指導要領に向けて押さえておきたい答申のポイントと今から

着手しておきたいことについて、文部科

学省の栗山和大教育課程企画室長が解

説します。

● プログラムの内容　本誌10月号・特集「生成 AI 時代　生
徒の思考をどう深めるか？」を振り返った上で、読者から寄

せられた質問に対して、教育の情報化に関する研究に従事

する東京学芸大学の高橋純教授と編集部が回答します。ご

質問は、本セミナー申し込みフォームで受けつけています。

お問い合わせは
こちら

文部科学省初等中等教育局
教育課程課教育課程企画室長

栗山和
か ず

大
ひ ろ

東京学芸大学
教育学部　教授

高橋 純

右記の２次元コード、または下記 URL からお申し込みください。
https://benesse-hs.jp/VIEW2631

４月号 特集テーマ連動
「なぜ、あの学校は人が動くのか？」

講師　
帝京大学大学院教職研究科准教授
町
ちょう

支
し

大
だ い

祐
す け

https://benesse-hs.jp/VIEW2612

「教師が主体的に動く学校に共通するリーダーのあり方」や「高校の特色化・魅力化を進める上で管理
職に求められる視点や役割」について深めました。

７月号 特集テーマ連動
「どう進める？　高校の特色化・魅力化」

講師　
全国普通科高等学校長会事務局長　佐藤 到

いたる

長崎県立佐世保南高校校長　舟越 裕
ひろし

https://benesse-hs.jp/VIEW2622_2

過去の
オンラインセミナーは
こちらから
ご覧いただけます

視聴無料
※登録が必要です

参加申し込み方法

参加申し込み締め切り日
2027 年１月13日（水）
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C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

教師と生徒全員で創る授業
高知県立高知国際中学校・高校　德橋佑哉　先生

2026年
10月

20日
発

行
　

通
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   ［発
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人
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Benesse Corporation 2026

6KVOL3

とくはし・ゆうや　同校に赴任して５年目。高校１学年主任。企画研修部。理科（化学）。
高知県立高知国際中学校・高校　2018（平成30）年設立／全日制／普通科、グローバル科／共学／１
学年約280人／2025 年度卒業生進路実績　国公立大は、東京外国語大、神戸大、高知大、九州大
などに120人が合格。私立大は、同志社大、立命館大などに延べ187人が合格。海外大進学2名。

　国際バカロレア認定校として掲げる学校教育目標「国際社会の発展に貢献する
人材の育成」に向けて、自分の考えや思いを伝える対話力を重視する德橋先生。
担当する化学では毎授業、２人の生徒がクラス全員の前で、事前に調べてきた授
業の学習内容について発表する。「授業前に発表者が発表内容について相談に来る
こともありますが、その際は私の考えにはめず、生徒一人ひとりの着眼点や表現の
仕方の違いを大切にし、生徒と一緒に授業を創る気持ちで接しています」と語る
德橋先生。浸透圧を担当した生徒は、きゅうりを持参し、塩の量による水分の抜け
方の違いを実演。生徒たちの記憶に残る学びとなった。「先生が『実演するのは面白
いね』と背中を押してくれたので、思い切って発表できました」と、生徒は振り返る。
　発表後は発表者と德橋先生を含むクラス全員で質疑応答を行う。その場で答え
る緊張感や考えを巡らせる間が、対話力を鍛える。発表者が想定外の質問に詰
まっていると、周りの生徒が調べて助け船を出す。「誰もが発表者になるからこそ、
全員で協働して学びを創り上げるという意識で授業に臨んでいます」と話す生徒
たち。伝え合い、協働する学びは、生徒が世界へと羽ばたくための礎を築いていく。

お 客 様 サ ービ スセンター『VIEW next』高校版に関するお問い合わせは

右記の２次元コード、または下記ＵＲＬから
お問い合わせフォームにアクセスいただき、お問い合わせください。

https://benesse-hs.jp/nm2gq
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滋賀県・私立立命館守山中学校・高校 / 静岡県・静岡市立清水桜が丘高校 /
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手
て
門
もん
学院中・高校 /長野県松本県

あがた
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高校 / 静岡県立駿河総合高校

生成AI時代
生徒の思考を
どう深めるか？

特集

先生方と共に創る　教育情報&オピニオン誌
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